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一
三
口例

国土交通省北海道開発局旭川開発建設部の委託を受け、平成22年4月1日から平成24年3月30日

まで「旭川十勝道路富良野市富良野道路建設工事埋蔵文化財発掘調査」事業を行った。

本書は旭川十勝道路富良野市富良野道路建設工事に伴う中五区1遺跡、中五区2遺跡、中五区3

遺跡の埋蔵文化財調査報告書である。

本書の編集は第1調査部第4調査課谷島由貴が担当した。

各遺構の執筆は、第1調査部第4調査課笠原興、第2調査部第2調査課熊谷仁志、谷島が

担当し、各項目の文末に括弧で文責を示した。

遺物については谷島が担当した。

調査写真は各担当調査員が撮影し、笠原がまとめた。

室内撮影は、第1調査部第4調査課越田雅司・第1調査部第1調査課吉田裕吏洋が担当した。

附編として富良野市教育委員会による中五区1遺跡の工事立会報告を掲載した。

自然科学的分析については下記の機関に依頼したほか第2調査部第1調査課福井淳一が炭化種

子同定・動物遺体同定を担当した。

炭素年代測定(AMS測定) :㈱加速器分析研究所

黒曜石原産地同定：有限会社遺物材料研究所

遺物・記録類は報告書刊行後、富良野市教育委員会が保管する。

調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、御協力をいただいた（順不同、敬称略)。

文化庁、北海道教育庁文化・スポーツ課、富良野市教育委員会：杉浦重信・澤田健、富良野

市立布部小中学校：吉田孝則、国土交通省北海道開発局旭川開発建設部富良野道路事務所、空知

川上流土地改良区：桑原利貴、北海道電力株式会社：川南英博、有限会社遺物材料研究所：

藁科哲男、 （財)北海道北方博物館交流協会：野村崇、北海道開拓記念館：山田悟郎・右代啓視、

芦別市教育委員会：長谷山隆博、旭川市教育委員会：友田哲弘、釧路市埋蔵文化財調査センター：

石川朗、遠軽町教育委員会：松村愉文・瀬下直人、北見市教育委員会：武田修・太田敏量・

山田哲、深川市教育委員会：葛西智義、帯広市百年記念館：北沢実・山原敏朗、平取町教育

委員会：森岡健治・長田佳宏、厚真町教育委員会：乾哲也、北海道考古学研究所：横山英介

（順不同・敬称略）
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記号等の説明

本文中および図、表中では以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付した。

P:土坑、 F:焼土、 S:礫集中、 C:炭化物集中、 FC:フレイク・チップ集中

図中の方位は真北を指す。

基軸の方向角は真北を0。とする時計回りの角度で、各遺跡ごとに示す。

中五区1遺跡基軸の方向角 161． 2′ 12″

中五区2遺跡基軸の方向角 186． 17′ 56〃

中五区3遺跡基軸の方向角 186｡ 17' 55"

細数字は標高（単位m)を表している。

遺構の規模については以下の要領で示した。一部破壊されているものは現存の長さを（ ）で示

した。

確認面の長軸／下場の長軸×確認面の短軸／下場の短軸×最大の深さ（単位m)

土層の標記は、基本土層についてはローマ数字、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

土層説明には「新版標準土色帖1997年版』を参考に記載した。

掲載した実測図等の縮尺は原則として以下のとおりである。

P:土坑 1 :20 S:礫集中 1 :20

F:焼土 l :20 FC:フレイク・チップ集中 1 :20

C:炭化物集中 1 :40 遺物出土状況 1 : 10

復原土器 1 ： 3 土器拓影 1 : 3

剥片石器・石斧 1 ： 2 礫石器 1 ： 3

石器の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記している。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短刺lを'll肩、厚さは最大値を採用した。

破損しているものについては、その値を（ ）で括っている。

挿図中の遺物のシンボルマークは以下のとおりである。

●土器▲剥片石器■礫石器
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I 調査の概要

I 調査の概要

調査要項1

事業名：旭川十勝道路富良野市富良野道路建設工事埋蔵文化財発掘調査

委託者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間：平成22年4月1日から平成24年3月30日まで

遺跡名・所在地・調査面積

｜調査面積｜所在地 発掘期間

富良野市2880-1ほか | 97㎡｜平成23年8月1日～8月31日

遺跡名 登載番号

中五区1遺跡F-04-24

中五区2遺跡 富良野市7411ほか 2,650㎡
64㎡

日
日

７

１

２

３

月
月

８

８

一
一

日
日

６

１

月
月

５

８

年
年

２

３

２

２

成
成

平
平

F-04-25

中五区3遺跡 富良野市7439ほか 日
日

７

１

２

３

月
月

８

８

一
一

日
日

６

１

月
月

５

８

年
年

２

３

２

２

成
成

平
平

F-04-141 3,907IIf
180㎡

調査体制2

平成22年度

理事長 坂本均 専務理事

総務部長

第1調査部部長

第1調査部第4調査課

常務理事 畑宏明松本

中田

千葉

課長

主査

主査

昭一

仁

英一

熊谷

谷島

笠原

(発掘担当者）

(発掘担当者）

(発掘担当者）

圭
心
皇
貝

仁

由

興

平成23年度

理事長 坂本均 専務理事

総務部長

第1調査部部長

第1調査部第4調査課

常務理事 畑宏明松本

中田

千葉

課長

主査

昭一

仁

英一

笠原

谷島

(発掘担当者）

(発掘担当者）
貴

興

由

調査に至る経緯3

北海道開発局は、北海道縦貫自動車道と北海道横断自動車道を連結し、上川圏と十勝圏との交流を

促進することを目的として地域高規格「旭川十勝道路」の事業を進めてきた。旭川十勝道路のうち、

富良野市内の8.3kmの区間は「富良野道路」とし、富良野市内の渋滞緩和・物流や観光産業の活性化・

緊急医療の地域間連携・十勝岳地域防災を支援することを目的に計画された。

平成16年8月19日付けで旭川開発建設部から旭川十勝道路富良野市富良野道路建設事業に伴い、富

良野市学田三区2遺跡・中五区1遺跡・中五区2遺跡・上御料1遺跡について北海道教育委員会（以

下、 「道教委」と呼称する）に埋蔵文化財保護のための事前協議がなされた。

「所在調査」は平成16年9月から10月に富良野市教育委員会によって学田三区2遺跡・中五区2遺跡・

上御料l遺跡と下五区地区を対象に実施された。この調査により中五区1遺跡の試掘が行われ要発掘

I



3調査に至る経緯

図1－1 遣跡の位置

(この図は、国土地理院発行の1 ：50,000地形図「富良野」・「山部」を複製し、加筆したものである｡）
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I 調査の概要

調査とされ、新たに下五区可能性地②

と学田三区3遺跡の所在が確認された。

平成17年10月に中五区2遺跡等の試

掘調査が実施され、道教委により中五

区可能性地とされていた地域（後の中

五区3遺跡）について発掘調査が必要

と判断された。また、下五区可能性地

②とされていた地域は着工可とされた。

平成20年10月に、学田三区2遺跡・

学田三区3遺跡の試掘調査が実施され、

学田三区2遺跡は現状保存範囲・要発

掘調査範囲・要再協議となり、学田三

区3遺跡は要工事立会及び判断保留と

された。工事立会の結果、判断保留と

されていた隣接部分は要発掘調査とさ

れ、平成21年5月から学田三区2遺跡・

学田三区3遺跡の調査が実施された。

平成21年10月（仮）中五区3遺跡の

試掘調査が行われ要発掘調査の判断が

下された。

平成22年度、中五区1遺跡80㎡、中

五区2遺跡2,510㎡、中五区3遺跡

4,810㎡の委託を受けたが、中五区1遺

跡については発掘調査に至る諸条件が

整わず調査していない。中五区2遺跡

は2,650㎡の調査を行ったが送電線鉄塔

部分の調査を残した。調査前の事業者

との打ち合わせにより、調査範囲の東

側は耕作土の崩落を防ぐためクリアラ

ンスを取った。中五区3遺跡3,907㎡の

調査を行ったが送電線鉄塔部分と防火

用水路の調査を残した。市道下部分に

ついては調査の結果、遺構・遺物の検

出が見込まれないため、道教委が調査

範囲から除外した。中五区2遺跡と同

様、耕作土の崩落を防ぐために、調査

範囲の東側にクリアランスを取った。

平成23年度は平成22年度の残った部

分、中五区1遺跡80㎡、および中五区

2遺跡64㎡、中五区3遺跡180㎡につい

五区
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4調査概要

て委託を受け調査を行った。中五区1遺跡は工事の影響を受ける踏み荒らし範囲が増加したため97㎡

と当初より17㎡増えた。

4調査概要

（1）遺跡の位置

調査を行った3カ所の遺跡は北海道のほぼ中央の富良野市にある。それぞれの遺跡は富良野市を北

から南に貫流する空知川左岸にあり、北から順にJR富良野駅の約3Km南側の「天満宮」境内にある

段丘端部から段丘崖に中五区l遺跡が位置する。更に約1Km南の低位段丘面上に中五区2遺跡がある。

その約0.7Km南の同じく低位段丘面上に中五区3遺跡がある。

中五区l遺跡は道道山部北の峰線と市道五区山部線の交わる角にあり 「天満宮」に至る参道になっ

ていたところである。ここは「天満宮」境内と道路との間にある比高5mの段丘崖と段丘面端部の調

査である。ここより奥の社との間に上位の段丘があり階段状になっている。さらに上位にも段丘面が

1段以上認められる。現空知川から約400m西側の位置にある。

中五区2遺跡と中五区3遺跡は、空知川の低位段丘面に立地する。

中五区2遺跡は現空知川から約300m西側の位置にあり、蛇行による侵食後、岸辺の堆積状況の変化

で粘土から一抱えもある礫の堆積まで帯状にみてとれる。一方、中五区3遺跡は八線川の扇状地の末

端にあたり、増水した空知川との両者から影響を受け、腐植土の間に褐色粘土質や小砂礫層を挟む。

現空知川から約700m西側の位置にある。

（2）調査区の設定

調査区の設定は国土交通省北海道開発局旭川開発建設部「富良野道路実測線調査業務」の中心線成

果を元に調査範囲内の区画を設定した。各遺跡に共通して、区画は基準とする2点を基軸とし、これ

に平行する線を設定した。基準とする2点の一方を基点として基軸に直行する線を設定した。これを

組み合わせ格子（以下、 「グリッド」と表示する）を設定した。各遺跡のグリッド線の呼称を組み合わ

せ、交点の呼称とし、グリッド線に囲まれた四角形の呼称とした（図1-3)。

以下に各遺跡ごとの調査区の設定を示す。

中五区1遣跡（図1-4)

調査区の設定は5m×5mのグリッド法を用い、SP11600とSP11700を結ぶ線を基軸とし、平行する

線を5m毎に設定した。基軸上のSP11630を基点に両方向へ5m毎に基軸と直行する線を設定した。

基軸を「D」とし、それぞれ基軸に平行する線にアルファベットを付した。基軸と直行する線は基点

SP11630を「D4区」とし、平行する線それぞれに順に数字を付した。

基準とした位置の世界測地系平面直角座標皿系は以下のとおり。

SP11600のX座標 -75367.758 Y座標10742.565

SP11700のX座標 -75462.307 Y座標10775.053

基軸の方向角 161｡ 02' 12"

中五区2遺跡（図1-5)

調査区の設定は5m×5mのグリッド法を用い、SP12400とSP12500を結ぶ線を基軸とし、平行する

線を5m毎に設定した。基軸上のSP12500を基点に両方向へ5m毎に基軸と直行する線を設定した。

基軸を「L」とし、それぞれ基軸に平行する線にアルファベットを付した。基軸と直行する線は基点SP

12500を「L25区」とし、平行する線それぞれに順に数字を付した。

4



I 調査の概要

基準とした位置の世界測地系平面直角座標皿系は以下のとおり。

SP12400のX座標 -76155.771 Y座標10805.476

SP12500のX座標 -76288.476 Y座標10790.828

基軸の方向角 186． 17′ 56″

中五区3遺跡（図1-6)

調査区の設定は5m×5mのグリッド法を用い、SP13100とSP13200を基軸とし、平行する線を5m

毎に設定した。基軸上のSP13200を基点に両方向へ5m毎に基軸と直行する線を設定した。基軸を

「V」とし、それぞれ基軸に平行する線にアルファベットを付した。基軸と直行する線は基点SP13200

を「V70区」とし、平行する線それぞれに順に数字を付した。

基準とした位置の世界測地系平面直角座標皿系は以下のとおり。

SP13100のX座標 76884.854 Y座標10725.001

SP13200のX座標 -76984.251 Y座標10714.030

基軸の方向角 186． 17′ 55″

（3）基本士層

基本層序はI層（耕作土） ：黒色土、 Ⅱ層：褐色の粘質土、Ⅲ層（包含層） ：黒色の粘質土、Ⅳ層：

明褐色～褐色の粘土層、Ⅳ層：明褐色～褐色の粘土層、V層（包含層） ：黒色の粘土質、Ⅵ層：明褐色

～褐色の粘土層、Ⅶ層（無遺物層） ：黒色の粘土からなる。

(a)中五区1遺跡

ボーリング調査の結果を示す。中五区l遺跡は調査範囲より下位にある低位段丘の市道付近のボー

リングである。ここでは層厚0.5mの道路盛土、0.8mの黒～暗褐色礫混じりシルト質砂、3.2mの暗褐

色砂礫、 10.5mの暗褐灰色火山灰混じり砂礫となり扇状地堆積物と考えられる。

発掘調査における基本層序はI層（表土） ：礫混じりの黒色土、 Ⅱ層（包含層） ：拳～人頭大の礫の

間に黒色土が混じる、Ⅲ層（最終面） ：暗褐色の礫層（拳～人頭大の礫）からなる。

土層図の層序（図I-7)

I (表土) :礫混じりの黒色土

Ⅱ （包含層） 黒色土7.5YR1.7/1 :拳～人頭大の礫の間に黒色土が混じる

Ⅲ（最終面） 黒色土10YR1.7/1 :暗褐色の礫層（拳～人頭大の礫）

(b)中五区2遺跡

調査範囲の約200m南側の市道五区六線付近で行われたボーリング調査の結果を示すと、層厚0.5m

の道路盛土、 1.05mの黒褐～暗褐色礫混じり有機質シルト、 1.1mの灰褐色シルト、0.1mの褐灰砂、

0.7mの暗灰褐色シルト混じり砂礫、 5.7mの褐灰色火山灰混じり砂礫、0.65mの褐灰砂、0.4mの褐灰

色火山灰混じり砂礫、0.45mの灰褐色礫混じりシルト質砂、7.3mの茶褐～褐灰色火山灰混じり砂礫、

0.35mの灰褐色シルト質砂、0.35mの灰褐色砂、4.3mの暗褐灰色火山灰混じり砂礫となり河川堆積物

と考えられるが、ボーリング地点は300m程上流側で現在の空知川から約500m離れているため堆積の

状況が異なり、シルト層が厚くなっているが、調査範囲内では表土を取除くと礫層が現れる部分が多

い。帯状の粘土質層は空知川の氾濫による流路跡に堆積した層と推定されるが、焼土がみられること

から溝状の安定した時期があったものと考えられる。
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4 調査概要
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I 調査の概要

発掘調査における基本層序はI層（耕作土・客土） ：黒色粘質土、 Ⅱ層：褐色の粘質土層、Ⅲ層（包

含層） ：粘土質黒色土、Ⅲb層：暗褐色の砂礫層、Ⅳ層：礫層からなる。

河川堆積でありⅡ層とⅢ層は南西から北東方向に列状に平面的な広がりをみせる。空知川の蛇行に

より浸食されたところに礫層や粘土層が堆積した後、氾濫が繰り返されたようである。そのことから、

表土を除去した下にⅡ層またはⅢ層になるなど南東から北西方向に伸びた帯状の堆積がみられる。

（ ）内は遺物取り上げ時の層位記入を示す。遺物台1帳も取り上げ時の層位を記入している。

a－b層序（図1-8)

I 暗褐色土：攪乱層。

Ia 暗褐色土：耕作土。砂粒・火山灰パミスを多量に含む。粘性弱い。

Ⅱ 黄褐色土：粘性弱く。しまり悪い。

Ⅱb黄褐色粘質土：粒子が細かく粘性強い。

Ⅲ 暗褐色粘質土：少量の遺物が混じる。粘性強い。 （Ⅲ層黒色土1）

Ⅲa 黄褐色土： 4層と同質、粘性弱<、 しまり悪い｡ (Ⅲ層黄褐色土1)

Ⅲb暗黄褐色粘質土：多量の炭化物が混じる。少量の遺物を包含する。 （Ⅲ層黒色土2）

Ⅲc 暗黄褐色粘質土：Ⅲb層と同質、やや黄色味が強い。多量の炭化物が混じる。少量の遺物を

包含する｡ (Ⅲ層黒色土2相当）

Ⅲg暗黄褐色粘質土：粘性強〈、 しまり良い。少量の遺物を包含する。 （Ⅲ層黄褐色土2）

Ⅲh黄褐色砂質土：

c－d層序（図1-8)

攪乱暗褐色土：攪乱層。

Ⅱ 暗褐色土：砂粒・火山灰パミスを多量に含む。粘性弱い

3 黄褐色粘質土：肌理が細かく粘性強い。

4 黄褐色土：粘性弱〈。しまり悪い。

Ⅲ 暗褐色粘質土：少量の遺物が混じる。粘性強い。 （Ⅲ層黒色土1）

Ⅲb暗黄褐色粘質土：多量の炭化物が混じる。多量の遺物を包含する。 （Ⅲ層黒色土2）

同層中からF－6が検出された。

Ⅲc 暗褐色粘質土：きめが細かく粘性強い。しまり良い。多量の炭化物が混じる。

（Ⅲ層黒色土2）

Ⅲe暗褐色土：多量の炭化物を含む暗褐色土と暗黄褐色土の互層、水成堆積層であることを示し

ている。粘性が強く、しまり良い。 （Ⅲ層黄褐色土1）

Ⅲf 暗褐色土：互層の中の一つの層で、炭化物を多量に含む薄層である。

Ⅲg暗黄褐色粘質土：粘性強<、 しまり良い。少量の遺物を包含する。 （Ⅲ層黄褐色土2）

Ⅲh暗黄褐色砂質土: a-b層序のⅢh層に類似するが、粒子が細かい。

Ⅳ 砂礫層：流路跡。

e－h層序（図1-8)

I 暗褐色土（耕作土） 砂粒・火山灰パミスを多量に含む。粘性弱い。

Ⅲa暗黄褐色土：粘性強<、 しまり良い。
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4 調査概要

暗黄褐色粘質土：粘性強<、しまり良い。

暗黄褐色粘質土：Ⅲbに類似、黄色味が強い。粘性強<、しまり良い。

暗褐色粘質土：粘性強<、 しまり良い。Ⅲe層が介在する。

暗黄褐色粘質土：粘性強<、 しまり良い。沢地系部分にのみ堆積し、Ⅲd層に介在する。

暗黄褐色粘質土：粘性強<、 しまり良い。沢地系部分にのみ堆積する。

暗黄褐色粘質土：mfに類似、やや粘性強〈、しまり良い。

ｂ

Ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

(c)中五区3遺跡

調査範囲中央に市道五区七線脇で行われたボーリング調査の結果を示すと、中五区3遺跡は0.4m

の暗渠管埋戻し、2.4mの茶灰色砂質シルト （所々に腐植土が混入)、0.4mの茶灰色礫混じり細砂、0.7

mの黒灰色粘土、 1.1mの茶灰色砂礫、5.4mの茶灰～暗茶色砂礫で上半は緩いまたは澱んだ流れの堆

積物と推測される。

遺跡の立地は八線川の扇状地末端にあたり、増水した空知川との両者から影響を受け、腐植土の間

に褐色粘土質や小砂礫層を挟む。

発掘調査における基本層序はI層（耕作土） ：黒色土、 Ⅱ層：褐色の粘質土層、Ⅲ層（包含層） ：黒

色の粘質土、流路となり砂礫層の部分もある。Ⅳ層（無遺物層） ：明褐色～褐色の粘土層、流路となり

砂礫層の部分もある。V層（包含層） ：黒色の粘土質、Ⅵ層（無遺物層） ：明褐色～褐色の粘土層、Ⅶ

層（無遺物層） ：黒色の粘土、Ⅷ層：暗褐色の粘土層からなる。

柱状図の層序（図1-9)

ma :黒色土

mb :小砂礫

mc :明黄褐色粘質土

Ⅳ：暗褐色シルト質粘土

Na :茶色粘土

IVb :砂礫

Nc :暗茶砂質粘土

V:黒色粘質土

Va :黒色砂礫

Vb :暗灰褐色粘土

Ⅵ：暗褐色粘土

VIa :暗褐色砂

VIb :暗褐色砂礫

VIc :明褐色粘土

Ⅶ：黒色粘土

S65区の堆積状況（図1-9)をみると、

I a にぶい黄褐色土10YR6/3表土、客土。

Ib にぶい黄褐色土10YR5/3耕作土

Ⅲa黒色土10YR1.7/1壌土、堅密度；堅、;堅、粘着性；弱、細礫を5～10%含む。
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I 調査の概要
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4 調査概要

（晩期の遺物包含層）

Ⅲb黒褐色土10YR3/1堅密度；堅、粘着性；中、細礫～小礫を20～50%含む。

Ⅳ 暗褐色土10YR3/4埴壌土、堅密度；軟、粘着性；中、細礫を15～40%含む。

（晩期の遺構検出面）

V 黒色土N2 シルト質砂土、堅密度；軟、粘着性；中、礫土≧50%細礫～中礫。

（4）調査の方法

(a)中五区1遺跡

調査範囲は、段丘上の平坦面である「天満宮」の境内と、それに続く市道五区山部線との間の段丘

崖部分である。立木が繁茂していたため、伐採と抜根の立会を行った。大木の根は除去していない。

訓査前に重機により潅木や表土の草木類の根の除去を行った。調査の基準杭の打設を行い、調査範

囲で示された範囲と比べたところ、工事による踏み荒らし範囲が調査範囲に加えられたため、当初調

査予定面積より17㎡面積が増え97㎡を調査することとなった。

「天満宮」の境内側から調査を開始した。木の根による撹乱が大きく影響する調査となった。

(b)中五区2遺跡（図1-10)

平成22年度に中五区2遺跡は2,650㎡の調査を行った。調査前の事業者との打ち合わせにより、調査

範囲の東側は耕作土の崩落を防ぐためクリアランスを取った。また、送電線鉄塔部分はクリアランス

を含めて残した。

調査は0.2mほどの現在の耕作土を重機で除去することから開始した。南側1/3は現在の耕作土下に

約0.1～0.4mの客土が盛られていた。

25％調査を実施し、客土の範囲や調査範囲の遺構・遺物の分布状況を把握することに努めた。その

結果、空知川の蛇行跡に堆積した礫層上に粘質土と砂礫層が南東から北西方向に縞状に堆積すること

が判明した。さらに、遺物の分布は北側に多く、南東側に砂礫層が分布することがわかった。

この結果をもとに、再度、調査方法の見直しをおこない、重機を用いた遺構確認調査も併用して調

査を実施した。

また、遺物の分布状況から北西側に遺跡の範囲が広がることを事業者と道教委に連絡し、道教委か

ら調査範囲の変更を指示された。

平成23年度に平成22年度に残した送電線鉄塔部分64㎡の調査を行った。この部分は冬季に鉄塔土台

の撤去を富良野市教委立会のもと行っている。

(c)中五区3遺跡（図1-10)

平成22年度に中五区3遺跡は3,907㎡の調査を行った。調査前の事業者との打ち合わせにより、調査

範囲の東側は耕作土の崩落を防ぐためクリアランスを取った。また、送電線鉄塔部分と防火用水路は

クリアランスを含めて残した。

調査は0.2mほどの現在の耕作土を重機で除去することから開始した。

25％調査を実施した。遺物は散在的にではあるが全域から出土した。この25％調査の結果をもとに

調査方法の見直しをおこない、重機を用いた遺構確認調査も併用して調査を実施した。

重機によるトレンチ調査で確認されていた3枚の黒色土層が調香区全域に広がることがわかり、そ

の25％について確認調査を行った。
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4 調査概要

また、中央を横断する市道五区七線付近は、砂礫層が分布する河道痕で、遺構・遺物の検出が見込

まれないことが判明し道教委に報告した。その結果、道教委は市道下を調査範囲から除外した。

平成23年度は平成22年度に残した180㎡の調査を行った。内訳は送電線鉄塔部分42㎡と防火用水路部

分138㎡である。送電線鉄塔部分は冬季に鉄塔土台の撤去を富良野市教委立会のもと行っている。防火

用水路部分の調査は水路を東側3mの調査範囲外に移設した後に行った。

（5）整理の方法

遺物は、遺構ごとまたは出土区ごと・出土層位ごとに取り上げた。

遺構出土の遺物は、基本的に図に出土地点･標高を記録しながら個別番号をつけて取り上げている。

遺物は、水洗・乾燥後、分類作業を行って遺物台帳用紙に登録し、その後、パソコンにデータ入力

し、注記作業を行った。

土器・石器の注記は、遺跡名の中五区1遺跡を「Nl」と、中五区2遺跡を「N2」と、中五区3

遺跡を「N3」と略記し、遺構出土のものは遺構名・遺構番号を略記し、台帳番号、出土層位の順に

記した。包含層出土の遺物は、遺跡名・調査区・台帳番号・出土層位の順に記している。

遺物は、遺構番号・出土グリッド、層位、点数、分類名、 日付などを記入したカードを同封し、遺

物番号毎にビニール袋に収納した。

遺物は、遺構、グリッド毎に仮収納した。微細遺物については、中五区2遺跡ではF－1～8の焼土

について浮遊選別法を用い焼骨・炭化物などを採集し、その残置から多量のフレイク・チップ等を回

収した。

江別市の整理作業所では、遺物の接合作業、復原、実測、 トレース、遺物集計、造構図の整理、分

布図作成、写真撮影等を行った。

また、フローテーション選別で得られた炭化物の一部について､年代測定を実施している（第V章参

照)。フローテーシヨン選別で得られた焼骨は動物遺存体同定結果を表にして掲載している（表I-10)。

黒曜石資料について原産地同定を実施している（第V章参照)。

整理終了後、報告書掲載遺物と非掲載遺物を分別し、コンテナ・段ボール箱に収納した。

収納した遺物は、台帳・図面類と共に富良野市教育委員会で保管される。

（6）遺物の分類

(a)土器

出土した土器は、縄文時代中期・後期・晩期のものがある。センターでは便宜的に早期をI群土器、

前期をⅡ群土器、中期をⅢ群土器、後期をⅣ群土器、晩期をV群土器としているが、縄文時代後期末

～晩期初頭の在地系土器はⅣ群とV群のどちらに帰属するか明確に出来ない。そのため今回は別扱い

とし、 「縄文時代後期末～晩期初頭」とした。また晩期の土器については、在地系がほとんどであり、

大洞諸型との並行関係が捉えられなかった。そのため、これらをすべてa類～c類に細分せず、 「V群

土器」と一括した。註(1)

Ⅲ群土器（縄文時代中期）

a類：前半のもの、円筒土器上層式に相当、および萩ヶ岡1 ． 2式に相当するもの。

b類：後半のもの、萩ケ岡3 ． 4式、天神山式、柏木川式（モコト式)、北筒式（トコロ6類)、煉

瓦台式に相当するもの。
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I 調査の概要

Ⅳ群土器（縄文時代後期）

前葉から後葉のものは、今回の調査では出土していない。

縄文時代後期末～晩期初頭のもの

御殿山式、湯の里3式、栗沢式など後期最終末の土器群と、東三川I式・札刈B群・高野V群など、

大洞B式に並行する在地の土器群をここに含めた。

V群土器（縄文時代晩期）

「V群土器」は、基本的に下記を基準としている。

a類：前葉のもの。大洞B式、大洞BC式に相当するものと、これに並行する在地の土器群。富良

野地方では緑町式が設定されている（杉浦1989)。

b類：中葉のもの。大洞C1式、大洞C2式に相当するものと、これに並行する在地の土器群。富良野

地方では西達布2遺跡で出土している（富良野市教委1989)。

c類：後葉のもの。大洞A式、大洞A'式に相当するものと、これに並行する在地の土器群。富良野

地方では無頭川遺跡（富良野市教委1988. 1992. 1996)、南扇山遺跡（富良野市教委1998）で

出土している。

今回の調査で出土したものは3遺跡とも、ほとんどが縄文時代晩期のものである。中五区l遺跡で

はⅢ群土器、縄文時代後期末～晩期初頭のもの、V群土器が、中五区2遺跡では縄文時代後期末～晩

期初頭のもの、V群土器が､中五区3遺跡では縄文時代後期末～晩期初頭のもの、V群土器が出土した。

V群土器はほとんどが中葉のものであるが、中五区3遺跡では後葉のものも少ないが出土している。

註（1）土器の分類については、当センター土肥研晶、柴田直人、大泰司統の助言を受けた。

(b)石器

器種別の大分類を行ったのみで、記号による細分は行っていない。剥片石器の器種には石錐・石槍・

石錐・つまみ付きナイフ・スクレイパー・両面調整石器がある。礫石器の器種には石斧・すり石・た

たき石・砥石・石錘・錨石・礫器・石皿・台石・石核がある。このほかに、Uフレイク(utilizednake) ･

Rフレイク (1･etouchednake) ･ くさび形石器・礫・礫片・原石・棒状原石がある。

(c)土製品・石製品

土製品には焼成粘土塊があり、石製品は異形石器がある。

（7）調査結果の概要

(a)中五区1遺跡

平成22年度当初は80㎡の発掘調査を計画したが、発掘調査に必要な現場環境等の条件が整わなかっ

たため、翌、平成23年度に調査が行われた。また、工事による踏み荒らし予定範囲が17㎡増えること

が判明し最終調査面積は97㎡となった。

中五区1遺跡は「天満宮」境内と市道との間にある、比高5mの段丘とそれに接する段丘面の調査

である。この段丘は階段状をなす。調査区より奥の社との間に上位の段丘がある。社との間の段丘崖

付近の試掘調査では縄文時代中．晩期の遺物が出土している。

遺構は縄文時代後期末～晩期初頭の土器を伴う土坑が1基検出され、遺物は181点出土している。

包含層から遺物は、4,897点出土し、土器83点、石器3,946点が得られている。縄文時代中期、後期

末～晩期初頭のものが極少量あるほかは、ほとんどが晩期中葉のものである。
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4 洲査概要

なお、天満宮の鳥居移設に伴う工事立会の報告（富良野市教育委員会）を『附編中五区l遺跡工

事立会調査報告』として本書末尾に掲載している。

(b)中五区2遺跡

平成22年度と23年度の2カ年、調査を行った。

中五区2遺跡は市道五区山部線と空知川の間にあり、現在の川から約300m西側の位置にある。空知

川の蛇行による侵食、堆積の影響が現れた遺跡で、礫層の堆積と粘質土層の堆積が明瞭に分かれてい

る。侵食・堆積の安定した時期に焼土を残すなどの活動がみられる。

平成22年度の調査の進展に伴い、遺物の分布は北側に多く、南東側に砂礫層が分布することと、遺

物の分布状況から北西側に遺跡の広がりがみられることが判明した。この結果、道教委から調査範囲

の変更を指示された。

送電線鉄塔部分64㎡については平成23年度に調査を行った、

遺構は縄文時代晩期の土坑1基、縄文時代後期末～晩期初頭の焼土が6カ所、同期、礫集中1カ所、

近世以降の焼土2カ所、同期、礫集中1カ所、同期、炭化物集中1カ所が検出され、遺物は622点出土

している。

包含層から遺物は、20,264点出土し、土器13,501点、石器6,763点が得られている。後期末～晩期初

頭のものが極少量あるほかは、ほとんどが晩期中葉のものである。

(c)中五区3遺跡

平成22年度と23年度の2カ年、調査を行った。

中五区3遺跡は市道五区山部線と空知川の間で、八線川の扇状地の末端にあたり、現空知川から約

700m西側の位置にある。増水した空知川と八線川の両者から影響を受け、腐植土の間に褐色粘土質や

小砂礫層を挟む。

調査範囲は市道五区七線を挟み、北と南に広がる。市道部分は砂礫層が分布した河道跡で遺構・遺

物の検出が見込まれないことから、道教委は市道下を調査範囲から除外した。

黒色土層は3枚確認され、そのうち包含層は上部の2枚の黒色土層である。上部の黒色土層（Ⅲ層）

からの出土遺物がほとんどを占め、 2枚目の黒色土(V層）から少量が出土し、下層の黒色土（Ⅶ層）

は粘土で無遺物層であった。

平成23年度は平成22年度に調査の出来なかった、送電線の基礎部部42㎡、および防火用水路部分138nf

を合わせ180㎡の調査を行った。さらに防火用水路部分では下位の黒色土層(V層) 62㎡についても調

査を行った。

遺構は縄文時代晩期の土坑17基、縄文時代後期末～晩期初頭の焼土が4カ所、同期、礫集中2カ所、

FC集中lヵ所、擦文分化期の焼土1カ所が検出され、遺物は3,639点出土している。

晩期の土坑16基は南半部の狭い範囲にまとまり、径と深さは小さいが土坑に伴う遺物は台石や錨石

などがあり、晩期後葉タンネトーL式土器期の墓坑と様相が似ている。焼土・礫集中は北半部から検

出されている。

包含層から遺物は、 13,674点出土し、土器8,124点、石器5,550点が得られている。後期末～晩期初

頭と晩期後葉のものが少量あるほかは、ほとんどが晩期中葉のものである。 （谷島）
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4 調査概要

表1－1 中五区1遺跡遺構規模一覧
確認
屑位

確認面規模(m)
長軸×短軸

底面規模(m)
長軸×短軸×深さ

備考主な出土遺物 時期調査区 形状挿図番号 逝撒名

繩文時代後期末～
晩期初頭

円形？ 浅鉢形ﾆﾋ器Ⅱ脳 0.60×(028)図Ⅲ－2 －×－×0．24P－1 D4

表1－2 中五区2遺跡遺構規模一覧
確認
屑位

確認面規模(m)
長軸×短軸

底面規模(m)
長軸×短軸×深さ

主な出土避物 時期 備考遺櫛名 調査区 形状挿図番号

繩文時代晩期不整円形Ⅳ肘図Ⅳ－2 M13 ().95×0．85 0.60×0．38×0．61P－l

14C年代1669~
l947m1AD

V群土器、
凹石

不整惰円形 近世以降Ⅲ隅図Ⅳ-2~3 Kl3～15 l().l()×l~50 －×－×().25F－1．2

14C年代1188~
1042calBC

繩文時代晩期前半不雅惰円形Ⅲ1脚図Ⅳ－3 F-3 11(） ・ 11 0．44×0．62 －×一×().()5

14C年代1"8~
941calBC

不整惰円形 V群土器 縄文時代晩期前半H1屑図Ⅳ－3 111 0．98×().82 －×－×().05F－4

Ⅲ肘 不整形 V群土器 縄文時代晩期中葉図Ⅳ－4 1．10×0．62F－5 111 －×－×0．04

Ⅲ届 不整惰円形 縄文時代晩期中葉図Ⅳ－4 F－6 111 0.70×0．45 －×－×0．05

Ⅲl岡 不整形 繩文時代晩期中葉図Ⅳ－4 0.7()×0．33F－7 110 －×－×().06

mlW 不整形 繩文時代晩期中葉図Ⅳ－5 F－8 110．11 3．20×0．90 一×－×0．06

図Ⅳ－5 Ⅳl側 台石 繩文時代晩期中葉M13 0．34×0．27S－l ~

Ⅲ胴図Ⅳ－5 近世以降S－2 K・L13 0.25×0．23

Ⅲ屑 不整形図Ⅳ－6 近世以降C－l L12 3．20×0．50

表1－3 中五区3遺跡遺構規模一覧
確認
府位

確認面規模(m)
長軸×短軸

底面規模(m)
長軸×短軸×深さ

調査区挿図番号 遺擶名 形状 主な出土遺物 時期 備考

円形図V－2 U76 Ⅳ聯 台石 繩文時代晩期P－1 0．60×0．56 0．40×0．38×0．34

図V－3 Ⅳ脳 円形P－2 U73 台石 縄文時代晩期().58×().57 0．45×().44×0．15

図V－4 IVIM 円形U76 繩文時代晩期P－3 0.67×0．60 0.50×0．47×().22 錨石

14C年代772~
562CalBC

1VIW 円形図V－5 台石 繩文時代晩期P－4 U73 O~55×0．50 0.34×0.30×0．30

図V－6 Ⅳ胴 円形S76P－5 O~59×0．57 繩文時代晩期0．41×0．38×0．3(）

図V－6 Ⅳ層 円形P－6 T76 V群土器0．26×0．24 0.12×012×020 縄文時代晩期

V群土器
石錐

Ⅳ胴図V－7 円形P-7 r74 0.50×0．43 縄文時代晩期().26×().23×().22

Ⅳ隅 円形図V－7 S75P－8 0．70×().70 0．45×()~40×()~30 縄文時代晩期

図V－7 Ⅳ肘 円形P-9 T76 0.55×0．52 縄文時代晩期0.“×0．35×().23

V群土器
たたき石

図V－8 Ⅳ屑 円形P－lO T76．T77 縄文時代晩期0．45×0．43 0.23×0．20×0．33

I､73．T74~
U73・U74

MW 円形図V－8 P－ll 0．79×0．71 V群土器 縄文時代晩期0．42×0．42×().21

V群土器
剥片石器

14C年代756~
540calBC

Ⅳ周 円形図V－9 P－l2 S78 0.70×().70 繩文時代晩期0.51×0．5()×().30

図V－9 Ⅳ1吋 円形P－l3 S78 0．53×0．51 縄文時代晩期0．23×0．22×0．13

錨石・
スクレイパー

Ⅳ届 円形図V-10 P－l4 S79 ().90×0．80 縄文時代晩期0.68×().6()×0．24

図V-ll M岡 不整円形P－l5 S63 0．63×0．47 V群土器 繩文時代晩期0.57×0．47×0．33

図V-11 MW 円形P－l6 S77 0.75×0．73 V群土器 繩文時代晩期0.37×0．27×0．50 復元土器

図V-12 M側 円形P－17 S77 V群土器0．92×().90 0．73×0.70×0．22 縄文時代晩期

14C年代021~
1148calAD

図V-13 Ⅲ屑 不整形Q61F－1 0．50×().31 縄文時代晩期一×一×0．10

図V－l3 Ⅲ咽 不整形F－2 R62 0．35×0．30 繩文時代晩期－×一×0．09

Ⅲ胴 不整形図V-13 F－3 S63 1．94×0．70 縄文時代晩期一×－×().10

図V-13 Ⅲ肺1 不整形S62F－4 l~6()×1．45 縄文時代晩期－×－×().16

図V-13 Ⅲ脳 不整形F-5 V55 1．45×1．08 繩文時代晩期－×－×().10

たたき石
台石

図V-14 Ⅳ屑R61S－l 3．15×2．17 縄文時代晩期
~

砥石・
たたき石

Ⅲ屑図V－15．16 S－2 Q60 3.92×1．27 縄文時代晩期
~

図V-16 Ⅳ層FC－l S78 黒曜石剥片 縄文時代晩期().6()×0．30 －×一×0．19
~~
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I 調査の概要

表1－4 中五区1遺跡遺構出土遺物出土一覧
縄文時代
後期末～
晩期初頭
の土器

焼成
粘土
塊

石雛
米成
品

両面
調鞍
石器

ブ
イ

Ｕ
レ
ク

ブ
イ

Ｒ
レ
ク

スク
レイ
パー

棒状
原石

V群
土器

石鋤
片

たた
き石

Ⅲ群
土器

フレ
イク

礫 礫片 小IIl過柵潴 層位 石雛 石錐 砥石 錨ｲ， 台石凹石

P－l

F丁「ご可

表1－5 中五区2遺跡遺構出土遺物出土一覧
縄文時代
後期末～
晩期初頭
の土器

石雌
未成
ロ

、、

両面
調整
石器

ブ
イ

Ｕ
レ
ク

ブ
イ

Ｒ
レ
ク

スク

レイ
パー

Ⅲ群
土器

V群
土器

石錐
片

棒状
原石

加工
痕礫

たた
き石

フレ

イク
i吐柵名 届位 石雛 石錐 砥石 鮒而 台石 礫 礫片 小#’凹石

ｌ
３
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
蠅
一
３
－
Ｍ
’
１
’
２
｜
記
－
１
－
昭
－
６
’
８
－
１
｜
哩
一
ｌ
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
９
－
Ⅲ
｜
ね
－
８
’

而

迩
錘
櫓
Ⅱ
鍵
鋤
輝
趣
掛
雄
柳
蝿
蛙
禰
罐
蝿
祁
蝿
軸
秘
密
Ⅲ
計

焼

小

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｃ

１

２

３

４

５

６

７

１

２

１

－

一

一

一

一

一

一

F－l

F－2

F-3

F－4

F－6

F－7

OI OI Ol 01 （)｜ （)I 5 01 0

表1－6 中五区3遺跡遺構出土遺物出土一覧
縄文時代
後期末～
晩期初頭
の土器

雛
成

石
未
品

両而
調整
石器

焼成
粘土
塊

スク

レイ
パー

ブ
イ

Ｕ
レ
ク

ブ
イ

Ｒ
レ
ク

Ⅲ群
士器

V群
土器

石錐
片

たた
き石

棒状
原石

フレ

イク
避構名避構名 層位 石雛 石錐 砥石 錨石 台石 礫 小制小制凹石 礫片

掛
祁
錘
迩
Ⅲ
錘
函
麩
姻
迩
迩
錘
麩
幽
謹
錘
睡
錘
鯉
》
輌
挺
麹
睡
窪
稲
Ⅲ
峰
雄
諏
Ⅲ
Ⅲ

計小

１

２

３

４

－

一

一

－

１

毛

イ

響

加

皿

哩

皿

巧

略

万

３

４

１

２

－

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

脾

ト

ト

丹

僻

Ｐ

Ｐ

ト

ト

母

母

に

P－l

P－4

P－6

P－lO

P－l5

P－l6

P－l7

F－3

魂
一
ｍ
２
｜
諏
一
知
一
幅
－
１
媚
一
伯
一
喝
鋤
－
２
’
２
’
四
一
２
’
７
｜
郷
－
９
ｌ
３
－
１
ｌ
４
ｌ
４
５
ｌ
５
－
Ⅳ
’
４

ｌ
ｌ
３
ｌ
ｕ
－
認
一
晦
一
畑
一
一
郷

一

一

一

一

一

一

一

０

19

1

1

3

63

14

20

47

1

3

1

17

1

1

8

144 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 18~ 10 0~ 0

2

2

178

1

13

2

45

1

6

2

175

1

1

7

’

4

1

1

］

1

1

10

11

16

6

18

1

4

2

1

1

1

2

1

2

3

1

79

1

2

9

1

】

1

12

10

1

14

13

18

3

11

17

1

3

19

2

3

1

4

3

4

1

1 7

2

10

1

1

2 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

2 1

1

1

2

2

1

ワ
】

1

7

2

2

2

I

1

1

3

1

2

5

7

33

18

12

4

2

I

4

2716

2

4

2

1

166

3

1

350

19

1

2

1

1

1

1

3

33

1

2

1

1

8

2
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4 調査概要

表1－7 中五区1遣跡包含表1－8 中五区3遺跡包含層出土遺物一覧
層出土遺物一覧

幸押

寒1本‘

排土
砂
ｊ
Ⅲ
洞

‐
土

率
排

極
換
鯛
木

分額名 素材 I 小Ni 分顛名分顛名 素材Ⅲ I Ⅲ」
、、且

灰11 、 Ⅲ、 Ⅲb 、沢 、 V下 撹乱 B鋼 不明 小計

’
５ 縄文時代後

期末～晩期
初頭の上勝

Ⅲ群士器
ll3

縄文11¥代後
期末～晩期
初顕の土器

【
１

V群土器

石錐
石鐘未成品

石槍片

8101

黒曜石

黒曜石

熱昭石
照暇石

頁岩
メノウ

峠
醸
一
》
｜
硴
伽

知
的
－
１
’
４
’
５

》
｜
鍔
一
榊
恥

石錐

つまみ付き
ナイフ

つまみ付き
ナイフ

黒曜石 13 鯉昭石 I

鍔
一
詣
一
蝿
一
繼
一
蟠
蛎
｜
》

ガラス質
安山岩

吃
一
諏
一
１
’
１
－
２
｜
鱒
一
羽

スクレイパー ひ

スクレイパー黒曜石
頁岩
メノウ

可､綱整fi器製昭石

泥岩

石薙亙悪臺
緑色片岩

スクレイパー

石斧

》
｜
癖
一
識
一
吋

Rプレイク ガラス質
安山岩

I

蝿
一
酷
一
物

ガラス質
安山岩

『
と

石斧片
勺-1斤', 緑色泥岩

緑色片岩

石斧未成品緑色片岩

すり石 凝灰岩

安山岩

凝灰岩

たたき石一驚一
緑色泥岩

緑色片岩

凹石 一堂山室
砂岩

砥石 一塗座堂
砂岩

礫器塗竺堂堂
砂岩

台石 一識暑
石核 MAIMS

頁岩

Uフレイク黒曜石

黒畷石

Rプレイク 頁岩
メノウ

黒埖石
頁岩

たたき羽

凹石

砥石

礫器

台石

石核

Rプレイク

フレイク ガラス質
安山岩

9

凝灰岩

片岩

安山岩

鰯 一驚
凝灰岩

安山岩

礫片 泥岩

不明

棒状原石黒曜石

異形石器黒曜石

小計

礫

隙ハ

’
’
６
－
師
－
１
１
’
’
一
船
－
６
－
’
’
２
－
２
｜
｜
鋤

一

一

一

室

一

一

一

一

一

二

１

ガラス質
安11｣岩

18
フレイク
鎧
一
帯
一
辨
一
蝿
癖
嘩
一
鑑
一
準

’
’
８
｜
且
ｌ
－
１
ｌ
２
ｌ
２
市

原石

ガラス質
安uI岩

I

酷
一
酷
一
罪
酷
》
｜
幟
一
鰐
一
峠
一
》

４
ｌ
２
ｌ
９
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
ｍ
ｌ
－
６
ｌ
噸

磯

ガラス質
安山岩

20

’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
球

鑑
一
癖
篭
歳
置
驍
竺
嘩

一

“

｜

》

州

片礫

礫片

71 4 1 1661 26 61 11 401 5

勿

4

268

18

】

】

2

2

12

34

】

５

7

930

3

4

】

1

12

1

↑
、

3

671

81

3

3

11

3

1

2

20

26

I

2609

8

2

9

5

45

47

6

1

2

1

1

I

I

I

I

1521

3

】

1

1

I

64

1

1

110

7550

49

I

2

6

1

I

5

62

2

1

4

3

］

28

2

1

2

I

2

19

2

2

I

】

2

1

13

1

刺

36

2

12

1

8

10

I

1

2

2

72

】

I

2

9

】

2

5

】

6

79

20

I

1

18

7

1

4

1

4

7
ワ

】

？
】

1

2

2

】

I

】

1

232

5

3

1

I

】

1

I

〕88

75

5

】

26

1

3

12

】

2

】

35

2

1

1

1

4

147

2

】

4

1

2

2

】

1

1

1

1

2

2 】

56

3

1

13

I

151

1

61

】

2

3

3

6

3

17

1

8

1

1

4

I 40 3

1

1

3

】

I

4

3

】

1

9

1

I

I

］

I

1
■

３

1

1



I 調査の概要

表1－9 中五区2遺跡包含層出土遺物一覧
畷
唾
２

Ⅲ胤
色土
上

畔
唾
１

叫
嘩
ワ

黄
ｔ
ｌ

Ⅲ
色

Ⅲ黄
色士
2

、黄
色士
上

、繭
色土
一F。

菱採
俳十

11M
色 上

Ⅲ黒
色士

Ⅲ尚
褐色

m批
色i：

咋
根

Ⅲ小
川

、膝
_上1m

、
州

Ｉ
分凱塙 素材 Ⅲ上 m【11 磯 批乱 杭 不明 小計

▼
Ｌ Ⅱ Ⅲ H1下 Ⅲ礫 、 1

縄文11#代後期
末～晩期初頭
のt器

3

V群土器 ''2” 恥
一
狐蝿

一
酷
一
癖
一
蝿
一
蝿
一
酷
一
蝿

石蝋

イ】麟片
一

行錐,鴨成品

澗側

ガラス質
安山岩

スクレイパー 3

旦石

両面嗣整石器黒濯石

緑色片岩
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4 調査概要
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Ⅱ地形・環境と周辺の遺跡

Ⅱ地形。環境と周辺の遺跡

1 地形・環境

富良野盆地は北海道の中央に位置し、西側が中生代の基盤岩類からなる夕張山系（芦別山地)、東側

を中生代の基盤岩類やそれらを広く覆う十勝火砕流堆積物からなる丘陵地とそれに続く大雪山系十勝

岳連峰に囲まれている。

十勝火砕流は鮮新世末の275万年前、次に170万年前、更新世初期の140～146万年前の噴出時期とさ
る<ごう

れ、盆地東側では標高400～600mの麓郷台地から丘陵地、北と西側では波状の丘陵を形成している。

南北約30km、東西5～6kmの細長い富良野盆地は、断層によって周辺を限られた構造盆地であるこ

とが知られている。この盆地の形成は十勝火砕流堆積遺構である。

盆地東縁の断層（図Ⅱ－1）は延長約25kmの麓郷断層である。東側隆起の活断層と認定されている。

これに対し盆地西縁は、芦別山地山麓から約1.5km盆地側に並行するように富良野市から中富良野町に

かけて南北に延びたナマコ山・鯨岡などと呼ばれる細長い丘陵を形成している。これらは断層に起因

する変形地形である。地下には西傾斜の逆断層が伏在するとされ、御料断層は十勝火砕流堆積物基底

付近に発生した層面すべりに起因するバックスラストであると考えられている。

遺跡近くの八線川沿いでは、ナマコ山の断面が観察できる採石場があり、十勝溶結凝灰岩とそれを

覆う東に傾いた礫岩層が観察できる。上部の礫岩層は古い時代の扇状地の礫層とされている。

富良野市は富良野盆地の南側に位置し、標高200m前後で、中央部には南から北に空知川が貫流して

いる。市街地は富良野盆地の南西端に位置し、付近では富良野川、ベベルイ川が空知川に流入する。

富良野市街地の東側から盆地の中央部は泥炭が厚く堆積し上富良野付近まで続く。

富良野の地名の由来はアイヌ語の「フラーヌイ」 （におう炎、臭いニオイのするところ）で十勝岳の

噴気にちなんだといわれる説と「フラヌ」「フーラヌイ」「フラヌイ」から転訓したものといわれ、 「フ

ラヌ」とは“赤色の溶岩や焼石が沢山あるところ”の意で、十勝岳附近の状況を称したものとの説が

ある。いずれも十勝岳にちなんだ地名（富良野市1967）である。

明治19年に富良野原野が殖民地として選定された。明治29年に殖民区画が設定され、明治30年に殖

民地の貸下げが開始された。

前年明治29年に札幌農学校（後の北海道大学）が南側一帯に第8農場（北海道帝国大学農学部付属

第8農場）を設置した。面積は約3,800hao第8農場は学田一区～五区と山部からなり、更に細分し、

小作人を募集して開墾にあたらせ、小作料は大学の財源となった。戦後、小作地の解放が行われたが、
やまく

「中五区｣、 「山部」などは昭和38年に全農地が解放された。

遺跡の位置する「中五区」の地名は、 ｜~学田五区」を「上五区」・「中五区」 ・ 「下五区」に分けた呼称
ぬのべ

である。ちなみに学田四区は現在の「布部」と変わり、他の学田一区～三区は現在も地名に残ってい

る。

中五区は空知川と南北に細長い変動地形の丘陵に挟まれた平地である。中五区1遺跡は丘陵からの

扇状地堆積物により礫の多い土壌で段丘縁辺に立地する。中五区2遺跡と中五区3遺跡は河川中流域

の堆積物からなる。特に中五区2遺跡は、空知川の本流の蛇行に伴い岸に接する流速が変わり堆積環

境が変化したことを示す礫層と粘土層が交互に堆積した様子がみてとれる。

中五区の自然環境は現在ほとんどが畑地となっている。既刊の『学田三区2遺跡・学田三区3遺跡』

「第V章」 （北埋調報270）で、河跡湖（三日月湖）出土の木片('4c年代測定結果1,180～1,170y.B
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1 地形・環境
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2周辺の遺跡

P. ) と同じ層位の「花粉分析」や「樹種同定」を行い古植生を明らかにした。それによると、擦文時

代以降の堆積で針葉樹花粉が増加し寒冷化に対応した現象としている。周囲の丘陵や山地には針葉樹

が混在した針広混交林が分布し、空知川の氾濫原はヤナギーハコヤナギ属、ハンノキ属、ニレ属、 ト

ネリコ属からなる河畔林で、 イネ科や単溝型胞子が主となる草本群落が分布していたと考えられてい

る。

2周辺の遺跡

富良野盆地中央、空知川から北の泥炭地帯を挟みその周囲にあたる、東の十勝岳山系と西の夕張山

系の山麓部の各所に湧水がみられ、多数の遺跡が立地する。特に盆地の東縁は十勝火砕流堆積物の堆

積と断層（図2-1)により帯状に湧水があり、遺跡が立地している。盆地の西縁は小河川などに張り

付いたものがみられる。盆地の中央から南側では、空知川の流域やそこに流れ込む小河川付近の微高

地等に立地する。断層により出来た段丘崖が地形に変化を与え、集落などの活動に都合の良かったた

めと推定される。現代とは異なり、活断層に伴う地震などの発生間隔の長い災害に関しては全く考慮

する必要が無かったものと考えられ、むしろ、変化のある地形を好んで生活範囲としたものと推定さ

れる。

盆地中央の泥炭地帯は、現代では水田・畑作の中心をなしているが、縄文人にとっては近づきにく

い湿地であったことが遺跡の分布から読み取れる。

旧石器時代の遺跡は、十勝火砕流堆積物による台地や波状の丘陵で「麓郷」など標高の高いところ

に遺跡が営まれている。縄文時代の遺跡は、盆地中央部の泥炭地帯を除き各所に所在が確認されてい

る。

擦文時代の遺跡は中富良野町と上富良野町に各1遺跡が確認されているのみで、富良野市でも極ま

れに遺物が採収されているだけである。空知川下流の芦別市では擦文時代のものは2遺跡である。こ

の地域における続縄文時代から擦文時代間の遺跡の確認は今後の課題である。

富良野市・中富良野町・上富良野町を含めた地域における各時期別に確認されている遺跡数は旧石

器で11遺跡、縄文時代は早期が16遺跡、前期は少な<5遺跡、中期は増え36遺跡、後期は16遺跡、晩

期は最も多く44遺跡ある。続縄文時代は14遺跡、擦文時代は少なく2遺跡、アイヌ文化期は1遺跡で

ある。

表採資料であるが鳥沼遺跡から擦文土器が、学田三区1遺跡から土師器が採集されている。

図幅内（図Ⅱ－2）では、時代が不明とされる遺跡や縄文とだけ認定される遺跡が多い。これらの遺

跡以外で時期の判るものについてふれる◎
ずなしがわ

縄文前期は無頭川遺跡や学田三区1遺跡があり、中期は無頭川遺跡・扇瀬公園遺跡・学田三区1遺

跡、後期は無頭川遺跡・中五区l遺跡・中五区2遺跡・春日町遺跡・中五区3遺跡、晩期は無頭川遺

跡・中五区1遺跡・中五区2遺跡・南扇山遺跡・春日町遺跡・中五区3遺跡、続縄文時代は緑町遺跡・

西扇山遺跡で確認されている。無頭川遺跡は長期にわたり営まれていたことがわかる。

富良野市街地を流れる小河川の無頭川流域で、水源地の扇瀬公園遺跡に端を発し、春日町遺跡・栄

町遺跡・本町遺跡・無頭川遺跡が立地する。本流の空知川では右岸に西扇山遺跡・緑町遺跡・弥生町

遺跡、左岸には中五区3遺跡・中五区2遺跡・中五区1遺跡・北の峰遺跡・学田三区1遺跡などが立

地する｡ (谷島）
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2周辺の遺跡
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Ⅲ中五区1遺跡の調査

Ⅲ中五区1遺跡の調査

中五区l遺跡は、 「天満宮」の参道脇とそこに隣接する段丘崖が調査範囲であるが、調査面積は97㎡

と小面積である。近接した参道の移設に伴い鳥居の移設が行われ、その工事立会が富良野市教育委員

会により行われている。この結果は「附編」に掲載している。

地形は4段以上の段丘面がみられ、下から現在市道となっている面、調査範囲の含まれる参道下面、

「天満宮」のある参道上面、 さらに上に現在は食品加工工場が建ち若干地形の改変されているが、そ

れ以前の畑地や墓地で段丘面が認められる。背後は御料断層など富良野盆地西縁付近の活断層に起因

する変動地形で、 'l'扇数百mの高まりが南北に長く伸びる丘陵である。

遺跡の北を西から東に流れる「四線川」は後背の北のI峰から流れ出し、断層による丘陵を開析し、

空知川方向に扇状地を張り出して形成し、空知川に流れ込む。

調査の行われた下から2段目の段丘面では、縄文時代晩期が主体であるが、

一段高い『天満宮』のある3段目の段丘および段丘崖の下付近では、縄文時

代中期・晩期の遺物が出土する。

調査では土坑1基が検出され、包含層は晩期が主体で土器83点、石器3,946

点が得られている。

包含層は拳大から人頭大の亜円礫が多数含まれ、その間に木の根が絡まる

状態の中から遺物が出土している。

土層は段丘面が厚さ60～80cm、斜面が30～40cmである。上から

I層：表土

③
5 6４

１
１
『
Ｉ

B

州
C

廷廻」
P-1

0 5m
ー一

，

図Ⅲ－1 中五区1遺跡の遺構分布
Ⅱ層：礫混じりの黒色土（包含層）

Ⅲ層：礫層から成っている。

1 遺構

（1）士坑
P-1 (図Ⅲ－2、図版2-5 ･ 6，20-1，24-1)

位置:D4区

規模:0.60/(0.28)/0.24m

平面形：東側半分は掘り下げたが、円形と推定される。

確認・調査：調査範囲境界近くを精査中に、土層断面のⅡ層中に大型礫が無く土器のまとまって出土

する部分を検出した。掘り込み面はI層で切られ確認できないが、 Ⅱ層中と推定される。

東側半分は既に掘り下げた後であったが、西側半分の覆土から土器片が重なり出土した。

土坑の断面形はボール状を呈し、深さ24cmでⅡ層中に止まる。出土遺物は前出の土器1個体の他、

Ⅳ群c類の土器片や小礫が出土している。

小礫は周囲のⅡ層に含まれるものと同じで、大型礫を抜いた後の残りである。

遺物は土器片がややまとまって出土したが、石器は無く、黒曜石フレイクが出土している。これら

のフレイクは本来包含層のものであろう。覆土からは後期末～晩期初頭の土器片が多く出土している。

後期末～晩期初頭の土器はこの土坑周囲でのみ出土した。

掲載遺物: 1の胎土は砂粒が少なく、厚さの薄い、無紋の土器で底部は揚げ底である。上部残存径(12.0

cm)、底径(7.3cm)、高さ3.9cmで、輪積み部分で破損している。2～5はIO突瘤文の施された土器で

"



2包含層の遺物

3を除き口縁部片。 5は突瘤文の下に爪形文が施されている。これらはLRの斜行縄文が施文されてい

る。 6はLR施文の胴部片。 7は底部片で揚げ底の無紋である。これらは縄文時代後期末葉～晩期初頭

の土器である。

時期：出土した土器から判断すると縄文時代後期末～晩期初頭と考えられる。 （谷島）

2包含層の遺物

（1）土器（図Ⅲ-3、図版24-2）
土器は951点得られた。縄文時代中期の土器が5点。これらは胴部破片であり、厚さと胎土および施

文から分類したが時期の詳細までは決定できない。後期末～晩期初頭の土器は7点出土し、中期と共

に土坑の周囲でのみ出土した。主体は晩期で939点出土した。ほとんどが中葉と考えられる。

Ⅲ群土器（図Ⅲ－3－1）

1はの胴部片。胎土は砂粒が少なく、LRが施文されている。内面はやや凹凸がある。

後期末～晩期初頭の土器（図Ⅲ－3－2～5）

2～5は10の突瘤文の施された土器で、 2は口唇部に斜め左方向に大きな刻みが施されLRが施文

されている。3は内屈した口縁部片で小さな突起を口唇部にもつ。LRが施文されている。4は焼成の

良い口縁部片で、口唇部が欠如しRLが施文されている。 5は無紋の口縁部片。

6は後期末～晩期初頭の土器で爪形の施されたもの。胎土に砂粒が少なく焼成が良い。口唇部の形

態は欠如し不明である。爪形文は器面に小さな盛り上がりがある。地文にLRが施文されている。

V群土器（図Ⅲ－3－7～35）

7～10は縄線文の施された口縁部片。 7は砂粒の多い胎土に1本の横環する縄線文と下に横位の繋

がらない縄線文がみられるもの｡ 8は2本の横環する縄線文と口唇部から下がる縦の縄の圧痕が施さ

れたものである｡ 9は3本の横環する縄線文と口唇部から下がる縦1本の沈線が施されたもので、口

唇部は欠如する。 10は2本の縄線文と1本の沈線が横環しその下に丸い刺突が並行するもの。mJが施

文されている。11は横2列に竹管状工具による刺突の施されたもので、LRが施文されている。12～18

は横走沈線の施されたもの。12は胎土に大粒の砂粒がみられ、沈線の間に半裁竹管状工具による下方

からの刺突がみられる。 13は胎土に砂粒が少なく、口唇部が切り出しナイフ状で、横走沈線列と縦に

1本の沈線とその両側に半裁竹管状工具による下方からの刺突列がみられる。 14～16は胎土に砂粒が

多く、細く鋭い横走沈線に縦と斜めの沈線が施されたもの。17･ 18は胎土に砂粒が多く、横の縄線文

が6列施され下に鋸歯状の沈線がみられる。19は胎土に砂粒が多く、口縁部表面に鋸歯状の沈線と内

面に横の縄線文が施される。20は胎土に砂粒が多く、縦位の細く深い沈線が施されたもの。22．23は

内屈した口縁部片で口唇部が切り出しナイフ状である。22は胎土に砂粒が少なく、LRが、23には胎土

に細かな砂粒が多く、RLが施文されている。21 ．24～28は胴部片で21は胎土に砂粒が少なく、RL

が施され、 26．27はLRが施文、24･25･28はLRが羽状に施文されている。27には器面に横線状の輪

積痕がみられる。

29～35は底部。29は底部の平らなものでRLが施文されている。30･31は揚げ底で角がやや張り出し

ている、無文のもの。32は底面に沈線が施されている｡33は底面が欠如したLRの施文されたもの。34･

35は底に丸みを持ち不安定なものでRLが施文されている。35は底面部に竹管状工具による円形の刺突

30



Ⅲ中五区1遺跡の調査

が施されている。

（2）石器（図Ⅲ－4～6、図版24-1 ･ 2，25-1)

石器類は包含層から3,946点出土した。内訳は石錐99点、石倣未成品1点、石槍4点、石錐5点、つ

まみ付きナイフ13点、スクレイパー49点、両面調整石器1点、石斧1点、石斧片2点、Uフレイク25

点、Rフレイク1点、フレイク3,573点、礫60点、礫片75点、棒状原石2点、異形石器2点である。ほ

とんどが段丘上の平坦面からの出土である。

1～37は石錐で、黒曜石を素材としている。 1～8は三角形を呈するもので、 1～3は平基、 4～

8は凹基のもの。

9～35は有茎のもので、 9～20は有茎凸基、21～31は有茎平基、32～35は有茎凹基のもの。14･ 15

は焼けている。

36は尖頭部と基部が欠損している。

37～39は石槍またはナイフで黒曜石を素材としている。37は上半のみで形態不明。38は無茎の基部

が残存する。39は上下が折損し、下部の片側も茎部状に剥離破損している。

40～43は石錐で黒曜石を素材としている。40．42は棒状に調整されている｡41 ･43は剥片の一端に

機能部を作出している。

44～53はつまみ付きナイフで黒曜石を素材としている。44～51は縦長のもの｡52･53は幅の広いも

の。
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2包含層の遺物
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2包含層の遺物
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Ⅲ中五区l遺跡の調査
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2包含層の遺物

54～73はスクレイパー。58はガラス質安山岩、62は頁岩、64は珪岩を素材とし、他は黒曜石である。

54は上半が欠損している｡56～58は逆三角形を呈するもの。59～64は両辺を使用したもの。65は厚

みのある剥片の方側辺に刃部調整が行われたもの。66～71は'li房のあるもの。71は丸く成形されている。

72は無い湾する刃部調整が行われている｡73は両辺に刃部調整が行われたものいで、片側は両面に調

整が施されている。60．72は礫表皮を残している｡65･68は角礫表皮を残している。

74．75は石斧。74は泥岩を素材とし、小形のもので、打ち欠いた後、研磨成形している。刃部は片

刃である。75は片岩を素材をし、下半が残存するもので、全体に薄く成形されている。

石製品（図Ⅲ－6、図版26-1)

76．77は異形石器で黒曜石を素材としている。両辺にノッチが付けられたもの。 (谷島）
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Ⅳ中五区2遺跡の調査

Ⅳ中五区2遺跡の調査

中五区2遺跡は、空知川左岸の低位河岸段丘に立地し、川の蛇行で侵食された後に堆積したところ

であり、流速の変化により、粘土から一抱えもある礫の堆積まで帯状に南東から北西方向に堆積して

いる。粘土質の堆積の上では、縄文時代晩期にここで火を焚き焼土を遣している。その後、川原の緩

やかな流路となっていたところは幅5～10m程の溝となり、冠水が繰り返され上流から遺物が流され

ていたことが判明した。

明治30年以降の開拓期に耕作され、近年、調査範囲の南半に客土された部分もみられた。

調査から土坑1基、焼土8カ所、礫集中2カ所、炭化物集中1カ所が検出された。ほとんどの遺物

は縄文時代晩期のものである。

l 遺構

（1）士坑
P-1 (図Ⅳ－2、図版5-5 ･ 6)

位置:M13区

規模：0.95×0.85/0.60×0.38/0.61m

平面形：不整円形

確認・調査：表土除去後のⅣ層を調査中に黒色土の堆積を確認した。掘り込み而はⅣ層上面で覆土は

自然堆積であると考えられる。深さは70cmを測り、坑底はⅥ層の礫層に達している。

壁面は坑底からほぼ垂直に立ち上がるが、中位からは坑口に向かって外傾する。

時期：周辺から出土する土器や検出層位等から判断すると縄文時代晩期と考えられる｡ (笠原）

（2）焼土

F－1 ． F-2 (図Ⅳ－2 ･ 3、図版6-1～3，26-2， 27-1)

位置:K13～15区

規模: 10.10/1.5/0.0.25m

平面形：細長い不整形

確認・調査:K14区とK15区の間にトレンチを設定したところ、Ⅲ層上面から10cm程下に焼土が確認

された。F－1は焼土下の層界が漸移することから、ここで火が焚かれたと推定される。F－2は焼土
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図Ⅳ－1 中五区2遺跡の遺構分布
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1 遺構

下の層界が明瞭なことから、炭化物と焼土粒は移動したと推定される。

このK13～15区付近は南東から北西に遺物の出土量が多く、土層断面で確かめたところU字形の流

路跡に堆積した粘質土に遺物が含まれていることが判明し、上流からの再堆積したものと考えられる。

この溝にF－2が形成され、その後、雨などの弱い水流により、焼土粒や炭化物が下流にあたる北西側

に流されF－1が再堆積し、 S－2を覆い、下流側にC－lが再堆積したと推定される。

掲載遺物: F-1 1 ･ 2はV群土器で、 1は口縁部片だが口唇より約5n皿下から剥離部分。 2は底の

破片で内面はやや凹凸がある。

3～5はたたき石。3 ． 4は扁平な礫の周囲にたたき痕がみられるもの。 5は角にたたき痕がみら

れる。 6はくぼみ石。円礫の両面に凹がみられ上下両端をたたいている。7は加工痕礫で、打ち欠き

がみられる。

F-2 1は縄文時代後期末～晩期初頭の土器で、爪型文が施されている。 2～13はV群土器o 2は並

行して横環する縄線文を施されたもの。 3は4列の横からの刺突列と下に並行する横走沈線が施され

たもので、LRを地文とする。 4～7は波状の屈曲する沈線が施されたもの。7は口唇部に鋸歯状の刻

みがみられる。8は横位に張り出しのみられる無文の胴部片。 9～13はLRを地文とする胴部片。

14･ 15は黒曜石を用いたUフレイク。

時期: F-1の炭化物の14C年代測定結果(170±30yl-BP、 1669～1947calAD)から近世以降と考えられ

る。出土層位が河川堆積後の再堆積と考えられることから妥当な年代測定結果である。 （谷島）

F－3～8の調査（図Ⅳ－3～5，図版）

111区のⅢ層の調査中に北側の調査範囲外に延びる炭化物・炭化材・焼土粒を確認した。 トレンチ

調査を実施して、下位に焼土を確認し、これをF－3と呼称した。焼土がⅣ層と考えられる黄褐色土か

ら検出され、更に広がることが予想されたため、 I11区全体を掘り下げるとともに、北海道教育委員

会文化・スポーツ課及び旭川開発建設部富良野道路事務所に「中五区2遺跡の範囲が北側に広がる可

能性がある」ことを報告。道教委から「範囲確認のためのトレンチ調査を実施し、結果を報告するよ

うに」との指示を受け、 トレンチ調査を実施した。その結果、遺物・焼土が当初計画範囲外に拡大す

ることがわかり、協議の結果、 9 ． 10ラインの一部を追加して調査を実施した。

110区からF－7， 111～12区からF－3～6が、やや離れたJ10･ 11区からF－8が検出された。

112区付近から北東側に緩やかに傾斜する地形が認められ、多量の遺物と炭化物を含む暗褐色土と

黄褐色土とが互層に堆積した層（Ⅲe層）の落ち込みを確認した（図1－8参照)。F－3～7は、Ⅲe

層の下位のⅢb層（Ⅲ層黒色土2） とⅢg層（Ⅲ層黄褐色土2） と流路跡と考えられる礫・砂礫

混じりのⅢh層上面で検出された。F－8はⅡ層中から検出された。

各焼土の特徴は以下の通りである｡ (熊谷）

F-3 (図Ⅳ－3、図版6－4 ･ 5)

位置: 110･ 11区

規模：0.94×0~62×0.05m

平面形：不整楕円形

確認・調査：Ⅲ層下部（7 ． 9層）

焼骨片や炭化物が混じることから、

等が確認されている。

の調査中に炭化物・炭化材・焼土粒のまとまりを検出。焼土には

うローテーションを実施した。その結果、焼けたシカの四肢骨片

詔



Ⅳ中五区2遺跡の調査

遺物はV群土器1点、黒曜石製のフレイク16点、礫2点、計19点出土した。

時期：焼土中からV群土器が出土、周辺がV群土器の集中範囲であることからV群土器の時期と考え

られる。

焼土中から検出した炭化材を用い'4C年代測定を実施した。その結果、2910±30yrBP、 1188～1042cal

BCとの測定結果を得た。その測定値は縄文時代晩期前半の頃に相当し、周辺の土器の時期に符合し、

関連が想定される。 （熊谷）

F-4 (図Ⅳ－3、図版6－6，26-2)

位置: 111区

規模：0.98×0.82×0.05m

平面形：不整楕円形

確認・調査: 111区のⅢ層下部(7 ･ 9層）の調査中に焼骨片や炭化したクルミの堅果が混じる焼土

を検出した。焼土については、フローテーシヨンを実施し、鳥類の骨片・シカの四肢骨片・サケの歯・

椎骨などの焼骨片が確認された。

遺物はV群土器8点、黒曜石・ガラス質安山岩製のフレイク6点、礫1点、計15点出土した。

掲載遺物: 1～4はV群土器。 1は並行沈線が施された口縁部片。2は無文の口縁部片。 3はLRの地

文、 4は無文の胴部片。

時期：焼土中からV群土器が出土、周辺がV群土器の集中範囲であることから縄文時代晩期のV群土

器の時期と考えられる。

焼土中から検出した炭化材を用い年代測定を実施した。その結果、2850±30yrBP、 1048～941calBC

との測定結果を得た。その測定値は縄文時代晩期前半の頃に相当し、周辺の土器の時期に符合し、関

連が想定される。 （熊谷）

F-5 (図Ⅳ－4、図版6－7，26-2)

位置: 111区

規模: 1.10×0.62×0.04m

平面形：不整形

確認・調査: 111区のⅡ層下部(7 ･ 9層）の調査中に検出した。焼土上面・周辺から多くの遺物が

出土している。西側50cmほど離れたほぼ同一面からV群土器1個体力噸倒しの状態で出土し、本焼土

に伴うものと判断した。この土器は復原され図Ⅳ-11-121で図示している。

焼土には、多量の炭化物と少量の焼骨を含むことから、フローテーションを実施した。その結果、

少量の焼骨片が得られ、サケの椎骨などが確認されている。特定できた試料は魚類のみで、獣骨片が

確認されている他の焼土とはやや異なった傾向が得られている。

遺物はV群土器175点、黒曜石製・ガラス質安山岩製のフレイク16点、礫2点、計193点出土した。

掲載遺物： 1～4はV群土器。 lは横走する並行沈線と口唇に竹管状工具による刻みが加えられた口

縁部片。2はLRを地文とする口縁部片。 3 ･ 4は底部片である。

時期：焼土中からV群土器が出土、隣接してV群土器が出土していることから縄文時代晩期のV群土

器の時期と考えられる。 （熊谷）
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l 遣織

F-6 (図Ⅳ－4、図版7-1)

位置: Ill区

規模：0.70×0.45×0.05m

平面形：不整楕円形

確認・調査: 111区のⅡ層下部(7層）の調査中に、一部、鉄塔基礎部分にもぐりこんだ状態で検出

した。焼土群の中では一番高い地点から検出された。

焼土には少量の炭化物が混じる。焼土についてフローテーションを実施した。その結果、少量の焼

骨片が得られたが、同定できたものはない。

遺物はV群土器1点、黒曜石製のフレイク1点、安山岩製の礫2点、計4点出土した。

時期：焼土中からV群土器が1点出土、周辺がV群土器の集中範囲であることからV群土器の時期と

考えられる。 （熊谷）

F-7 (図Ⅳ－4、図版7-2)

位置: 110区

規模：0.70×0.33×0.06m

平面形：不整形

確認・調査: I10区のⅡ層下部(7 ･ 9層）の調査中に検出した。焼土群の中では一番低い地点から

検出された。

遺物はV群土器1点、フレイク4点、礫2点、礫片2点、計10点出土した。

時期：焼土中からV群土器1点が出土していることからV群土器の時期と考えられる。 （熊谷）

F-8 (図Ⅳ－5、図版7-3)

位置: J10･ 11区

規模：3.20×0.90×0.06m

平面形：不整形

確認・調査: J10･ 11区のⅡ層上部の調査中に焼土を検出した。F－3～7と異なり、 Ⅱ層の中位ほど

から検出された。

焼土には多量の炭化物を含む。

遺物はV群土器1点、フレイク4点、礫2点、礫片2点、計10点出土した。

時期：焼土中からV群土器1点が出土していることからV群土器の時期と考えられる。 （熊谷）

（3）礫集中

s-1 (図Ⅳ－5、図版5-1， 27-1)

位置:M13区

規模：0.34×0.27/-m

確認・調査：表土除去後のⅣ層上位で礫のまとまりを検出した。最大径が約15cm前後の礫の集合で、

このうちの1点は焼成によって破砕していると考えられる。礫の周囲には炭化物の分布が認められた。

礫の被熱には周囲の炭化物が関係している可能性がある。

掲載遺物: 1は両面に凹のある台石。

時期：周辺から出土する土器や検出層位等から判断するとV群土器の時期と考えられる。 （笠原）
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Ⅳ中五区2遺跡の調査
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Ⅳ中五区2遺跡の調査
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の 1急
図Ⅳ－6 C-1

S-2 (図Ⅳ－5、図版5-8)

位置:K･ L13区

規模：0.25/0.23/-m

平面形：円形

確認・調査：焼土F－1を除去後のⅢ層中位で、礫のまとまりを検出した。確認・調査：焼土F－1を除去後のⅢ層中位で、礫のまとまりを検出した。拳大程の礫が円形に折り重

なって出土している。上部に焼土粒や炭化物が被っていたのは「F-1 ･F-2」で触れたように雨水

などの僅かな流水が係わったものと推定される。焼土とはほぼ同時のものと思われ、焼土とのセット

で考える必要がある。

時期:F-1 ･F-2と同時のものと考えられ出土層位やF－1の炭化物の'4Cの年代測定結果(170±30

yrBP、 1669～1947calAD)から近世以降と考えられる。 （谷島）

（4）炭化物集中

C-1 (図Ⅳ－6)

位置: L12区

規模: 3.2/0.50/-m

平面形：細長い不整形

確認・調査：Ⅲ層を掘り下げ焼土F-1 ･F-2と同じ層を精査し、炭化物のまとまりを検出した。形

態は南東から北西方向に長い。前記、焼土の下流側であることから焼土の炭化物が流されたものと推

定される。遺物は出土していない

時期：焼土F－1 °F－2と同じものと判断すると出土層位やF－lの炭化物の'4C年代測定結果(170zt

30yrBP， 1669～1947calAD)から近世以降と考えられる。 （谷島）
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2包含層の迩物

2包含層の遺物

（1）土器（図Ⅳ-7～13、図版）
土器は13,501点得られた。縄文時代後期末～晩期初頭の土器は3点出土した。主体はV群で13,498

点出土した。ほとんどが晩期中葉である。

後期末～晩期初頭の土器（図Ⅳ－7－1～18、図版21-1，28-1)

l～3はIOの突瘤文の施された土器で、胎土に砂粒が少なく、口唇部は斜め後方に角形に造られ、

RLが施文されている。 1 ･ 2の内面は横ナデ調整されている。 2の口縁部は内屈する。 3の口唇部は

縄の圧痕が施され、器面にLRが施文されている。

4～18は爪形を施されたもの。4は高さ(27.0cm)、口径(28.0cm)、底径(9.0cm)、口縁部に横2

列の爪形文が施された無文土器。4～7 ． 9～11は横2列の爪型文、 5 ． 8は内屈した口縁部片。 5

は無紋で狭られた爪形の間に細い爪の圧痕がみられる。 9の口唇部にLRが施文されている8 ． 12～15･

17･ 18は横3列の爪型文の施されたもの。10･ 11 ･ 13～18は爪の挟りによる盛上りのみられないもの。

13は補修孔が開けられている。16～18は横列の爪型文の間に横走沈線がみられる。18は内屈した胴部

片。 6 ･ 9 ･ 10･ 14･ 17･ 18はLRが施文され、 13･ 15はRLが施文されている｡ 4 ･ 5 ･ 7 ･ 8 ･ 11 ･

12･ 16は無文。

V群土器（図Ⅳ－7－19～175、図版-20-2～5， 21-2～4，22-1 ･ 2，28～34-1)

19～30は口縁部に刺突が施されたもの。19は高さ(21.0cm)、口径(32,0cm)、口縁部に横3列の竹

管状工具による押引き刺突が施されている。同様に、20．21は横に3列、22～25は横に2列のもので、

22がRL、 24が無文、他はLRが施文されている。21の下列位置に補修孔が穿たれている。26は下方か

らの刺突と、口唇部に棒状工具による圧痕が施されている。27は浅鉢で、竹管状工具による2列の横

からの刺突列が波状に施されLRを地文としている。28～30は竹管状工具を器面に直行するように28･

29は3列、 30は1列施し、29は無文、他の2点はLRを地文とする。

31～40は細線文の施されたもの。31は高さ43.5cm、口径40.0cm、底径13.5cln、口縁部に5本の横環

する縄線文が施され、LRを地文とする。上半部に赤色顔料が塗られた痕跡が認められる。32～36は3

本の横環する縄線文が施されたものである｡36は口唇部に竹管状工具による刻みが施されている。

37．38は横環する縄線文の施された胴部破片｡39･40は6本と4本の縄線文が波状に並行するもの。

34．35を除きLRを地文とする。

41～106は沈線の施されたもの。41～65は横走沈線の施されたもの。41は先の尖った工具で細い横走

沈線が並行して施された無文のもの。54～60は口唇部に竹管状工具による刻みが施されている。61～

63は口唇部の一部を小突起状にして刻みを施している。42．45．46．49．51 ．53．54．56．57．59～

61 ．63．64はLR、44･48はRL、48は羽状に施文されている。43･47･50･52･55･58･62は無文の

口縁部片。64は胴部片で沈線下から内屈する。

66～70は横走沈線を跨いで斜めに、 71～77は丸や①状の文様が横走沈線上に描かれたもの。76．77

は口唇部に竹管状工具による刻みが施されている。73はRLを地文とし、74･75は不明、他はLRを地

文としている。

78～93． 100～105は波状の並行する沈線が施されたもの。83の口唇部の一部に波状の刻みがみられ、

92は一部に、93は全体に竹管状工具による刻みが施されている。78．92はRL、他はLRを地文として

'6



Ⅳ中五区2遺跡の調査

いる。100は鉢形で高さ14.8cm、口径(18.0cm)、底径(12.0cm)、 101～105は浅鉢である。 101は高さ

7.3cm、口径(14.0cm)、底径5.5cmである。

94～99は並行する波状の沈線間に下方から短い縦の沈線の施されたもの。98．99は口唇部に竹管状

工具による刻みが施されている。すべてLRを地文としている。

106は高さ6.0cm、口径(20.0cm)、底径(12.0cm)で浅鉢である。器面に並行する波状の沈線を組み

合わせた文様が施されたもの。

73～113の曲線状沈線が施されたものは晩期後半に位置づけられる可能性もある。

107～116は並行する沈線に刺突の施されたもの◎108は竹管状工具を器面に直行するように施してい

る。 111は口唇部に波状の刻みがみられ、 112･ 113は竹管状工具による刻みが施されている。114は口

唇部の一部を小突起状にして刻みを施している。115 ･ 116は波状口縁の破片である。

107･ 111はRL， 114は無文、他はLRを地文としている。

117～140は縄文の施文されたもの｡ 121は高さ(34.5cm)、口径(31.0cm)である。127～132･ 134は

口唇部に竹管状工具による刻みが施され、 132の口唇部は波状に刻まれ－部大きく押し潰されている。

134の口縁部は内外方向の波状に成形させ、その口唇部に波状の刻みが施されている。133は口唇部に

楕円形の押し潰しと外側からの穿孔が成されている。117～134はLR、 135･ 136･ 139･ 140はRLを地

文としている。 124は縄端も同時に施文されている。

137は鉢形で高さ12.5cIn、口径(15.0cm)、底径(7.8cm)で器面は無文、底面にLRが施文されてい

る。 138は浅鉢で高さ&6.8cm)、口径(22.0cnl)、底径(8.0cn')、LRを施文されている。

146～151は無文のもの。 146は小形の舟形土器。高さ3.2cm、口縁部の長径(10.3cm)、短径6.5cm、

底部の長径2.5cm、短径1.0cm、手捻りで長径の一方に2カ所穿孔されている。底面は輪状に凹凸が見

られる。143～144は口唇部に竹管状工具による刻みが施され、 144はさらに一カ所大きく押し潰されて

いる。147． 148は口唇部の一部を小突起状にして刻みを施している。 150･ 151の口縁部は内外方向の

波状に成形させている。

152～175は底部。底径は152は高さ (7.6cm)、底径(11.0cm)、高さ(11.6cm)、底径(9"0cm)、 153

は高さ (7.6cm)、底径(11.0cm)、 154は高さ (11．9cm)、底径(11.5cm)、 155は高さ(12.7cm)、底径

(8.9cm)、で、LRが施文されている。 168はRL、 159･ 161･ 165～167･169～175はLRが施文されて

いる。 174． 175は舟形の底部片である。

±製品（図Ⅳ-13-176 ･ 177、図版-33-1)

176･ 177は焼成粘土塊。胎土に砂粒は少ない。

（2）石器（図Ⅲ-11、図版17-2）

石器は6,763点出土し、内訳は石雛58点、石鍼未成品3点、石錐11点、スクレイパー23点、両面調整

石器1点、石斧3点、石斧片12点、すり石1点、たたき石25点、凹石4点、石錘2点、石皿2点、台

石1点、石核9点、Uフレイク18点、Rフレイク4点、 くさび形石器2点、フレイク5,505点、加工痕

礫1点、原石3点、礫722点、礫片286点である。

1～37は石雛。形態で分けると、 1は柳形、 2は菱形を呈するもの。 3～37は有茎凸基のもの｡ l7

は尖頭部破損。20は茎部の幅が広く五角形に近いもの。27は摩滅が進み綾が明瞭ではない。28～37は

長さに比べ幅の狭いもの。36は返しが張り出している｡ 1 ･ 16･27．35は白色の頁岩を素材とし、他

は黒曜石である。
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2 包含層の遺物

38は石雛未成品で、左側の調整のみ行ったものである。黒曜石を用いている。

39～47は石錐｡40は石錐からの転用と考えられ、尖頭部に当たる部分の両辺に摩滅がみられる。39･

41～46は剥片の周囲に調整がみられる。42～44は厚みのある逆三角形のもの。45は両端に機能部が作

出されている。47は剥片の一端に機能部がみられる。

48～57はスクレイパー。48は両側片と下端に刃部調整がみられ、頁岩を素材としている。49．51 ．

52は両側辺に刃部がみられ、50は下辺に刃部調整がみられる。49．51．52．54は円礫の原石面を残し

ている。53の下面と56の正面左半は原石面を残している。53．56．57はガラス質安山岩、他は黒曜石

を用いている。

58は石核。黒曜石を素材としている。

59～61は石斧。59は小形のものでペッキングにより上半は成形され下半から刃部は研磨による。61

は大形の棒状の石斧で、ペッキングにより成形されている。刃部は片刃である。60は打ち欠きにより

成形された石斧の基部。

62はすり石で、円礫を使用している。

63～70はたたき石。たたき痕がみられる。63．67は上部と下部に、64は両辺に、65．66は半周に、

68～70は扁平礫の一端にたたき痕がみられる。

71～77はくぼみ石。71～75は礫の面になった所に凹がみられ、端部にたたき痕がみられる。74の下

辺は打ち欠きがみられる。76．77は扁平礫の両面に凹のみられるもの。

78～80は石錘。扁平な礫を用い打ち欠きがみられるもの。

81 ･82は台石｡81は両面にたたき痕がみられ、82は片面を使用している。 (谷島）
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2包含層の遺物

図Ⅳ－8包含層出土の土器(2）
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Ⅳ中五区2遺跡の調査
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57



2包含層の遺物

~~

侭
Ⅲ
、
ｆ
が

１
‐
ｉ

Fl

y
一‘

§
II

I

漁
か
瞳

65

孔

1

64

66

鍾
録

瀞 繰痢
ju

＜

』
ノ

ｊ

ノ

ノ

〃

訊
蒋
槻
鞍
：

へ

い

い

ｖ

卜

ロ

〆

熱 PJ瓢

4－い

67

~~､一、

L≦

些一 1 I

ロ

『

』

●

〆

ｖ

具 簡暁

‘電豊雪竺二一
凡

94雨6

窪鑿謬
鑑

68

霧

n
A.＆

70

一

パー1一一A

0 10cm
二 上■ ■ ■ 且 上 ローーー

図Ⅳ－16包含層出土の石器(3）

58



Ⅳ中五区2遺跡の調査

多っ曇錫蘓霧 ､
4
一

謎
哩
溌

鐸
＃

＞

謬 1ミミ塗 ､薄き堂グ
、

＝

71

イ

､=K 、

72

蔭づ
9

凸

1 繍
撫

＞

Ⅵ
Ⅵ
Ⅲ
Ⅲ
、
１
二壁

＜
客

74

U

赫溌厳緋

鶏。、
（

ノ
。

／

〃
b“

‘″ フ

ー

、

.,壹踊堀g碓褒7詫奄､,､金
、＝くA－l－A

75

I

1 1 I

I
jf、5

患｡’

鐘
一￥

録

哩瀞

霧
~

鰯(、6
3

〆口討

鍵 〈

蕊
fG
Kq
q

池口巴

77

ここ
0 10cm

図Ⅳ－17包含層出土の石器(4）

59



2包含層の遺物

2諺
裂豊、

， ． γ夫‘釦，の

． ･ ･･0．J、」

、 ＆〕 《ミ 、j少 ．
、

畦

｡。

畠
〔

汀

才7
~

：：
椀

一
／

8079

ここ
行

、

、

■

。

》

匙

〃

″

グ

ロ

、

牛

声

〆

､、一

弧
ーｿ

鵠診鵠診
〆
－
孔 』 ／

ノ
嘘
隷
畔
軸
．
い
、

１
１

ー

、
１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｊ

Ｉ

過

趣 ／

ベ鋪， ノ

／

/〆

#延

封

ソ

″
グジ／

I

／
、

ノ

１

沁
池
甥
・
唖
對

蕊
坤
鯲

ノ

／、
／

」

）

~~

､～~ ‐ 三-一二デーアーデ字~ 82

0 10cm
！

図Ⅳ－18包含層出土の石器(5）

“



ヰ
e
・

髄

9
0

1

IF I
'’

’1
咽 ’ １

b

洞
４
２ １

期 Ｉ
錘 Ｉ

叩

ヤ
0

▼
3

▼
1

■
1

■
1

■
1

■
1

*
0

1
－
－

３ １

■ ▼

２ １

■ ▼
2

■
1

■
1

下
■
’

■
1

■
1

■
1

▼
1

▼
1

~

▼
1

■
ト

M

瓦
■
3 N ⑥

３１

■
I

縄
文
時
代
後
期
末
～
晩
期
初
頭
の
土
器
3
点
一
歌

■
ス
ク
レ
イ
パ
ー

23
点

○
一

★
両
面
謂
整
石
器

▼
石
核

点 点

１ ９

e
f
I
T
#
i
鋼
,
i
"
i
,
｡
i"
i"
｡i
"i

5
2

2
4

1
9
3

⑩
7

1
“

3
0

罰
1
8
9

5
7

1
9
3

2
5
7

7
4
7

6
7
6

３ － 旙

“
1

1
6

藤

2
6
5

郷 一 ｍ

1
9
5
2

1
0
7

6
7

1
3
世

3
8

3
１

4
９ １ － ‐ ‐ ｌ ｌ ｌ 十 ‐ ‐ １ １ 主

9
3
8

舟
7

8
4
5

3
15
，
1

3
9
2

2
4
6

6
3

2

e:
i十
伝
fi

l,
i

i
i

i
o,

▲
1

オ
型

3
6
6

1
6
7

1
2

託
0

4
3
0

ど '
1

妬
２

1

▲
I

▲
2

|川
｜ ｣ ’

1
1
5

2
9
1

2
配

3
8
4

３ １

▲ ■

▲
4

★
1

○
4

◆
1

凹
９ １~

|
，
|”
|

’
｜

，
｜

｜
』

’

。
》

記
7

3
」

4
1
0

２
3
3
5

５
0
1

▲
4

▲
1

9
１ ２

０ ▲
一

V
群
土
器

1
3
.
4
9
8
点

0
1
0
3

▲
1

▲
I

0
－

(
表
採
・
排
土
1
0
7
点
を
含
む
）

３ ２

１ ２

０ ▲
0
5

0
1

0
2

▲
Z

◆
1

▲
1

加
叩 I

e
L
－
－
－
野
｡

●
1

の
1

●
2

○
石
斧

23
点

。
－

●
1

●
3

●
1

◆
1

q
D
1

●
1

●
1

石

石 き

り た 皿 右

す た 石 台

■ ▲ ◆ ★

1
点

2
7
点

2
点

1
点

ご 丑 聞 図 函 障 雪 ｓ 窒 鰯

４ ２

● ◆
●
6

●
1

●
1

●
1

● ８ ０ ◆ Ⅱ １ １ １ ０ Ⅱ Ⅱ １ 牛 １ １ １ １ １ １ １ １

３ １

● ◆
●
3

●
1

●
2

◆
1

６ ３

● ◆

５ ３

● ◆
●
1

●
2

●
1

●
1

四

●
2
e
2

ー
一

●
右
蹴

56
点
（
表
採
．
排
土
2点
を
含
む
）

臼
◆
石
錐

11
点

図
Ⅳ
－
1
9
包
含
層
の
遣
物
分
布
（
1

）



1
3

1
6

1
9

叩
叩

9
0

叩
調

”
2
4

〃

e
園

四 画 叫 詞 ｓ 曄 書

１ ２

▲ ●
●
1

●
1

●
1

●
2

４ ４

▲ ●
●
2

▲
1

●
1

●
1

咽

▲
2

●
1
0

１ １

▲ ●
●
2

●
1

●
2

●
1

２ １

▲ ●

１ ２

▲ ●
▲
2

○
1

▲
1

●
2

▲
2

、
1

●
1

●
1

●
2

●
1

▲
1

●
3

●
2

●
●
2

ｰ
一
。

▲
U
フ
レ
イ
ク

5
2
点

0
－

●
R
フ
レ
イ
ク

18
点
（
表
採
・
排
土
5点
を
含
む
）

鉤 Ｉ ０ １ １

誼 ｌ ’
つ

つ

２
０ １ １

丁

ね Ｉ

せ

ぅ

０ ０ １ Ⅱ １ １１

Ｅ

ｑ

０ １ １１

⑳

可

７ 口 Ｉ ａ Ⅱ Ⅱ Ⅱ１

月

匠

１

０ １ １

０

正

⑥

１ １

唖

０ １ １
22 261劇3221
715

Ｍ ・ Ｉ

④
8

瀞
5

2
4

1
0

9
1

9
６

艶
1
2
5

６ １~
~
~

認
1

7
7

2
4

4
1

6
5

1
弱
1

4
0

認

1
“

3
6
2

1
7
9

1
3

2
2
5

異
2

I
5

15
1

5
3
1

2
“

3
6

2
２

３
3
7

弧
9

図

鄙
6

2
1

餌
I
B

4
7
1

3
5

”
唖

1
3

21
6

１
1
2
4

3
3
5

偶

７

一
－
野

フ
レ
イ
ク

5
,
5
0
5
点

0
－

(
表
採
・
排
土
1
8
4
点
を
含
む
）

７ ８ ■１
０ １

１
８ １

e
｡
-
ト
i
二
I

｡

０ １

９

I
９ ○ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ Ｉ １ Ｉ Ｉ ｌ ｌ

３
３

1 6
I

1

I▼

’

ｰ
一
一
一

・
-
－
4

焼
成
粘
土
塊
1
7
点

図
Ⅳ
－
2
0
包
含
層
の
遣
物
分
布
(
2
）



V中五区3遺跡の調査

V中五区3遺跡の調査

検出された遺構は土坑が17基、集石lヵ所、剥片集中1カ所、焼土が5カ所である。遺構は、出土

した遺物の分布状況と概ね一致しており、検出面はⅢa層～Ⅳ層中である。

土坑は調査区南側の73～80ラインに分布し、切りあうものはなく、ほぼ同一面から検出した。
1，かりいし

土坑17基のなかで、 「錨石」や「台石」など大型の石器が含まれていたものが5基あり、このうち2

つ埋納された状態で出土したものが4基確認された。

土坑は検出面から坑底までの深さが比較的浅く、大型の礫石器を含む土坑群は埋め戻しであること

が想定される。遺物が出土しなかったものについては、自然堆積か人為的なものか判断できないもの

もある。

「錨石」などが出土した土坑の確認面での規模は、長径が約70～90cmを測り、大きさや深さに大き

な違いはない。検出面はⅣ層中であったが、構築面はⅢa層からⅣ層上面であると考えられる。

集石S-1 ･ 2は調査区北側のQ60区、R61区で検出した。この区域は遣物の分布が濃密で、 600点

を超える土器や石器が出土している。集石の分布は散漫で、規則性等は見られない。これに伴う土坑

や焼土などの遺構も認められない。個別に観察した結果では、礫、礫片、たたき石、台石で構成され、

破砕しているものが多く、被熱の認められるものも少ない。二次的な要因で分布が散漫になったもの

と推定される。

剥片集中FC-1は黒曜石製の剥片集中で、 S78区のP-12の上面で検出した。 168点を数えたが、

P-12の覆土中から、多量の黒曜石の剥片が出土していることから、Ⅲa層またはⅣ層上面から掘り込

まれた同一の遺構であったことが考えられる。

焼土は調査区北側の62ラインから64ラインまでの間に集中して検出した。

包含層は2枚確認された。 1章4 （3）基本土層でふれたように、黒色土は間層を挟み3枚みられ

る。そのうち上部の黒色土層（Ⅲ層）出土遺物がほとんどを占め、 2枚目の黒色土(V層）から少量

が出土し、下層の黒色土（Ⅶ層）は粘土で無遺物層であった。土器型式からみる限り、 Ⅲ層とV層で

は時間差はほとんど無い。

55 56 57 58 59 60 61 62 63 “ 65 66 67 68 69 70 71 72 73 フ4 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84

⑤ Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

煎
司 I

‐S－2

’
一
一

I

仁蟇陰
一

P-3f;_!
②

P－2

５降
り

０
１

2助
I

10

図V－1 中五区3遺跡の遺構分布

dヲ



l 遣購

1 遺構

（1）士坑
P-1 (図V－2、図版12-3 ･ 4，37-1 ･ 2)

位置:U76区

規模：0.60×0.56/0.40×0.38/0.34m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層を調査中に円形の黒色土の堆積と、そこに落ち込むような礫の一部を確認した。

掘り込み面はⅥ層上面と考えられるが、Ⅲa層からの可能性もある。土坑の深さは約34cmで、壁面

は坑底からやや外傾ぎみに立ち上がり、覆土は埋め戻しであると考えられる。覆土1層からは長さ33cm

の扁平な礫が長軸方向を上下にした状態で出土し、 2層からも円礫が1点出土した。この他に覆土中

からV群土器が2点出土した。

掲載遺物: 1～5はV群土器｡ 6 ･ 7は台石｡ l面を使用している。

時期：出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-2 (図V－3、図版12-5 ･ 6，38-1)

位置:U73区

規模:0.58×0.57/0.45×0.44/0. 15m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層を調査中に円形の黒色土の堆積と、二つの礫を確認した。掘り込み面はⅣ層上面と

思われ、土坑の深さは約15cmで浅い皿状を呈している。土坑中央の黒色土中からやや大型で扁平な円

礫が2点、側縁を上方向に並んで出土した。このうちの1点の片側側縁にはたたき痕があり、覆土は

埋め戻しと考えられる。

掲載遺物: 1 ･ 2は台石。 1は片面と両側縁部にたたき痕がみられる。2は片面にたたき痕がみられる。

時期：出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-3 (図V－4、図版12-7 ･ 8， 13-1 ･ 2， 37-1，38-2)

位置:U76区

規模：0.67×0.60/0.50×0.47/0.22m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層を調査中に二つの大型な礫とその下位に黒色土の堆積を確認した。礫2点のうち1

点は土坑の覆土上面で平坦面を上にした状態で出土した。もう一方は長軸方向をほぼ上下にした状態

で1層の黒色土中から約半分埋まった状態で検出した。この石の端部には打ち欠きによる3つの挟り
b‘かりいし

を有しており、この地方で見られるいわゆる「錨石」の形態的な特徴をもっている。この石器の下側

には、これを支えるようにおかれた板状の砂岩が出土した。掘り込み面はⅣ層上面で、土坑の深さは

約22cmである。坑底面は平坦で壁面は緩やかに立ち上がる。覆土は人為的な堆積の可能性がある。

掲載遺物: 1はV群土器。 2は敲打により上部に3カ所の挟りを付け2つのこぶ状の突起を作り出し

た「錨石｣。右下はやや粗く削られている。3は台石で片面を使用している。

時期：出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）
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P-4 (図V－5、図版13-3～6，37-1，39-1)

位置:U73区

規模：0.55×0.50/0.34×0.30/0.30m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層上面を調査中に二つの大型の礫とその下位に黒色土の堆積を確認した。

大型の礫2点のうち1点は、覆土上面に置かれた様な状態で検出した。もう一方は上方が狭く下方

に最大幅がある扁平な亜円礫で、P－3出土の「錨石」と同様にやや立ちぎみで、下部が黒色土に一部

埋まった状態で出土した。その後、土層観察のために覆土を半減したところ、更に覆土中から長さ25

cmの亜角礫が出土した。また、覆土の調査中にクルミの破片等を確認したために、土壌をすべて採取

しフローテーション作業も行なった。その結果、クルミ18.259、炭化物11.099，V群の土器片が2点

出土した。掘り込み面はⅣ層上面で、覆土上面に置かれた礫の直下が構築面であると考えられる。土

坑の深さは約30cmを測り、坑底面はほぼ平坦で壁面は外傾しながら立ち上がる。覆土は人為的な堆積

であると考えられる。約2m南側にはP－8がある。

また、覆土から出土したクルミを用いた放射線炭素年代測定を行なった。

その結果、2520±30yrBPという年代値が測定された（Ⅵ章)。

掲載遺物： 1 ． 2はV群土器で、 lはLRの胴部片。2は底部片。3は台石で1面を使用している。 4 ･

5は石皿で2面に磨り痕がみられる。

時期：遺物の出土状況や年代測定の結果から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-5 (図V－6、図版13-7 ･ 8)

位置: S76区

規模：0.59×0.57/0.41×0.38/0.30m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層上面を調査中に円形の黒色土の堆積を確認した。土坑の深さは約30cmを測り、坑底

面はほぼ平坦で壁面は緩やかに立ち上がる。覆土はⅢ層黒色土を主体にした自然堆積であると考えら

れる。北側にはほぼ隣接してP－8がある。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-6 (図V－6、図版14-1 ･ 2，37-1)

位置:T76区

規模：0.26×0.24/0.12×0.12/0.20m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層上面を調査中に、狭い範囲にまとまる土器片の集中とその下位に黒色土の堆積を確

認した。半裁を行い小型の土坑であると判断した。遺物は覆土上面に集中し、v群土器片や石繊、礫

が出土した。覆土は埋め戻しであると考えられる。坑底面はほぼ平坦で壁面はやや急角度に立ち上が

り、中位から坑口にかけて外傾する。

掲載遺物: 1～9はV群土器。 1 ･ 2は横環する縄線文と思われるが摩滅のため判然としない。 3は

横走沈線の施された口縁部片。4は上から器面に貼り付けた突起で口唇部状に縄の圧痕が施され、口

唇部の前面角に刻みがみられる。 5は口唇部前面に刻みがみられ、内面に細い横環する縄線文が施さ

れている｡ 6は細い横走する並行沈線が施されている。 7はRLを地文とする胴部片。 8 ． 9は底部。
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l 遺構

10～14は石雛。 10は有茎凸基。11 ･ 12は有茎平基。13は胴部片。14は未成品である。15はたたき石で

両端部と側面を使用している。

時期：出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-7 (図V－7、図版14-3 ･ 4，39-2)

位置:T74区

規模：0.50×0.43/0.26×0.23/0.22m

平面形：円形

確認・調査：Ⅳ層上面を調査中に、円形の黒色土の堆積を確認した。半裁を行い土坑であると判断し

た。覆土は埋め戻しであると考えられ、覆土上面からV群の土器片や剥片が出土した。坑底面はほぼ

平坦で壁面はやや急角度に立ち上がる。

掲載遺物： 1 ． 2は同一個体の可能性があるV群土器の口縁部。口唇は角張り突起がみられ、口縁部

下は屈曲する。 1はP-12の覆土から出土した土器片力轆合している。 3は剥片の一端に機能部を作り

出した石錐。 4は側片の両面に調整を施したスクレイパー。 5は下辺に使用痕のみられるUフレイク。

3～5は黒曜石を素材としている。

時期：出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-8 (図V－7、図版14-5 ･ 6)

位置: S75区

規模：0.70×0.70/0.45×0.40/0.30m

平面形：円形

確認・調査:P-5の北側のⅣ層上面を調査中に、円形の黒色土の堆積を確認した。半裁を行い土坑で

あると判断した。覆土はⅢ層主体の埋め戻しであると考えられる。坑底面はほぼ平坦で壁面は緩やか

に立ち上がる。約2m北側にはP－4がある◎

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-9 (図V－7、図版14-7 ･ 8)

位置:T76区

規模：0.55×0.52/0.44×0.35/0.23m

平面形：円形

確認・調査:P-6の南側、Ⅳ層の上面を調査中に円形の黒色土の堆積を確認した。半裁を行い土坑で

あると判断した。覆土はⅢ層主体の自然堆積であると考えられる。坑底面はやや丸く、壁面は緩やか

に立ち上がるが、東側がやや急角度である。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-10 (図V－8、図版15-1 ･ 2， 39-2)

位置:T76･77区

規模：0.45×0.43/0.23×0.20/0.33m

平面形：円形

確認・調査:P-9の南東側のⅣ層上面を調査中に、径50cm程の範囲に分布する遺物とその下位に黒
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色土の堆積を確認した。遺物を取り上げた後、半裁を行い土坑であると判断した。覆土はⅢ層主体の

自然堆積であると考えられる。坑底面は平坦で、壁面はやや外傾する。また、覆土1層と2層の境界

から棒状の礫が壁面に張り付くように出土している。

掲載遺物： 1～4はV群土器。並行して横環する縄線文の下に鋸歯状の沈線が施されたもの。 2は器

面に突起のみられるもの。3は砂の少ない胎土の胴部片で剥離部分が6割を占める。4は砂粒の多い

胎土で無文の胴部片。 5は断面三角の棒状礫の側片を使用したたたき石。下辺は打ち欠きによるもの。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-11 (図V－8、図版15-3 ･ 4，40-1)

位置:T･U73･74区

規模：0.79×0.71/0.42×0.42/0.21m

平面形：円形

確認・調査: P-7の北側のⅣ層上面を調査中に黒色土の堆積を確認した。覆土はⅢ層主体の埋め戻し

であると考えられる。坑底面はやや丸みがあり、壁面は外傾する。

掲載遺物： 1はV群土器で、RLを地文とする胴部片。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-12 (図V－9、図版15-5 ． 6，40-1)

位置: S78区

規模：0.70×0.70/0.51×0.50/0.30m

平面形：円形

確認・調査:FC-1調査後のⅣ層上面を精査中に黒色土の堆積を確認した。土坑の深さは約30cmを測

り、坑底面はほぼ平坦で壁面は緩やかに立ち上がる。覆土はⅢ層主体の埋め戻しである。

覆土1層中には黒曜石の剥片を含み、覆土6， 7層中からV群土器の破片が出土した。

また、覆土から出土した炭化材を用いた放射線炭素年代測定を行なった。

その結果、 2480±30yl･BPという年代値が測定された（Ⅵ章)｡

掲載遺物： 1 ． 2はV群土器の口縁部。 lはmuの地文で下端の輪積痕から破損している｡ 2は上から

器面に貼り付けた突起の上部に刺突が加えられ、突起の両脇に内側から円形に穿孔されている。沈線

で区画された中に縄文が施文されている。 3はV群土器の底部で、底面にRLが施文されている｡ 4は

石雛未成品としたが、基部の破損とも考えられる｡ 5は両面調整石器。 6 ･ 7はUフレイク。8～10

はRフレイク。 4～10は黒曜石を素材としている。

時期：遺物の出土状況や年代測定の結果から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-13 (図V－9、図版15-7)

位置: S78区

規模：0.53×0.51/0.23×0.22/0.13m

平面形：円形

確認・調査:P-12調査後のⅣ層上面を精査中に南側で黒色土の堆積を確認した。浅い皿状の土坑であ

ると考えられる。覆土はⅢ層主体で自然堆積である。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）
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P-14 (図V-10、図版15－8， 16-1 ･ 2，40-1 ･ 2)

位置: S79区

規模：0.90×0.80/0.68×0.60/0.24m

平面形：円形

確認・調査: P-13南側のⅣ層上面で黒色土の堆積とそこに落ち込むような礫の一部を確認した。

掘り込み面はⅣ層上面またはⅢa層と考えられる。土坑の深さは約24cmを測り、坑底はほぼ平坦で

壁面は外傾する。覆土は埋め戻しである。覆土中からは長さ20cm、重さ約2kgの石錘が長軸方向を上

下にした状態で出土した。この他に覆土4層中からV群の土器片が出土した。

掲載遺物: 1～3はV群土器。 1は並行する細い横走沈線に斜めの太い沈線が施されたもの。2と3

はLRを地文とする胴部片。4は石錐で黒曜石剥片の下部に機能部を作り出したもの。 5は側片の一方

に刃部調整が施されたスクレイパーでメノウを素材としている。6は黒曜石のRフレイク｡ 7は石錘

を相似形に大きくした形態のもので、錘としての用途が想定される。石狩川本・支流域でみられるい

わゆる「錨石」に含まれる。

時期：遺物の出土状況や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

P-15 (図V-11、図版16-3，40-2)

位置: S63区

規模：0.60×0.57/0.60×0.47/0.33m

平面形：不整円形

確認・調査：焼土F－3の調査が終了し掘り下げたところF－3を切って掘り込まれた土坑を検出した。

坑底は平坦で壁は急角度で立ち上がる。遺物が坑底部から出土しているが埋め戻したときの混入と推

定される。

掲載遺物： 1 ． 2はV群土器。 1は胴部片、 2は底部で両者とも細く尖った工具で沈線が施されてい

る。同一個体の可能性がある。

時期：出土した遺物の状況や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （谷島）

P-16 (図V-11、図版18-3～6，23-4，40-2)

位置: S77区

規模：0.75×0.73/0.37×0.27/0.50m

平面形：円形

確認・調査：防火用水路撤去後のⅣ層上面で円形の黒色土の堆積を確認した。掘り込み面はⅢa層か

らⅣ層上面と考えられる。土坑の深さは約50cmを測り、フラスコ型を呈する。

覆土最下層には黒色土が堆積し、覆土中からv群土器、上層からは拳大の軽石が出土した。

掲載遺物: 1～4はV群土器。 1は高さ (8.3cm)、現存する部分は突起が1カ所であるがl対あった

ものと推定される。RLを地文としている。 2～4は胴部片で砂粒の多い胎土にRLが施文されている。

5はRフレイクで黒曜石を素材としている。

時期：遺物の出土状況や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）
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V中五区3遺跡の調査

P－3

eヘ 、’ Ｄ
閲U76 凧.87／一一183

b~a~

’ 岨3.88
O

B
勤
Ｃ

３８１

’
183．88

A /A Ｄ
可

Ｄ
可

183.83

1 83．80－

183.79

L 3
B

「1回目」

L 1Ｊ
Ｃ

Ｊ
ＣB 183･77

「2回目_l

ｄ
｜

”

岬
一

４８１

Ⅸ

．
ｂ

ａ
ｍ

Ｏ

■

４８１

1m0

l ：黒色土lOYRl7/l堅密皮：軟、粘着性＊弱．細磯(FC)含む(C)5～10%。
2：黒褐色土10YR3/2堅密没？堅、粘着性：弱。細磯(FC)含む(C)5～10雄
3：黒褐色士I0YR2/2堅密度：軟、粘着性，弱。細磯(FC)密む(H)15～40匙
4 ：黒色土10YR3/1堅密座：堅、粘着性弱。礫土(D)≧50％紹磯(FC)～中磯(S)。
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l 遺構

P－4 183.64

1

。 ’
S75

1

”‘62I

｢1回目」“55

183.80ma b

Ⅳ

183

熈色土lOYR2/l堅密度：堅、粘着性：弱。細磯(FC)～小碗(G)あり(F)O～5
黙褐色士IOYR3/1座密度：堅、粘蒋性弱。細磯(FC）～小礫(G）恵む(X）
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V中五区3遺跡の調査

e183，59℃ '183．59

⑳≦
a
－

183.62 183．59
0

0 1m

P－5 b 183.70mc d~183.70ma~

1－J
S76

○ Ⅳ

1 号黒色士10Ⅷ1.7/I堅密度堅、粘着性；弱。細隈(FC)含む(C)5～10%。

2：黒色上IOYR2/I堅密度：軟、粘済性：弱．細礫(FC)含む(C)5～10腱
3：蝋色土IOYR1､7/l堅密度÷すこぶる堅、粘着性;なし。細磯(FC)富む(H)15～40%噂
4 :無褐色土10YR3/l堅密度：すこぶる堅、粘着性4戦し･郷土(D)≧50％小礫(G)。

④P－6

A 183.糾 ， 183.90ma b
T76

184.0mc~ 「
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jvlg
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ノ
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1鯛
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や丁
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~~0 1“ 83
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ｊ
Ｃ 0 50Cm0 1m

●土器

■礫石器

弱。Ⅲ届主体。V群土器、石滋導出上。
弱。Ⅲ届主体。V群土器出土．
粘埼性：なし。磯上(D)≧50％小磯(G)。掘りすぎ。

1黒色土10YR1.7/l堅密度
2：鼎褐色土lOYR3/l堅密度
3：卿8色士10YR3/l畷密度

堅、粘着性

堅、粘着性
すこぶる堅

／／ 2

燕溌誤謬
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l 遺構

P－7

e
T74 ７183

C

183,49

182.0mc d

l~／－

182.0ma b
－

W計
シ“”

1 ：黒色土iOYRl7/l駆密塵ら堅粘若性：弱。Ⅲ層主娠細磯(FC)含む(C)5～10鳥
2：黒褐色土lOYR3/l堅密歴：願、粘着性：弱。ⅡI屑主体も細磯(FC）窟む(H)15～40匙○~

0 1m

獣蕊
＜三二＞4

鬮韓謡絢露錨癖講謬瀞議騨靭識織職
一一二3

〃

2

10cm
－ヨ

八
Ｕ
Ｉ

5cm

e
P－8

萢’
S75

183,70ma b 183.70mc d

l_ノー了翻〆
Ⅳ

1 ：黒色土IOYR1.7/l堅密度も軟、粘蒋性：弱．Ⅲ屑主体。細磯(FC)含む(C)5～10%。
2：鼎色土IOYR2/1堅密度：軟、粘着性：弱。Ⅲ層主儘細磯(FC)含む(C)5～10鳥
3：黒褐色土IOYR3/l堅密度倉堅粘萌性：弱。Ⅲ層主雄細礫(FC)含む(C)5～I“
4＄鼎褐色土10YR2/2堅密度？軟、粘蓉性：中。Ⅲ層主体。細願(FC)あり(F)0～5%o
5g黒褐色土lOYR2/l堅密歴＄堅、粘着性：弱。磯士(D)≧50％小磯(G)．

183-57 183.57

○

⑭
b~a~

60183183 59

｡’

０
」

1m

e
で

a

⑬

P－9

184.0ma~ b~ d~184.0mC~T76

~

画 工_ノ
Ⅳ

○ 183.80 183．81
0

1 Ⅲ脇主体。壊七(L)。
111＞lvo壌上(1,)。
礫上(D)≧50％小醐(G)。

肌色上lOYR1.7/I堅密殴

胤褐色土lOYIl3/2堅密度

胤褐色土lOYR2/2堰密度

堅、粘着性

堅、粘着性

堅．粘藩性

恥
乳
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９
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0 1m
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V中五区3遺跡の調査

P-10

e Ａ
ｒ

A り
う

Ｄ
勾'． 「 183．§8A

r

183．81

－2 1
1“､55〆

L

Ｄ
可T77

1脚 79

183●77、

邉183.75

5 ノ

B183.82

1画c
L 183f@ Ｌ

Ｂ
Ｊ
Ｃ

ｊ
ＣBｎ

Ｕ

Ｉ

1m
h

｢2回目」｢1回目」
50cnl

l

ｎ
ｖ
ｌ184.Oma b l84・Omc d

‐とｼr‐画 1 ：M1色土lOYR2/I堅密度：軟粘若性：弱。ⅡI層主体bV群土器片出土。壌上(L)。
2：蝋褐色土IOYR3/l堅密度＊軟、粘精性：弱。Ⅲ層主体。棒状願2点出土。壊土(L)。
3：肌褐色土IOYR3/2堅密度：堅、粘着性夢弱。細藻(FC）窟むくM)15～40X，

●土器

■礫石器

1
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Ｔ

Ｏ
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10cm

e
P-11

183-69
b~183,90ma~T74

p/183．70

~ ‐

0 1m
Ⅲb183.69

ａ
一

183.72
弱。 IⅡ層主体。石礫鞍し。

弱。Ⅲ層主体。小磯(G)あり(F)0～“
弱。 IⅡ＞1V・石礫なし。
弱。 IⅡ＞1V・細磯(FC)～小礫(G)含む(C)5～10糺

鼎褐色士lOYR2/2畷密度

鵬褐色土lOYR3/】堅密度

蹄褐色土lOYR3/3塵鞭庇
胤褐色上lOYR2/3堅密度

軟
軟
軟
軟

粘軒性

粘着性

粘着性
粘諦性

'－，
Lノ

ｌ

ｏ

』

３

４

鋼 1

0

図V-8 P-10． P-11
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l 遺構

④
P-12

'。
S78

183 65
83 63

○
d 183．80ma d~b 183.80mcC~

〈割 L_ﾉー
18 3‘62

183‘6 4

|画 Ⅳ

0 1m
1 ↑蝋褐色土lOYR3/l堅密度；軟、粘着性：弱。Ⅲ増主体・照曜石剥片椛じる。
2↓鼎色土IOYR2/l堅密度；堅、粘着性：中。Ⅲ層主体。細願(FC）窟む(M)15～40%。
3も掲色土IOYR4/4堅密度：軟、粘着性中。樹恨椀乱。
4：蝿禍色土lOYR2/2堅密度＆軟、粘着性：中。樹根撹乱。

5；禍色土lOYR4/4堅密度：軟、粘着性＊中。樹根撹乱
6：無色土lOYR2/I堅密度：軟、粘着性号中。Ⅲ層主体bV群土器片、炭化物含む。細磯(FC）あり(F)0～5%。
7：鼎褐色土lOYR3/l堅密度：軟、粘着性：中。 IⅡ＋Ⅳ。V群士器片、炭化物含む。細碗(FC）富む(H)15～40匙

1

０
』

10cm

ノ

熱鋳 蜜
こつ10少7

P-13

eS78

｡’
○ 183.6

a

183.6

b~183,80ma~ 183.80mc~ ．

｡’ Ⅳ

1 ；黒色土lOYRI 7/l堅密度：軟、粘着性：弱。ⅡI層主体。壌土(L)。石礫なし。
2ボ黒褐色士l0YR3/l堅密度：軟、粘着性：弱。ⅡI＞1V･細磯(FC)含む(C)5～10鬼0 1m

ド I

］■日日

図V-9 P-12． P-13
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V中五区3遺跡の調査

P-14

eZ
67

｜ロ
183.“

b~184.0ma~
1鯛

1

S79

○
b~a~

0 1m
Ⅳ

183.80

鼎色土l0YR1.7/l堅密度，軟、粘若性：弱。Ⅲ届主体。壌土(L)。石錘、石核出土。
細磯(FC)含む(C)5～10鬼

黒褐色土10Ⅷ3/l堅密度‘軟、粘着性：弱。ⅡI＞Ⅳ。細磯(”含む(C)5～10糺
照褐色土loYR3/2堅密度：軟、粘着性：弱。、層主体．壊土(L)。石礫なし．
黒色土iOYR2/1堅密度：堅、粘着性＊弱。Ⅲ層主体。壌土(L)｡ V昨土器片出土
細礫(FC)含む(C)5～10糺

鼎褐色土lOYR3/2蝿密度：蝿、粘着性：弱。礫土(D)≧50％小礫(G)。
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1 遺構

e
P-15

|“
S63

O

織
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~~~

183,2

F－3 ・183．27

~--."'1~
●土器

ノノ

篭蕊
琴‘b183.40m

F－3－
183. 10m
－

a
－ ~~

0 10cn1
■■■■■ー､■■■■■■■■■画

肌色土10Ⅷ1.7/1埴壌上(CL)，堅密度：軟・粘着性：弱。

、暦崩緋土

１

２

0 1m
I 1

9

1
9

④
P-16

b 183.80mc d~183.666S77 183.80ma
－

b

~183.657
廷○

黙色土N1.5/堅密皮：軟、粘蘓性↓弱。砂壊士（SL)。V昨土器含むb

細礫(FC)すこぶる浦む(C)20～50焔

黒褐色土7.5YR3/l腿密度：軟、粘着性：中。埴壌土(CIjo細礫(FC)すこぶる常む(（

黒褐色土lOYR3/1堅嘘度↓軟、粘着性中。埴壊土(、。細礫(F①窟む(⑬10～20%・
鼎色土7.5YR2ﾉl堅密度：堅、粘着性：中．埴壌土(CIj。石礫等なし。

細礫伊q含む(C)5～10鵠

黒色士10YR1.7ﾉ1堅密度：軟、粘着性：中。埴壊土(CIj･細礫(FC)含む5~109氏

細礫(FC)すこぶる梅む(C

1

183,626

)20～50％２

３

４指フ 0 1m
I 、 合

」

５

、

／

1
4

馴雷
壱5

／

0 5cm
（
、
山
》
１

１

C、

図V-11 P-15・P-16

沼



V中五区3遺跡の調査

④
P-17 183.646

S77

d~b 183.80mc183.676 183.80ma~~口

1鯉

一一

一、ご空ジゾ、こき=壼望ク
●土器

▲剥片石器

1 ：黒色土N1.5/堅密度:軟､粘肴性;蕊填上(U｡V群土器含むも ■礫石器
絹礫(FC)富む(C)10～20弧

2：黒色土7.5YR2ﾉ】堅密度&軟、粘軒性曾職壌土0J･細願(FC)すこぶる術む(C)20～50%。

3：黒褐色士10YR3ﾉl畷密度；寵、粘藩性:弱。填土⑪。細礫(F③含む(C)5～10%．

○
坐

1m lT780

鼠蝿隻錨嬢爵

』

／／ 1

2

10cm0

図V-12 P-17

P-17 (図V-12、図版18-7 ･ 8， 19-1 ･ 2，40-2)

位置: S77区

規模：0.92×0.90/0.73×0.70/0.22m

平面形：円形

確認・調査：防火用水路撤去後、 P-16南側のⅣ層上面で黒色土の堆積を確認した。

掘り込み面はⅣ層上面またはⅢa層と考えられる。土坑の深さは約22cmを測り、坑底はほぼ平坦で

壁面は外傾する。覆土中からはV群の土器片が14点、剥片石器3点、礫が1点出土した。

掲載遺物： 1～5はV群土器。 l～3は細い横走沈線に刺突の施されたもので、 2と3は同一個体の

可能性がある。 4は突起部分で口唇に縄の圧痕が施されている｡ 5は底部。 6は焼成粘土塊で、砂粒

の多い胎土のもの。

時期：遺物の出土状況や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

（2）焼土

F-1 (図V-13、図版16-5 ･ 6)

位置:Q61区

規模:0.48/0.31/0. 10m

平面形：不整形

確認．調査：Ⅲ層上面を精査し変色した部分を検出した。焼土の下部層界とⅢ層とは漸移することか

らここで火が焚かれたと推定される。上面から炭化物が検出されている。

時期：上面出土の笹類の炭化物を'4Cの年代測定結果(1021～1148calAD)が得られ擦文文化期に相当

する年代値である。 （谷島）

”



l 遺構

F-2 (図V-13、図版16-7 ･ 8)

位置:R62区

規模:0.35/0.30/0.08m

平面形：円形

確認・調査：Ⅲ層を精査し変色した部分を検出した。焼土の下部層界とⅢ層とは漸移することからこ

こで火が焚かれたと推定される。上面に遺物や炭化物は検出されていない。

時期：検出層位や周囲から出土した遺物から縄文時代晩期中葉と考えられる。 （谷島）

F-3 (図V-13、図版17-1 ･ 2，40-2)

位置: S63区

規模: 1.90/0.80/0.12m

平面形：不整形

確認・調査：Ⅲ層を精査し検出した。 3カ所に分れ北側のものはP-15に切られている。焼土の下部層

界とⅢ層とは漸移することからここで火が焚かれたと推定される。上面に炭化物は検出されていない。

掲載遣物： 1はV群土器でLRを地文とする胴部片。

時期：出土した遺物から縄文時代晩期と考えられ、 P-15より古い。 （谷島）

F－4 （図V-13、図版17-3 ･ 4，40-2)

位置: S62区

規模: 1.60/1.40/0.08m

平面形：不整形

確認・調査：Ⅲ層を精査し検出した。凹凸があり検出面では5カ所に分かれている。下部は繋がり約

1.5mの大きな焼土である。焼土の下部層界とⅢ層とは漸移することからここで火が焚かれたと推定さ

れる。上面に炭化物は検出されていない。

掲載這物: 1は黒曜石のRフレイク。

時期：検出層位や周囲から出土した遺物から縄文時代晩期中葉と考えられる｡ (谷島）

F-5 (図V-13、図版17-5 ･ 6)

位置:V55区

規模:0.30/0.20/0.08m

平面形：不整形

確認・調査：Ⅲ層を精査し変色した部分を検出した。焼土の下部層界とⅢ層とは漸移することからこ

こで火が焚かれたと推定される。上面に遺物や炭化物は検出されていない。

時期：検出層位や周囲から出土した遺物から縄文時代晩期中葉と考えられる。 （谷島）

80



V中五区3遺跡の調査

F-1 F－2

e茎

V

③,…183,“・
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《

藻~183-15

④
Q61 b183. 10m

－~~士
２Ｆa~

183.10

ト
1m0

○

a b183.20m

1 ：鼎色土l0YR1.7/l埴壌土(CL)、堅密度：堅，粘務性鷺弱。ⅡI層と班状に5YR3/2が混在．
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l 遺構
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（3）礫集中

s-1 (図V-14、図版41-1)

位置:R61区

規模:3. 15/2.17m/-m

確認・調査：Ⅳ層上面を調査中に、

石、礫等で構成されている。遺物I

物の分布等はない。たたき石4点、

面を調査中に、北西から南東方向に分布する礫の集中を検出した。たたき石や台

ている。遺物取り上げ後に下位を精査したが掘り込み等を伴う遺構や焼土、炭化

たたき石4点、礫16点、台石が3点である。このうち被熱痕のあるたたき石が1

鯉



V中五区3遺跡の調査

点認められた。

掲載遺物： 1は凹石で、破損している。破損後に被熱し変色している。 2 ． 3は台石。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 (笠原）

S-2 (図V-15 ･ 16、図版41-1 ･ 2)

位置:Q60区

規模:0.60/0.60/0.30m

平面形：不整形

確認・調査：Ⅲ層を精査したところ疎らに礫石器などが出土した。周囲では礫の出土が少ないことか

ら、ここで出土したものについて遺構と判断した。ただし配列は認められない。この礫はたたき石や

凹石が含まれている。

掲載遺物: 1は両面調整のスクレイパーでガラス質安山岩を素材としている。2はたたき石。 3～6

は凹石で両面を使用している｡ 7は砥石で片面を使用している。 8 ･ 9は台石で片面に使用痕がみら

れる。

時期：遺物の出土状況や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （谷島）

(4)FC集中

FC-1 (図V-16、図版16-4，40－2)

位置: S78区

規模：0.60×/0.30/0.19m

確認・調査：Ⅳ層上面を精査中に黒曜石の剥片集中を確認した｡ 168点を数え、重量は1269を量る。こ

の他にV群の土器片が1点出土した。

掲載遺物： 1はV群土器でRLを地文とする口縁部。器面上部に炭化物が付着している。 2は黒曜石の

Rフレイク。

時期：周辺から出土した遺物や検出層位等から判断すると縄文時代晩期中葉と考えられる。 （笠原）

2 包含層の遺物

（1）土器（図V-17~20､図版42~45-1)
土器は8,124点得られた。縄文時代後期末～晩期初頭の土器は23点出土した。主体はV群で8,101点

出土した。晩期中葉が多く、後葉のものは少ない。

後期末～晩期初頭の土器（図V-17-1～18、図版42-1)

1～2は10の突瘤文の施された土器で、 1は胎土に砂粒が多く、口唇部は切り出しナイフ状に造ら

れ、無文。 2は胴部片RLが施文されている。

V群土器（図V-17-19～110、図版-42～45-1)

3～10は口縁部に刺突を施されたもの。 3 ． 4は横からの刺突。4の口唇は角張り平坦に成形され

ている。地文はRL｡ 5は口唇上の突起が造られ口唇には刻みが施されている｡ 6 ･ 7は2列の径の小

さな刺突列がみられる。 7はLRが施文されている。 8 ･ 9は下方からの刺突列が口唇直下に施されて

いる。 9はRLが施文されている。10は沈線と両脇に径の小さな刺突列が施されている。

ll～18･ 30は縄線文の施されたもの。17･ 18は口唇部に刻みがみられる。 14･ 16の地文はRL｡30は

妬



2 包含層の遺物

高さ (26.6cm)、口径(39.5cm)の深鉢で横環する3列の縄線文に3本単位の沈線が鋸歯状に上書きさ

れている。地文はRLo

19～29･31～44は沈線の施されたもの。 19～22は器面に横走沈線の施されたもので、21は口唇部に

刻みがみられ補修孔が開けられている。22は口唇斜め方向の圧痕がみられる｡23～29･31～33は横走

沈線に斜め方向や鋸歯状など文様の施されたもの。32は内屈し、地文はRLo

34～43は沈線に刺突の施されたもの。34は細く鋭い横走沈線に太い縦の沈線と円形の刺突がみられ

る。35は細い沈線と細く尖った工具で刺突を施されているもの。43は胴部から底部の破片。

44は横環する3段の縄線文下に太い鋸歯状沈線が施され、地文はRLo

45～58は縄文の施文された深鉢。45．46はLR、47～49･51はRL、50･53は羽状の地文である。51 ･

53は口唇状に縄の圧痕が施されている。52はRLの結節斜行縄文が施され、口唇状に刻みがみられる。

55．56はRLの地文に、口唇との角に刻みが施されたもの。

56は口唇部から器面にかけ縦の貼付帯が施され、その上に縄線文がみられる。地文はLR｡57は山形

の口縁部で口唇状に縄の圧痕が施され、山の頂点に上からの刺突と内面に渦巻状の縄の圧痕がみられ、

器面はRLの地文を施文されている。

58～80は浅鉢。58は舟形の浅鉢高さ(5.8cm) cmの浅鉢で、現存する部分から推定すると、楕円形を

呈し、長径の端部と思われる部分に対の突起がみられ、口唇部に縄線文を施し地文はLRである。59は

高さ(9.8cm)、口径(25.0cm)の浅鉢。 6カ所の突起が上に配され、口唇上に縄線文が施されている

が器面は無文。60．61 ．66．73～75．77～80は上部に突起のあるもの｡64～68は口唇部前面角に斜め

の刻みがみられる｡68は内面に縄線文が施文されている。69は口唇部裏面に沈線が施されている。ま

た、66．67は突起上に刻みが押され、口唇上に縄の圧痕がみられる。70の口唇部には刻みが、71には

竹管状工具による刺突がみられる｡72は口唇部に縄の圧痕がみられる。73は口唇部に刻みがみられる。

74．75．77．78は突起上に縄の圧痕が施されている。64～66．72～78．80はRLを地文とする。67～71 ･

79は無文。66．75～77はV層出土。

81～86．89は口唇部から器面にかけ縦の張り出した突起のみられるものo81は突起状と口唇に刻み

がみられ、82．83は縄の圧痕が施されている。84の突起は斜めに付けられているが他の例から2突起

l対のものと推定される。口唇前面角に刻みが施されている。85．86は突起状と口唇に縄の圧痕が施

されている。

87～93は口唇上部の突起で縄の圧痕や刺突が施されたもの。87･91は突起の上方から刺突が施され

ている。88は口唇の一部をスプーン状に凹ませ、その下に貫通孔が穿たれている。89は器面に付けら

れた突起に刺突が施され、突起周りから口唇部に縄の圧痕がみられる。90は突起に竹管状工具による

刺突が施され口唇に縄の圧痕と刻みがみられる｡92は突起の口唇に縄の圧痕が施され、内面からの貫

通孔が穿たれている。93は内面に渦巻状の縄の圧痕が施され、口唇上に縄の圧痕がみられる。

94は注口土器の注ぎ口。

95．96は壺形の口縁部。両者とも小形のもの。95の高さは(3.2cm)、口径(6.5cm)である。

97から100は晩期後葉の土器。やや太い沈線が施され、97は口唇にV字やX字の刻みがみられ、 100

は口唇前面に刻みがみられる。

101～110は底部。102は器高3.8cmの小形で口唇は角ばり、器面にRLが施文されている。V層出土。

103は底面に縄文が施文されているが摩滅している。 106･ 107は底面角に沿って刺突が施されている。

109.110は底面に刺突が施されている。

29は底部の平らなものでRLが施文されている。30．31は揚げ底で角がやや張り出している、無文の

妬



V中五区3遺跡の調査

もの。32は底面に沈線が施されている。33は底面が欠如したLRの施文されたもの｡34･35は底に丸みを

持ち不安定なものでRLが施文されている。35は底面部に竹管状工具による円形の刺突が施されている。

（2）石器（図V-21~26-1～96、図版45-2,46~48)

石器は6,763点出土し、内訳は石倣58点、石雛未成品3点、石錐11点、スクレイパー23点、両面調整

石器1点、石斧3点、石斧片12点、すり石1点、たたき石25点、凹石4点、石錘2点、石皿2点、台

石1点、石核9点、Uフレイク18点、Rフレイク4点、 くさび形石器2点、フレイク5,505点、加工痕

礫1点、原石3点、礫722点、礫片286点、異形石器1点である。

1～37は石雛｡ 1 ･ 2は三角形を呈するもので1 ･ 2は凹基｡ lは基部中央が折れたようになって

いることから有茎であった可能性もある。3～7は柳形から菱形を呈するもの。 8～25は有茎凸基の

もの。16は焼けた後に尖頭部が破損している｡24は焼けている。25は尖頭部が破損している｡26～33

は平基のもの｡31は右側片の調整は片面のみである。33は凹基のもの。

18は珪質頁岩、他は黒曜石を素材としている。29は茶色い黒曜石を用いている。

34～36は石雛未成品。成形途上のもので、黒曜石を素材としている。

37．38は有茎の石槍またはナイフの茎部片で、黒曜石を素材としている。

39～44は石錐。39は石搬からの転用と考えられるもので、尖頭部は摩滅している。40は棒状のもの。

41～44は剥片の一端に機能部を作出している｡43は両端を使用している。40は頁岩、44はメノウ、

他は黒曜石を素材としいる。

45～67はスクレイパー｡45は蒲鉾形を呈し下部は欠損している。46は溌片に成形している。47･49･

51～57は剥片の片側を刃部としたもの。47･51は表面右側に円礫の原石面がみられ、52は表面と右側

辺に節理面がみられる黒曜石を素材としている。64は茶色い黒曜石を用いている。64．65は両面に調

整がみられる。66は片側を両面調整し、 67は両側片を交互に片面のみ刃部調整している。

63は焼けている。54はメノウ、58．67はガラス質安山岩、他は黒曜石を素材としている。

68は石斧刃部。70は石斧基部。69は石斧未成品で刃部成形がなされていない。

71～77はたたき石。71は石斧の破損品を再利用したもので上部と両側片を使用している。72は扁平

な礫を使用したもので上下両辺を使用し両端は欠損している。73～77は棒状の礫を使用し、端部や側

縁部を使用している。

78～87はくぼみ石。78．79はやや棒状の礫を使用し、面に凹状の使用痕の他、端部に使用痕のみら

れるもの。80は面に凹状の使用痕の他、側辺に使用痕のみられるもの。81～87は扁平な礫を使用した

もので、両面に各1～2カ所凹状の使用痕のみられるもの。半分の凹石が破損している。

88～90は砥石で88．90は1面に、 89は2面を磨っている。

91 ．92は礫器。91は扁平な礫の1辺を除き周囲を打ち欠いている。92は同じく3辺に打ち剥ぎが行

われているが1辺は割れている。

94は台石で、 1面にたたき痕がみられる。

93．95．96は石皿で、 1面に磨り痕がみられる。

石製品（図V-26、図版48-2)

97は異形石器。破損しているが元は「人」字形と推定される。上部は「つまみ」が付き、残存する

右下端はノッチ状である。黒曜石を素材としている。 （谷島）
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V中五区3遺跡の調査
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V中五区3遺跡の調査
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2包含層の遺物
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V中五区3遺跡の調査
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2 包含層の遺物
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V中五区3遺跡の調査
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2 包含層の遺物
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V中五区3遺跡の調査
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V中五区3遺跡の調査
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１

20 石鍍黒曜石20.0×11．0×3.0

6 石黙黒曜石】6.0×14.0×2.0

9 石鮭照昭石26.()×19.0×5.0

21 石鹸瓢曜石13.0×12.0×2．0

14 石鮭黒曜石17．OxM､0×2.0

2 石錐黒曜石21.0×l‘i､0×4.0

3 石鑑黒曜石25.0×16.0×3.0

6 石盤黒曜石26.0×13．0×3.0

】 石蝕煕曜石15.0×10．0×2.0

9 石蝕照昭石16．0×10.0×3.(）

73 石錐期明石19.0×13.0×3.0

1 イi雛肌曜石18.0×13.0×3.0

75 fi触黒曜石20‘O×10.0×3.0

4 石錐黒曜石22.0×l‘1.0×3.0

1 石厳照曜衝23.0×15.0×4.0

10 石鮭黒曜石26.0×17.0×6.0

拓 石厳黒曜石割.0×15.0×3.0’

67 石鍛照曜石26.0×11‘O×5.0

19A石錐肌峨石29.0×12.0×5.0

1 打雄凧暇石28‘Ox1‘10×3.0,

36 石触黒暇石15.0×13.0×4.0

9 石鮭黒曜日21.0×12.0×3.0

鋤 石鹸鶏曜行19.0×13.0×4.0

別 石雄嬰曜荷鋤.0×M､0×41.0

11 石雄煕昭石21.0×】】0×2.0

5 石厳煕曜石23.0×】2.0×3.01

】3 石嫉黒曜石22.0×】3.()×3.0

15 石錐黙曜布25‘O×15．0×5‘(〕

16 石錐無昭石25.0×15.0×4．0

12 石雛肌曜石26.0×14.0×3.0

8 荷雄黒曜石27‘O×12.0×3.0

10 石雌黒曜石17.0×1.02×3.0

11 石雛黒曜石25.0×13.0×4.0

7 石鮭黒曜石別.0×M､0×3.01

3 石鮭黒曜石29.0×M,0×4.01

30 石雌黒曜石25.0×18.0×4.0

4 石梢照EM石35.0×28.艇10．0

22 石棺鼎曜石‘18.0×27.0×10．0

23 行槍照曜石69.0×32.脾15．0

26 石錐照曜石29.0×8.0×5.0

8 石錐照曜石30.0×30.0×7.0

12 石錐黒曜石35.0×12.0×5.0

28 行雄黒曜荷43.0×32.似11.q

4 つ払付ﾅｲﾌ黒曜石62.0×20.僻10．0’

2】 つ認{ﾘﾅｲﾌ照曜石例.0×24.0×8.0

20つ認｛けｲﾌﾞ黒曜石“0×24.0×9.0

19つ訓1けｲﾌ黙曜石80.0×30.0×13．0

2ウ凱倫ｲﾌﾞ胤曜石60.0×210×8.0

3鎧み傭ｲﾌﾞ照曜石51．0×22.0×5.0

17つ謬儒ｲﾌﾞ黒曜石弱.0×19.0×5,0

18つ詠齢ｲﾌﾞ黒曜石47.0×割).0×7.01

5雄み齢わ黒曜石46.0×31.0×6.01

6つ泌付ﾅｲﾌ黒曜石”0×34.0×7.0

27スルイパー黒曜石鋼.0×20.0×7.0

7 ｽｸﾚｲﾊｰ黒曜fi28.0×27.0×7.0

24スルイパー照曜石50‘O×24.(p<1().01

1 ｽｸﾚｲﾊｰ熱曜石駝.0×27.0×9.21

2 スルイパー照曜石73.Ox44‘似10．01

13スルイバー黒曜石39.0×19.0×7.0

26スルイバー黒曜石‘11．0×21.0×7.0

65ｽｸﾚｲﾊｰ黒蝦石57.0×別.0×4.0

111ｽｸﾚｲﾊｰ頁岩59．0×28.0×7.01

35ｽﾙｲﾊｰ黒咄石闘.0×29,o<10.0

2 スルイパーr曙72.0×36.0x10.0

3 ｽﾙｲﾊｰ黒曜荷720×42.0×13.0

41ｽﾙｲﾊｰ照曜石57.0×'J11.(p<11.0

89ｽｸﾚｲﾊｰ照曜石51.0×51.ゆく89.01

1 ｽﾙｲﾊｰ烈曜石51.ゆく認.“5.01

22ｽｸﾚｲﾊｰ肌昭石43.0×31．0×7.0

別ｽﾙｲﾊｰ黒曜石47.0×37.“3.01
25ｽｸﾚｲﾊｰ黒曜石43.0×43.0×8.51

22スルイパー黒畷心だ.Ox29･鮴12.0

23スクレイパー黒曜石67.0×44.鮴l‘1.0

66 石斧泥岩”.O×31.鰍11.0

112行斧片泥岩（別.O)x41.似10,0’

4 異形石器黒曜石26.0×16.0×5.0

1妬異形面婆黒曜石23.0×18.0×6.01
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表Ⅲ－2 中五区1遺跡包含層出土掲載土器一覧
挿図詩号
＝＝＝＝＝＝＝＝:＝＝

図、3－1

回Ⅲ罰－2

同Ⅲ罫惑

図Ⅲ-3-4

図Ⅲ3－5

図Ⅲ-3-6

同、－3－7

図、罰も

同、3－9

図Ⅲ－3－10

回Ⅲ－3－11

回mも－12

図、-3-13

図Ⅲ－3－14

図Ⅲ3－15

回、÷16

回、母－17

図Ⅲ君一】8

国Ⅲ3－19

回Ⅲ－3－20

図Ⅲ-3-21

凶Ⅲ－3－22

凶Ⅲ－3－23

凶Ⅲ罰一別

図Ⅲ母-25

図Ⅲ-3-26

回、母－27

回、-3-28

図Ⅲ3－”

図Ⅲざ罰(）

図Ⅲ-3-31

図Ⅲ-3-32

図Ⅲ-3-33

回、母冬4

画、司母5

》
｜
｜
》
｜
》
｜
》
｜
峠
一
噸
一
岬
一
岬
一
》
｜
》
》
｜
峠
一
》
｜
雌
一
岬
一
《
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
》
｜
岬
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
一
》
｜
》
｜
岬
岬
一
恥
一
峠
一
》
｜
》

卵
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
一
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
’
８
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
’
８
－
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅲ
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅲ

錘
一
一
画
一
瞬
一
画
一
脚
一
脚
一
隅
一
国
画
一
函
一
唖
一
国
一
国
吋
一
圃
一
“
｜
壁
一
瞬
一
瞬
一
函
一
圃
恥
圃
酎
画
一
恥
一
隅
一
瞬
一
唖
一
蝿
一
啼
画
｜
酎
一
皿
一
瞬
一
礎

頭

凱

馴

賊

初

初

初

初

期

期

期

期

晩

晩

晩

晩

一

一

一

一

類

群

末

末

末

末

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

分

Ⅲ

期

期

期

期

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

後

後

後

後

代

代

代

代

轆

轆

辨

辨

縄

縄

繩

蝿

繊
１
２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１

”
｜
｜
恥
一
醗
一
醗
一
”
｜
縢
一
”
一
噸
一
瞬
一
恥
一
雌
一
瞬
一
瞬
一
幟
一
恥
醗
一
岬
一
噸
一
瞬
一
鴫
一
岬
鵬
幟
一
瞬
一
”
｜
恥
一
恥
一
恥
一
岬
一
郷
郷
一
州
一
郷
一
蜘
唖
郷

閑考

I〃



2包含層の遺物

表Ⅳ－1 中五区2遺跡遺構出土掲載土器一覧
備孝墾

一
醗
一
醒
一
畷
一
癖
一
僻
一
醗
一
醗
一
醗
一
醗
一
唯
一
醗
一
酸
一
噸
一
瞬
一
瞬
一
醗
一
醍
一
壁
醗
雨
一
醗
一
唯
一
醍
一
聖
醗
一
噸
一
醗
一
醗
壺

写真図版発掘区 層位

図噸理裾lL－ll m

図版2少l J－ll m

図版29-1G－16 m

図版29-1 J－9 、批色土

図版29-1G-16 Ⅲ

図版2酷lG－l6 1

図版2酔l II－l8 Ⅲ

図版2陽lG－20 m

図版2酢1 J－20，期色土2

図版29-1M－11 1

図版2少1 1－17 、

図版2少l J－ll m蝋色上2

図版29-1 J－15 m

図版2少1 1‘-11 Ⅲ

図版29－1 1－17 1

図版29-1 J－9Ⅲ批色土2

側版2陽1 1－16 Ⅲ木根

【剣睡9－1 1．－11 ，

個版2匪lG－鋤 、

図駈2《腸1G-20 、

閃噸2隼1G－20 、

図版2俳l J－10m隅色土2

団販2条2 11－13 m撹色土

図版2併2 1－18 Ⅲ

図I輝罪2 I－l7 】

図版29－2 1－11 Ⅲ上

図腱俳2H-12m髄色土

図版2少2H－ll m黄色土

例版野2K－14 、

鐘
２
’
１
１
’
’
’
１
ｌ
１
ｌ
１
１
－
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
ｌ
５
－
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
１

郷
一
一
噸
一
癖
一
僻
一
噸
一
畔
一
州
一
岬
一
癖
岬
一
嚇
一
癖
一
癖
一
嚇
一
僻
一
Ⅷ
｜
岬
一
畔
一
Ｗ
｜
岬
一
嚇
癖
一
嚇
一
岬
一
卿
一
恥
一
州
嚇
呼
一
岬

雑
一
一
”
一
瞬
一
醗
一
醒

備諺 挿図待号
＝=＝＝＝＝＝＝＝

図Ⅳ-8-剖

図Ⅳ-8-35

図Ⅳ-8-36

図Ⅳ-8s7

図Ⅳ－8母8

図Ⅳ-8-39

図Ⅳ-8-端0

回Ⅳ-8-41

回Ⅳ-8言12

図Ⅳ÷13

国Ⅳ-8-44

図Ⅳ-8詞15

同Ⅳ-8-46

同Ⅳ-8-47

例Ⅳ－8－48

図Ⅳ-8奇19

回Ⅳ-8-50

図1V-8-51

回Ⅳ毛-認

図Ⅳ-8-詞

図Ⅳ霊I

図Ⅳ－855

例Ⅳ-8-茄

図Ⅳ－8－57

図Ⅳ-8-58

図Ⅳ－8－59

図Ⅳ-9-60

回Ⅳ-恥1

1剣Ⅳ託2

獅
一
一
癖
一
癖
一
吋
一
癖

蝿
一
一
町
一
脚
一
睡
一
睡

“
一
一
嘩
一
幽
一
Ⅱ
｜
Ⅱ

》
｜
｜
》
｜
》
｜
》
｜
峠

認
一
一
》
｜
》
｜
》
｜
》

焼土柵

職土中

10

8

ｂ
〃
画
、
１
Ｊ

ロ縁V群I災1版20~2図Ⅳ－3－3 F－2

唯
一
鴫
一
醗
一
嘘
諏

恥
一
岬
一
癖
一
癖
一
癖

〃

一

Ｗ

一

Ⅳ

一

面

Ⅳ

》
｜
》
｜
《
｜
》
｜
唖

陣
一
嘩
睡
一
睡
一
闇

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

二

Ⅷ

｜

Ⅱ

。

Ⅱ

凸

－

９

８

凸

一

Ｃ

ｌ

鼻

句

〆

】

。

。

■

■

蝿
一
《
｜
栴
一
崎
一
岬

覆土【11

風土【I’

頂.k横

１

９

１

６

８

Ⅲ

V群 胴部岡版2陛2 F－2IxⅣ-2-9

悩土I1’

唖士中

覆上機

１６

８

舶

V群 胴部[X|Ⅳ-2-10 魁1版2(ト2 F－2

畷
一
癖
一
峰
一
幅
一
嚥
一
岬
一
叫
跡
一
癖
一
蠅
一
聡

塑
錘
恥
一
醒
一
聖
緬
榊
一
醗
一
畷
一
蹴
雨

》
｜
睦
一
睡
一
錘
一
唾
鍵
一
“
一
睡
一
錘
一
睡
一
鮭

》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
“
一
岬
一
》
｜
》

漣
一
睡
一
睡
一
門
一
周
一
脚
脚
一
蹄
一
旙
一
障
跨

ｑ
Ⅱ
凸
・
Ｑ
Ｉ
Ｇ
・
■
Ⅱ
Ｇ
５
ｉ
▲
Ｇ
Ｉ
△
・
１
Ⅱ
◆
・
勺
０
９
■
■
Ⅱ
。
■
■
ｇ
・
Ｇ
１
■
・
も
８
０

銅
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
崎
一
椎
一
州
一
岬
》
｜
》

６

吃

一

吃

－

３

１

’

３

－

１

－

１

１

’

１

－

１

Ⅲ

Ⅲ肌色上

１

１
V解 口縁同､｡-認 図版2少2 J－ll

表Ⅳ－2 中五区2遺跡遺構出土掲載石器一覧
醗
一
醗
畷
一
畷
一
癖
一
醍
一
唯
一
嘩
一
醗
一
醗
嘩
一
醗
一
醗
一
蝉

図版2酢2 1－11

1剣版fX歩2K－13

閃版2(ﾄ2 J-10

図版29-2 J-10

図版29-2G－16

図駈29翅G－l6

図版29過j－10

同版29翅K－M

閃鰻2俳211 12

図版2酢2K－1‘l

図版3酷l H－ll

図版3(トl J－l】

図版3(》-1 （;-16

間版3()－1 1－1(）

蝿
一
Ⅲ
｜
Ｉ
｜
蝿
一
Ⅲ
｜
蝿
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
吐
炭
一
唯
一
峠
Ⅲ
｜
Ｉ

恥
一
岬
一
Ⅷ
岬
一
岬
一
吋
一
噸
一
噸
一
瞬
一
吋
一
吋
｜
淋
恥
一
岬

凶Ⅳ-“4

図Ⅳ-9-65

図Ⅳ罰-66

同Ⅳ÷67

図Ⅳ今68

回Ⅳ－恥9

回Ⅳ-9-70

回Ⅳ-歩71

回Ⅳ-9-72

図Ⅳ-余73

回Ⅳ-9-澗

同Ⅳ-少75

図Ⅳ罰－76

IXIⅣ＝生77

■
■
Ｐ
ａ
Ｑ
ｐ
Ｉ
＆
。
。
■
Ⅱ
ａ
ｑ
Ｉ
４
■
Ｑ
ロ
ー
△

遺物
稀号

腿誉×輻×
厚さ（nm）

』
ご
、
Ｊ
″

砿

牧
遡榊端 層位 器徹名 [f材 鯛拶棚図併号 聯真l渕版

f たたき石淡11賎91.2×“鰍19.9 190.0

1Oたたき石安111勝'㈹‘3x83.豚48.5510.0

3たたき石安山陽(l鞠‘O〕Xlm.“7.3卿.0

5たたき石安11階82.0×63.似47.52卯.0

8加工撹曝鮫色片冊鯛.O×駒.….0310．0

1 Uフレイク烈曜石18.8×18.5×3.3 12

15Uフレイク胤咽荷19.5×23.1×7.1 2.0

6 台石安山料(l側.0lx(101‘0噸‘0 131‘4

謝
挫
挫
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挫
鮭
酔
順

１

１

１

１

１

２

２

１

－

』

一

一

』

一

一

一

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
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０
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ｔ
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ｑ

日

凸

■
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▲

ａ

Ｊ

Ｑ

Ｓ

Ｕ

４

Ｑ

０

ａ
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〃

』

一

一

一
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一

一

一

宇
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【

〃

＃

守

り

宗

〃

勾

召
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〃

Ｑ

守

０

写

〃

叩

〃

』

妨

岳

⑤

〃

』

⑥

〃

』

⑥

〃

』

ｎ

〆

』

、

〃

』

、

〃

』

版

版

版

版

版

版

版

版

図

図

図

図

回

国

図

間

司

訓

も

毛

々

盟

喝

１

腱
腱
岬
碑
腱
吟
畔
時

図

例

例

図

図

図

画

図

ｌ

ｌ

１

３

１

ｌ

１

１

１

１表Ⅳ－3 中五区2遺跡包含層出土掲載土器一覧
、黄色土

、髄色士2

I

抑図番号写典図版|発掘区｜ 層位 ｜点数 分馴 I 部位 備必

側Ⅳ-7=1回版28-lI I－ll lm黄色土’ 1 1縄文時代後期米-暁期捌願｜ 口縁

口縁lｽIⅣ-9-78 l渕版3(卜】 V群1－1】

》
｜
》
｜
銅
一
》
一
》
｜
《

》
｜
蠅
一
翻
一
》
｜
州
一
岬

醗
一
醗
一
醒
一
醗
醗
一
醗

J－16 m

I－ll m黄色土

G－20 m

II l3m戯伍十卜

1－11Ⅲ処世f2

J－l(） Ⅲ

ｗ
一
癖
叩
一
岬
嚇
一
岬

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

１

３

－

１

Ⅲ尚色土

mk

i'一l】

I－ll

１

１

縄文時代後期末～
晩期初顕

刷版28－1 ロ縁図Ⅳ-罪2

図1V=7冠

図Ⅳ-7ｮl

図Ⅳ－7=5

例Ⅳ=7-6

図Ⅳ=7巻7

1期Ⅳ－7－8

図Ⅳ-7-9

同Ⅳ－7－10

同Ⅳ一罪皿

図Ⅳ一罪12

図Ⅳ一子13

図Ⅳ－7－14

閃Ⅳ－7－15

MⅣ-7-16

【剣Ⅳ＝壬17

図Ⅳ－罪18

図版28-lH－ll m黄色土

図版21－1 K－9Ⅲ蝋色土l

例版28－1 G－12 、

例版28-1 （}-20 、

図版28-1 J－10 1

図版28－1 J‐15 Ⅲ

同販2段1G-2】 】

閃睡28－1G-21 、

圖販配-1 11 12 、

図版28－1M－11 1

図版28-l Ii－11 m批色上

図版28－1 11－13 、

図版28-1K－1‘1 、

図版28-1 L－ll Ⅲ

図版28－1 1－11 Ⅲ

1劃版28－1 1－11，照色土2

縄文時代後剛来~晩期畝願

V昨

V牌

V仰

V群

V郡

V群

V郡

V聯

V聯

V聯

V聯

V聯

V聯

V群

V聯

醗
榊
醗
一
醗
一
醗
醗
醗
醍
醗
醒
醗
一
唯
一
醗
一
畷
賑
醒

１
｜
閃
一
ｌ
ｌ
３
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
－
１
－
１
－
１

御沁

Ⅲ黒色t2

m

m

３

２

１

１

１

１

ｌ

耳Ｉ

１

似lⅣ-少85 岡版3(脂I 口緑V群

Ⅲ中

Ⅲ上

I

図Ⅳ一歩錨 【剣版… 回線H13 V群１

１

図Ⅳ－9－871図版3俳21K-91m黄色士1 2 1 V群 1 口縁

Ⅲ黒色ゴ

Ⅲ

１

１
図Ⅳ-9-88 図版3伽2 口縁V榊111

【Ⅱ蝋色土2

【Ⅲ肌色土1

１

９

１

－

卜

Ｋ

１

１
口緑l沙Ⅳ-少89 図版3(ﾄ2 VⅢ可

争
「
▲
「
Ｐ

上

士

１

２

１

土

根

雌
雄
Ⅲ
Ⅲ
色
Ⅲ
礎
Ⅲ
坐
畦
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
木

瓜

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

剥

皿

喝

過

令

灯

ｔ

９

腿

皿

聰

灯

灯

、

略

Ｊ
卜
昨
昨
Ｋ
卜
俳
卜
咋
ト
ー
Ｇ
ｊ
Ｍ
ｊ

－

二

腱

曜

２

羅
卿
細
細
岬
岬
翻
紬
榊
坤
羅
齢
繩

鵬
艫

図

圃

伺

圃

図

図

図

図

図

閲

図

図

図

図

図

御
掴
蝿
幟
崎
峠
畔
筒
崎
砕
岬
岬
岬
岬
岬

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

閃

図

図

画

間

淋
一
岬
一
癖
一
噸
一
癖
一
群
一
嚇
一
嚇
一
Ⅷ
｜
岬
一
嚇
一
Ⅷ
｜
岬
一
噸
一
癖

壁
醗
一
壁
醗
一
醗
一
壁
壁
醗
一
唯
一
醗
一
醗
一
醗
一
醒
露
露

》

二

１

２

－

’

１

Ⅲ醐色土

、上

釦
、

同Ⅳ-7-19 図版21剣 V群 口緑～胴部H－12 復元

閃Ⅳ-7-201図版28-11Ⅲ-10

閃Ⅳ-7-2,図版28－1 1J 15

I

~、
V聯

~V聯
醍
一
醗

１
．
１

Ｉ

Ⅲ

守
今
ｑ

ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
吃
－
８
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
ｌ

図IV-7=22 図版28-2 V排 口縁(5 16

IXl版28－2

図版28-2

図版28-2

図版28-2

図版28-2

回駈錫－2

図版2歩2

図版2器2

醗
一
醗
一
醍
嘩
一
醗
一
確
恥
一
鯛

凶1V－7超3

間Ⅳ-7-24

例Ⅳ-7-25

脚Ⅳ-7-26

図Ⅳ-7-27

回剛毛-28

回Ⅳ-8-29

間Ⅳ－8－30

1－12 I

J-lOm無色土2

1． 12 m

G－16 m

J－lom蝋色土2

冊－12 m黄色土

H－l3 m

K－M Ⅲ

２
ｌ
１
１
ｌ
１
－
訓
－
１
’
１
－
２

岬
一
吋
｜
岬
岬
一
嚇
一
岬
嚇
一
岬

概元

~徹元

Ⅱ

Ⅲ

９

１
閃Ⅳ－111鮪 岡版31-1 H－l2 V群 口縁

H【礫上、

Ⅲ礫上1m

３

３

ｌ

－

Ｌ

Ｍ

認2

1
似|版22-1lﾇ】Ⅳ-8-31 V鮮 ｢1緑～底郁 概施

例Ⅳ-1脚“|図版2()一巡IlJ－l0

図Ⅳ-”~1071図版28P21 ( -16
IXiⅣ一岬1(〕811矧版31-11 1-]】

I

I

Ⅲ黒色-士2

岬
一
吋
｜
岬

口縁

口緑

口緑

槻J6脚
－
８
－
６

似1Ⅳ-8-321図版2際11 1－】21 1 2

1判]Ⅳ－8s311乳1版29-lII－91nl批色土2 1

V群
一

V聯

嘩
一
畷
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V中五区3遺跡の調査

表Ⅳ－4 中五区2遺跡包含層出土掲載石器一覧
仰図番号|写真図版I発掘Ⅸi 層位 ｜点数
図Ⅳ-111091図版31-11 1-11 m珊色上21 1

分馴

V邸

部位 ’ 備考

口縁 ’

遮物
鮓号

是き×幅×
哩さ（画）

野
ご
Ｉ
Ｆ

璽

囎
仰【矧醤号 尊真図版 通構瀦 層位 器概名 石材 備考

凶Ⅳ－14－1図版34－2J－15 m M

図Ⅳ-14-2図版34毛J－10噸色t 11

国Ⅳ－1‘1-3図版34-2M－10 1 18

図Ⅳ-14剣図版34-2K－13 Ⅲ 61

1剣Ⅳ－14－5図版拠－2M－11 1 】‘＄

図Ⅳ-14-6図版31-2K－13 1 2

例Ⅳ-14-7図版34－2 I－ll mM色‘tl 29

凶Ⅳ-liI-8図版別－2K－13 1 2‘1

1剣Ⅳ一M-9図版斜－2K－9 1 23

回Ⅳ一M－10図版34塁M－lO n 24

図Ⅳ－14－11図版訓－2J－11晒吐2 40

図Ⅳ－1‘1-12図版31-2H一]2m上87

回Ⅳ-14-13図版劃－2K－1‘I Ⅲ 祁

図Ⅳ－14－14図版別－2排土－ 7

回Ⅳ－14－15図版別－2K－13 m 36m

IXIⅣ－14－16図版別－2 1－】1 Ⅲ 118

例lV-l4-l7図版鋤－2K－21 111 1

図Ⅳ-14-18図版34-2K－13 【 10

岡Ⅳ-14-19図版訓－2j－ll p馳上239

臆IⅣ一lI-20図版制-2 1－23 1 3

図Ⅳ一M-21図版説－2G-15 m l7

例Ⅳ一M-22図版3i－2J－lO図凧色i： 6

図Ⅳ-14-23図版31－2K－11 m 3a

団Ⅳ-14-24図版別－2H－13 、 31

図Ⅳ-M-25図版34－21－17 m上 18

閃Ⅳ－14－26図版31－2 1－17 m此 19

側Ⅳ-1‘1-27図版別-2 1－18 Ⅲ 5

凶Ⅳ-14-28図版3‘i－21I－】1m仇色｣： 5

lxlⅣ一M-29図版34－21－17 m12 39

閃Ⅳ-14毛0図版31－211－13 Ⅲ 32

例Ⅳ－14名l図版弘一2K－1‘I Ⅲ 80

側Ⅳ一M-32図版34週i－l7 m上 17

国Ⅳ一M-33図版34－2 1－17 m上 16

回Ⅳ一M-34図版別－2 1－17 m上釦

図Ⅳ-14-35図版説－2G-16，用色上18

凶Ⅳ一M-36図版別－2K－15 Ⅲ 25

図Ⅳ-1437図版3i－2j－ll pM世238

図Ⅳ-14ざ8図版34-2J－10 【肌色上7

石鍾頁岩（21.1)×9.鵬4.8

石鹸照曜石18.5×10.7×3.1

石錐黒曜石13.5×8.8×2.6

石錐黒鴫石14.lx8.0×3.1

石鹸照珊間25.0×】0.6×2.9

石雛黙昭石13.5×8.6×2.4

荷雛照曜石17.8×11,5×3.7

石鉱黒曜石15.6×12．1×2.1

石鮭照曜石（14.8)×9.砿2.5

石錐黒曜石17.1×7.9×3.41
石鹸黒曜石17.7×8.3×4.2

石鐘黒曜石19.0)x】2.似3.01

石厳黒曜石20.4×11.4×4.1

石盤黙曜石〈17.9)x10.認2.7

石激黒曜石20.5×11.1×4.4

石雌頁岩19.lxl().O×3.7

石雛黒曜石18.8×12.4×4.3

石盤胤剛石〈19.0)xlO‘3X4.1

イi厳黒曜石（19.2)×9.似4.5

石雄黒曜荷測.9×17.5×3‘2

石鮭黒曜石21.5×12.2×3.3

石雄黒曜石23.1×13.5×‘1.4

石雄照曜石24.3×12.6×4.9

石錐黒曜石22.6×10.4×3.5

石鹸黒曜石24.9×12.2×3.2

石殿猟曜石26.】×12.0×3,9

石銑頁岩“･3)X12,3X4.4

石雌黒暇石(24.4)×9.黙3.5

石錐典曜石26,7×11.3×3.6

荷鮭黒曜石29.2×10..1×3.6

石雄製曜石26.5×9.7×3.6

石鹸黒曜石30.3×9.7×3.9

石鑑黒曜石29.5×10．2×3.4

石鑑測理石29.5×11.6×3.4

石鑑 頁岩31.7×11.7×4.5

石盤黒曜石(27.5)x12.4x3.6

石厳黒曜石(釦.4)x10.鮴3.9

石倣米成品蝶昭石28.3×13.lx(i､9

０

１

９

１

１

一

一

一

・

ｋ

１

１

１

１

２

１

土

土

士

Ⅳ

色

色

色

黒

黒

簡

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

訂

４

１

２

0．8

0．4

0．2

0．2

0．8

0．4

0．4

0．4

0．8

0．2

0．6

0．5

0．4

0．4

0．8

祠
祠
0.6

0.8

0.6

0.6

0.8

1.0

0.6

0.6

0.8

0.8

0.6

0.6

0.8

0.6

0.8

0.8

1.01
0.61

0.8

1.2

1.8

図Ⅳ－1‘110 図版31－2 V聯 口縁～胴部

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

－

一

一

一

一

一

一

一

一

臓
臓
鵬
魎
腕
臓
鱸
輝
憾
臓

図

図

卿

同

図

図

団

図

図

図

Ⅲ

胆

醐

皿

賂

肥

灯

明

岨

釦

伽
い
い
い
い
呪
い
い
い
い

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

肝
碓
昨
肝
昨
昨
呼
呼
昨
酔

図

図

図

図

図

図

凶

圃

図

図

G－21 Ⅲ

G－21 Ⅲ

J－10Ⅲ肌色t2

K－ﾙ1 m

k－l3 m

M－l2 m

G－16m擢色士

j－lo I

M－10 n

K-9m凧鐘卜2

Ⅷ
｜
聯
一
岬
恥
一
岬
一
噸
一
癖
一
癖
一
癖
一
蹴

１

『

１

－

１

』

ｌ

１

１

１

－

１

－

１

１

醗
醗
一
醍
一
醒
一
醗
一
醗
醗
一
眠
一
唯
一
聡

m拠色土1

m照色土2

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

２

訂

６

４

１

1-1】
復元

F－5の50”刑
側から出土

【渕Ⅳ-11-121 凹版22-2 V研 口緑～底部

冠
訓

Ｊ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

卜

叶

渉

器

疹

公

器

か

渉

臓
臓
騨
臓
纐
憾
纐
鰄
腿

図

図

図

図

図

図

図

図

図

理

認

別

お

妬

幻

鎚

酌

卯

卸
測
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｍ
Ｈ

阻
胴
脚
胴
岨
隅
隅
胴
岨

図

図

図

圓

図

図

図

図

図

削
一
卿
印
｜
印
一
哩
一
郡
一
ｍ
一
祁
一
繩

Ｉ
｜
唯
一
Ｉ
｜
吐
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
吐
一
Ⅲ
｜
Ⅲ

１
－
１
－
１
｛
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
－
吃

畑
哩
咽
螂
一
噸
一
卿
一
岬
淋
一
Ⅷ

醗
一
醒
一
醗
一
醗
一
鴫
一
噸
一
噸
一
醗
醗

孵滅

Ⅲ中

I

2(）
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図Ⅳ一M剣I図版34-2K-11 1 2 石誰黒曜石16.4×15.0×3.2 0．8

回Ⅳ-14-42図版3i－2K－14 Ⅲ 24 石錐黒曜石21.3×11.5×6.2 1．4

回Ⅳ一M弐13図版34-21-11 g艶t21釦荷錐黒曜石21.6×17.0×7.2 2.0

同Ⅳ-14-“図版31－21－11 1 201 石錐黒曜石2.6×2.6×0.9 ‘4.6

回Ⅳ-14-,15図版鋼－2K－1‘1 m 36 石錐黒曜石18.5×6.0×2.8 0．4

剛Ⅳ-14-46図版34-2K－】3 1 1 石錐照曜石25.6×14.0×4．0 1．6

側Ⅳ-M-47図版34-2 】－13 1 6 石錐照珊石30.0×15.8×4.8 2．4

MⅣ－14－48図版34-2M－11 【 】2スルイパー頁岩（33‘6)X16,が7．2 5．4

例Ⅳ-14剣9図販劉過M－9 【 2間スルイバー照端凋29.4×12.8×5．2 2．4

回Ⅳ-14毛0図版劉型K－I4 Ⅲ 23ス外ｲﾊｰ片黒曜石21.7×24.‘l×4.4 2．2

図Ⅳ-14-51図版訓－2M-10 1 8ｽﾙｲﾊｰ片黒曜石21.9×20.0×6．7 3．4

閃Ⅳ-1‘1－認図版34-2K-13 1 9ｽｸﾚｲﾊｰ照鎚石18.6×18.5×4.8 2．0

同Ⅳ一M罰図版3丘lL－l2 m 34 スルイパーfﾗｽ冒謹侭.4×62.侭13.8 65.8

閃IY-l5-副図版3号1G－20 、 l スルイパー黒曜石27.2×割.8×9．0 5．6

同Ⅳ－1詫5図版35-1K-15 Ⅲ 36ｽｸﾚｲﾊｰ黒曜石記.2×42.罫11．5 26．6

側Ⅳ-15-艶図版3テl I－l6m木根16ｽｸﾚｲﾊｰｾﾗｽ筒羅64.5×41.9X18.8 49.9

1ｽlIV-l罰図版35-lM－lOmド 28ｽﾙｲﾊｰｶﾗｽﾇ鰯75.3×36.1×6.9 20.9

図Ⅳ-15毛8図版35－1G－15 1 6 而核黒曜石20.5×26‘鮴13‘8 8．2

図Ⅳ-15-59図版3号l j－lOM趾232 石斧緑色泥岩別.O×49.0×210 91.0

脚Ⅳ-15-60図版35-l J－llp舵t2 ‘15 イi斧片岩（開.0)x51伽16.0 89.8

図Ⅳ-15-61図版3号lK－9叩獣1 15 石斧緑色泥岩181.0x銘."7.0 730.0

図Ⅳ-15-62図版3テlH－11m賀色t 8 すり石安山岩鯉.Oxl”･誠47.01 3卯.5

回Ⅳ-1託3図版3テlH－I2画黄色t28Aたたき石安山岩艶.2×42.鰍43.3210.0

図Ⅳ-16巻#図版3テ2 1－11躯鮭I 25たたき石除色諾(l似0)x的.似31.1知.0

回Ⅳ-16毛5図版3テ2K－13 、 4鋤たたき石珪岩83.0×67.似妬‘3470．0

図Ⅳ-16-66閃版3テ2K－13 m 49bたたき石珪岩芯.Oxl側.4x駒.24”､0

回Ⅳ-16-67図版3子2 1－11叩趾2 55たたき石泥岩1泌.Ox97､似6101,010.0

1ﾇIⅣ‐】6-68図版35-2II llmM色上9Bたたき荷安11崎(認.1)x86‘4x2ｲ.‘1 200．0

例Ⅳ=16も9侭1版3子2H－11 mN色土9aたたき石安山場124.6XlO2.】X28.3 ‘180.0

図Ⅳ-16-和図版35-2G－21 Ⅲ l7たたき石安山岩141.6x61似17.4230.0

脚Ⅳ-17-71図版35-2k-9 m 4た鱒而旧刷安111岩93.鮴闘.似弱.3440．0

図Ⅳ－17－72図版3テ2M－10 I l“睡緬個翻安山器125.伽41.艇37.5310.0

回Ⅳ17-73図版3ケ1 1－11肌枇267域､而幅卸安山岩1M.OxI釦0x蕊2 220．0

閃Ⅳ-1搾測図版3ヶlK－9 m 3 た韓58句安山岩ln6x(I肌0噸b6610．0

回Ⅳ-17-75図版36-】H－l2 m 29た樫5目、安'Ⅲ岩143.3x”､認認.51.卿.0

回Ⅳ17-布図版36－1G－20 ， 11 t鶴5師l安山岩(l釦.‘l)x61.”､62釦.0
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側Ⅳ-】8-78図版36－1G-】3 I ‘1 石録砂岩93.0×10.‘ix33.0425.0

例Ⅳ-1379図版36－1L－12 Ⅲ 35 石睡砂岩10.9x10.96x22.0298.0

凶Ⅳ-18-80図版36-1J-15 Ⅲ 28 石錘安'11粉1m.0X87.0x25.72”.0
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図Ⅳ-18-82図版36-2H－I6－ 7 石皿安{11岩30.2×23.6×7,17.1鰯.7
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2 包含層の遺物

表V－2 中五区3遺跡遺構出土掲載石器一覧表V－1 中五区3遺跡遺構出土掲載土器一覧
促誉×幅×
叩き（”）厚き（”）

砿さ

く聾）（鹿）
通物
稚号

側等紬
一
一
榊
一
榊
一
癖
一
緬
一
榊
一
醒
一
輌
一
蝉
一
醍
一
醗
一
醗
一
醗
一
畷

岬
一
一
ｌ
ｌ
１
－
４
ｌ
９
ｌ
１
－
４
ｌ
Ⅳ
’
３
’
４
一
幅
一
隔
一
４
｜
脚

蝿
一
一
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
３
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
ｌ

獅
一
一
恥
一
畔
一
癖
一
癖
一
聴
一
岬
一
癖
一
群
一
癖
一
癖
一
螂
一
蛎
一
岬

錐
一
一
門
一
脚
一
問
一
円
一
門
一
門
一
Ｈ
｜
門
一
蹄
一
蹄
一
瞬
一
蹄
一
満

雛
一
一
趾
一
雌
一
雄
一
睡
一
地
一
睡
一
畦
一
嘩
一
錘
一
迦
一
池
一
睡
一
唾

》
｜
｜
榊
一
幟
一
癖
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
癖
一
癖
一
岬

傭考伸
一
一
岬
一
岬
一
帖
｜
峠
一
幅
一
州
一
岬
一
》
｜
岬
一
》
｜
峠
一
隅
一
》

器側墹
緬煙ｲ‘

ｲi材
祁』''’

適構名 府位抑側縦号 革真lｽ1版

台石凝灰脳2認,Oxl81‘似lOl‘06,415.5

台石安111榴鎚,OXl‘15.0X57.54,露5.7

台ｲI 砂岩3】6.0x186.0x72.06,788.21

台石 砂蟠227.Oxm.伽騎.04,512.4’

錨石凝灰魁睡.0x酌.OX行.03,認】､4

台石安111岩212.似郵1.似11,9,444.8

台石安ilI器迦.似鋼､似I酌.08,319.3

台石雀山岩郵.似I的.似l乳07,戒.O

台石宏111瀦狐､伽而.0)xl鰍02.知.8

行鉄肌曜石21.8×12.9×4.6 0．9

石鮫蝋曜石24.9×14.0×4.8 1．0

石鮫胤曜石17.5×14.0×3.2 0．6

石厳洲昭石〈19.9)x13.6×4.9 1.3

一

掴
一
錘
一
睡
睡
麩
函
甦
哩
函
姻
函

１

１

２

２

３

３

４

４

４

６

６

６

６

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

例V-2も図版37-2

IXIV－2－7図版37-2

1ﾇW-3-l図版3歩l

卿V-3-2図版3勝】

例V-4-2図版3勝2

同V剣－3図版38-2

1剣V-53図版3少1

例V-5-4図版3'1

閃V-5-5図版3少1

閲Vも－10同版3矛1

脚V÷11図版3矛1

脚v÷12図版3チ】

側V弔一】3同版3矛1

６
二
１ 二~
】
１
－
２
－
１
－
４
町
－
８
－
２
’
７

~

覆土1

岡t

５

１

０
口
凸
自

1

1

櫛触
求成品

胴部 肌珊ｲ】 1.0V僻 25.1×15．1×3.7侭1版3罪1 檀」|測版37-1 P■6 似iV-6-1‘1 P－6 1lxIV-(ﾃ6

13たたきIi安IlIY1鼬.0X駒.‘1×33.8 】85.01

2 石鰍ルA暇ｲ722.0×14.0×3．0 0．6

9 ｽｸﾚｲﾊｰ洲暇(i34.0×15.0×6.0 2.】

5UフレイクⅢ曜荷32.3×38.6×3.6 6．8

2 たたき石安11j淵183.0x銘.似認.24㈹､0

2石厳未成品胤咽打23.0×17.0×4‘0 1．5

12節翅T瑠胤曜石33.0×16.0×8．0 3．2

3bUフレイク凧曜【j33.8×28.1×5.4 5．2

3aUフレイク胤曜石13.0×22.6×6.8 5．2

lcRフレイク胤曜石28.7×21.3×5.6 4．6

1紐Rフレイク胤哨ｲi(別.0)X15.僻1.7 18

1bRフレイク胤曜石26.8×21.4×5.6 3.4

7 日推洲曜荷鼬.0×弱.0×8.0 15.4

9スルイパーメノウ61.0×49.0×8.0 20.9

6Uフレイク肌珊而駒.6×72.鮴10.4 29.4

1 鍬ｲi 凝灰瑞卿2.0x159.0x73.53,810‘0

1 Rフレイクルハ州ｲ.i19．0×10.5×‘10 0．5

2Uフレイク凧暇ｲi31.8×39.1×6.1 11,0

ｌ

土

土

上

土

土

土

土

上

士

土

土

土

土

士

土

士

土

睡
脳
魁
班
檀
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
頂
覆
覆
湿
焼

も

イ

イ

イ

恥

哩

哩

吃

吃

聰

吃

哩

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

陥

到

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

膀

酔

脾

僻

酔

降

降

砕

膀

匹

酔

降

脾

Ｆ

汽
蛯
蝿
蛯
蝿
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
”
雌
腱

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

版

図

図

例

図

図

同

圃

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

同

郷
祁
詞
耗
蓋
鍜
鑑
諦
野
鐇
謡
却
梱
抵
掘
媚
轆
甜

孵

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

側

例

例

例

図

脚

図

図

図

図

圃

図

図

図

図

例

例

側

V群

型
V聯

胴部

底部

底部

岬
一
畑
一
通

陥

賜

４

ｑ
Ⅱ
日
■
も
Ⅱ
Ｊ
・
も
Ⅱ
４

図版37－1

図版37-1

fｽ1版37－1

恥
開
一
郷

峠
一
峠
一
峠

~

挫
嘩
一
雄

一一

４

６

－

６

戸

■垂

■
Ｉ
凸
ｎ
ｆ
－
Ｇ
０
ａ

』

７

－

２

一

一

乱

Ｐ

ｌ

Ｐ

V剛 ロ縁同版39－1lｽIV-罪1

醗
一
畷
一
恥
一
恥
一
癖
一
”
｜
醗
一
嘩
一
“
｜
醗
一
醗
一
細
一
鯛
一
瞬
蝿
一
癖
一
癖
一
蜘
一
醗
一
醍
一
醗
一
醒
一
瞬

癖
一
癖
一
聴
畔
一
癖
一
癖
一
聯
一
癖
一
畔
一
岬
一
瞬
岬
一
癖
一
癖
一
岼
一
唖
一
睡
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
噸
一
恥

雄
迦
馳
函
函
睡
嘩
嘩
睡
職
趣
睡
幽
床
錘
地
函
”
一
一
一
一
一

イ

皿

加

叩

叩

皿

吃

吃

岨

Ｍ

Ｍ

Ｍ

脂

隔

略

略

略

蛎

暇

灯

Ⅳ

面

Ⅳ

Ｐ
砕
降
ト
ト
僻
降
吟
膀
降
酔
僻
脾
淫
肝
酔
解
酔
降
砕
降
吟
砕

蝉
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
州
一
岬
一
州
一
岬
一
榊
一
州
一
榊
一
》
｜
》
｜
蝿
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》

10 １
－
１
－
川
－
１
’
１
１
｜
ｌ
－
３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
１
１
’
１
－
３
－
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
１

岬
一
姻
一
》
｜
》
｜
《
｜
州
一
隅
一
》
｜
峠
一
岬
一
伽
一
伽
一
岬
一
伸
一
岬
一
》
｜
》
｜
岬
一
州
一
恥
一
恥
一
卵
一
蝿

再
〃
●
｜
『
〃
β

ｌ

６

ｌ

６

ｌ

７

３

－

２

ｌ

３

２

ｌ

４

ｌ

２

－

４

ｌ

４

ｌ

４

ｌ

９

－

旧

四

一

Ｎ

－

，

(75.0)×(51.0）
×(21.3）

たたき胴
(凹石）

凝り犬V； l(m､0IxlV-14-l 図版41-】 17S－l

凶V-l4-21図版41-11s－1 －’ 121台荷｜安'I蛾I別4.Ox1脳.0x(鮒.012,油.9
1剣V-l4-31I司版41-11s-1 一’ 101台石 ｜凝灰岩'217.似142.似弱.512,5鋪.9復元

両面調醗
石審

ｶﾗｽ筒
謝1端

Ⅲ厨 羽.2×鋤.0×8.6 13．5IxIV－1子】 例版41－1 S－2 】2

閃V-l5-21団版41-21S－2Im畷 7 |たたき石｜混器in,O)x(乳Ox蝿訓如.0

たたきｲI
(凹ｲj）

(認.l）×69.0×

29．3
m層 砂淵 l郭.(）I渕Vl5－3 図版‘11毛

【
ＩS－2

たたき石
(凹む）

(76.0)×71.4×

31.‘1
礎uI料図版41翅 Ⅲ層 2甑).0ばIV－1昂I S－2 イ

たたきfi
〈凹石）

（l蝿.())×

(77.())×(35.2）
【Ⅱ屑 礎llI咄IﾇIV－l5－5 似1版41-2 1(期．(｝S－2 イ

たたき禍
(I川石）

（l(町.5)×

(77.0)×33.9
礎''1職図版41-2 Ⅲ潮 130.0X1V-l5引） S-2

1．75×3．5

×1ゞ05

1．75×3．5×

1.05(c､）4.2質
焼成粘士塊IXlV-lZ-6 図版40－2 P－l7 』

NV－l5－7図版41-2S－2

IXlV－I5－8図版41-2s-2

1渕V-lテ9図版41毛S－2

IxIV－16－2I渕版4，2FC－l

蝿
一
噸
一
噸
一
噸

砥石凝脈粉(鮪.0)X(腿.0)X(別,】） 110．0

台{j 礎111冊1冊.OXl19､鰍弼.52,2釦.9

台77 礎111塒23】･Oxﾙ11.似弱.53,例0.6

RフレイクM(曜石17.6×20.5×2.7 1 4

V昨

~V群
胴部

口縁

Ⅸ1V-13-11図版40-21F－3焼土l
lX1Vl6－1 1同版40-21FC－l Ⅲ

、
〃
耳
・
■
■
Ⅱ

２
．
１

I

I"



V中五区3遺跡の調査
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2 包含層の遺物

表V－4 中五区3遺跡包含層出土掲載石器一覧
圧苔×幅×
厚さ（m〉

砿き
(屑）

遮物
稀号

長さ×幅×
厚さく画）

ざ
１
重
砿

週物
榊号

備考石材屈位 器種名 fi材 桐考 挿側研号 写真図版 遺構堀 層位 勝穐塔繩図裾号 写真側版 遺構名

たたき石
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馳
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肌曜ｲil310×14.0×3.0

肌昭石26.0×13.0×3.0

肌明石17．1×11.3×3.5

肌曜石241．2×9.3×3.6

Ⅲ哨打225×13,7×5.0

洲珊ｲ:i32.7×10‘8×5‘6

肌暇石39.2×12.7×4.‘l

測曜石16.0×14．0×4.0

胤曜石21．0×12.5×2.4

肌暇石17.8×12,4×2.6

1Mi1M行22.6×14.0×3.3

！M暇荷19.6×9.5×41

照曜ｲi23.8.×11．2x2.1

胤曜【i22.9×11．3×4.4
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Ⅵ自然科学的分析

Ⅵ自然科学的分析

1 中五区2 ． 3遺跡における放射性炭素年代

㈱加速器分析研究所

1 測定対象試料
中五区2遺跡は、北海道富良野市7411ほか（北緯43.19'、東経142｡22')に所在する。測定対象試料

は、 F－l焼土出土木炭(1 : IAAA-102466)、F－3焼土出土木炭(2 : IAAA-102467)、F－4焼土

出土木炭(3 : IAAA-102468)の合計3点である（表1)。試料2， 3はフローテーションで抽出され

た。

中五区3遺跡は、北海道富良野市7439ほか（北緯43｡18'、東経142｡22')に所在する。測定対象試料

は、 P－4土坑覆土出土クルミ (4 : IAAA-102469)、 P-12土坑覆土出土木炭(5 : IAAA-102470)、

F－l焼土出土笹類(6 : IAAA-102471)の合計3点である（表1)。

2測定の意義

中五区2 ． 3遺跡では空知川氾濫原の旧川岸に当たる安定した面に焚き火跡や土坑群が検出された。

中五区2遺跡のF－1は中央列、F－3，F－4は河川側の川岸で検出され、異なる川岸の間での時間差

を年代測定で検討する。中五区3遺跡では、離れた位置にある土坑群と焼土の関係を年代測定によっ

て捉える。いずれも縄文時代晩期の遺物が出土している。

3化学処理工程

（1）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（2）酸一アルカリー酸(AAA:AcidAlkaliAcid)処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常lmol/@

(1M)の塩酸(HC1)を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム(NaOH)水溶液を用い、

0.001Mから1Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が1Mに達した時に

は「AAA｣、 1M未満の場合は「AaA」と表1に記載する。

（3）試料を燃焼させ、二酸化炭素(CO2)を発生させる。

（4）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（5）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト (C)を生成させる。

（6）グラファイトを内径lmmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

測定装置に装着する。

4測定方法

3MVタンデム加速器(NECPelletron9SDH-2)をベースとした'4C-AMS専用装置を使用し、 14C

の計数、 13C濃度(13C/'2C)、 14C濃度('4C/12C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局(NISr)か

ら提供されたシュウ酸(HOxn)を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も

同時に実施する。
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l 中五区2 ． 3遺跡における放射性炭素年代

5算出方法

(1) 613Cは、試料炭素の13C濃度(13C/12C) を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(%｡)で表

した値である（表1)｡AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

(2) ｣4C年代(LibbyAge:yl･BP)は、過去の大気中l4C濃度が一定であったと仮定して測定され、 1950

年を基準年(0y'･BP) として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期(5568年）を

使用する(Stuivel･andPolachl977)。 】4C年代は613Cによって同位体効果を補正する必要がある。

補正した値を表1に、補正していない値を参考値として表2に示した。 '4C年代と誤差は、下1

桁を丸めて10年単位で表示される。また、 14C年代の誤差（±10)は、試料の14C年代がその誤

差範囲に入る確率が68.2％であることを意味する。

(3) pMC(pe!℃entModemCarbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。

pMCが小さい('4Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上('4Cの量が標準現代炭素

と同等以上）の場合Modernとする。この値も613Cによって補正する必要があるため、補正し

た値を表1に、補正していない値を参考値として表2に示した。

（4）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の'4C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の'4C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 ルIC年代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であり、 l標準偏差(1o=68.2%)あるいは2標準偏差(2o

＝95.4％）で表示される。グラフの縦軸が'4C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プロ

グラムに入力される値は、 613C補正を行い、下一桁を丸めない'4C年代値である。なお、較正曲

線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっ

ても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。

ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCalO9データベース(Reimereta1.2009)を用い、OxCalv

4.1較正プログラム(BronkRamsey2009)を使用した。暦年較正年代については、特定のデータ

ベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表

2に示した。暦年較正年代は、 '4C年代に基づいて較正(calibrate) された年代値であることを

明示するために「calBC/AD｣ (または「calBP｣) という単位で表される。

6測定結果

中五区2遺跡出土試料の14C年代は、F－1焼土出土木炭lが170±30yrBP、F－3焼土出土木炭2が

2910±30yrBP，F－4焼土出土木炭3が2850±30yl･BPである。河川側で検出された焼土の2， 3はお

およそ近い年代を示しているが、中央列のlはそれらよりも大幅に新しい値となっている。暦年較正

年代(1o)は、 1が1669～1947calAD、 2が1188～1042calBC、 3が1048～941calBCの間に各々複

数の範囲で示され、 1は近世以降、 2， 3は縄文時代晩期前半頃に相当する年代値である。

中五区3遺跡出土試料の'4C年代は、P－4土坑覆土出土クルミ4カ劃2520±30yl･BP、 P-12土坑覆土出

土木炭5が2480±30yl･BP、F－1焼土出土笹類6が970±30yrBPである。土坑出土の4と5の値は、誤

差（±lo)の範囲で重なり、近い年代を示すのに対し、焼土の6はそれらよりも新しい。暦年較正年

代(1o)は、 4が772～562CalBC、 5が756～540calBC、 6が1021～1148calADの間に各々複数の範

囲で示され、 4， 5は縄文時代晩期後半から続縄文時代への移行期頃、 3は擦文文化期に相当する年

代値である。

試料の炭素含有率はすべて60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。
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Ⅵ自然科学的分析

表1

613C補正あり
613C(%｡)

(AMS)
測定番号 試料名 採取場所 試料形態 処理方法 LibbyAge

(y'･BP)
I)MC(%)

ー

遺構:F-1層位：焼土 木炭IAAA-102466 1 AAA －26．82±().59 170±30 97~87±0.33

遺構:F-3層位：焼土 木炭IAAA-102467 2 2,910±30AAA -26.31±0.43 69.62士().24

遺構？F－4層位？焼土 木炭IAAA-102468 3 AAA －23．84±0．36 2.850±30 70.16±0.25

遺構:P-4層位：土坑覆土IAAA-102469 クルミ4 AaA －21．96±0．45 2,520±30 73.10±0．25

遺構:P-12層位：土坑覆土 木炭IAAA-102470 5 －22．65±0．36 2.480±30 73.42±0．26AAA

遺構:F-1層位：焼土 笹類IAAA-102471 -24. 10=t0.52 88.58±0．286 AAA 970±3(）

[#4023,40241

表2

613C補正なし 暦年較正用

(y'･BP)
測定番号 lo暦年代範囲 2o暦年代範囲

I)MC(%)Age(y'･BP)

(17

(53

(1

(3
(19

8％）

7％）

1%)

3％）

5％）

1661calAD-1697calAD

1726calAD-181aalAD

1836calAD-184&alAD

1851calAD-187&alAD

1917calAD-1954calAD

(11.9%)

(38.7％）

(5.2％）

(12.4%)

1669calAD-1683calAD

173&alAD-1781calAD

1799calAD-180asalAD

1931caIAD-1947balAD

97.51±0．31 172±26IAAA-102466 200±30

0％）

1%)

1％）

(3

(4

(61

1188calBC-1181calBC

1155calBC-1146calBC

ll30calBC-104"alBC

1211calBC-1側馳alBC(95.4%)69.43±0．23 2.908±27IAAA-102467 2,930±30

l"8calBC-974calBC(58.5%)

956calBC-941calBC(9.7%)
1114CalBC-923calBC(95.4%)70.32±0．24 2,847±28IAAA-102468 2,830±30

(14.7％）

(14.0％）

(31.3％）
(8.1%)

772CalBC-748calBC

688calBC-666calBC

643calBC-591calBC

579calBC－562calBC

791calBC-721calBC(25.3%)

695calBC-540calBC(70.1%)
2,516±27IAAA-102469 2,470±30 73.56士().25

0％）

1%)

4％）

(13.6％）

(3.8％）
(50.8％）

770calBC-506calBC

462calBC-450calBC

441calBC-418calBC

(92

(1

(2

756calBC-722calBC

694calBC-684calBC

669calBC-540calBC

73.77±0．26 2,481±28IAAA-102470 2,440±30

7％）

7％）

8％）

４

６

６

３

２

く

~

く

lO21calAD-1"(XJalAD

1094calAD-112malAD

1141calAD-1148calAD

1015calAD-115RalAI) (95.4%)88.74±().26 974±25IAAA-102471 960±20

[参考値］
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Ⅵ自然科学的分析

2 中五区2 ． 3遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

有限会社遺物材料研究所

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行なっている'~2,3)。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距離は数千キロメー

トルは一般的で、 6千キロメートルを推測する学者もでてきている。このような研究結果が出てきて

いる現在、正確に産地を判定すると言うことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理原則

は、同じ元素組成の黒曜石が異なった産地では生成されないという理論がないために、少なくとも遺

跡から半径数千キロメートルの内にある石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件

を満たす必要がある。ノーベル賞を受賞された益川敏英博士の言を借りれば、科学とは、仮説をたて

正しいか否かあらゆる可能性を否定することにある。即ち十分条件の証明が非常に重要であると言い

換えられると思われる。 『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、他

の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、他の産地には一致しないという「十分条件」を

満たして、一致した産地の原石が使用されているとはじめて言い切れる。また、十分条件を求めるこ

とにより、一致しなかった産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資料が提供される｡』

産地分析の方法

先ず原石採取であるが、本来、一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが

現実的には不可能である。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、その産地全ての原石を分析

して比較した結果と同じ結果が推測出来、理論的にも証明されている方法として、マハラノビスの距

離を求めてその結果を用いておこなうホテリングのT2乗検定法がある。ホテリングのT2乗検定法

とクラスター判定法（同定ではなく分類)、元素散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）の各々の

方法を比較すると以下の通りとなる。

クラスター判定法はクラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスターが変動し

てしまう。例えば、A原石製の遺物とA、B、C産地の原石でクラスターを作ったとき遺物はA原石

とクラスターを作るが、A原石を抜いて、D、E産地の原石を加えてクラスターを作ると、遺物がE

産地とクラスターを作ってしまう。もし、A産地が調査されていないと、遺物はE原石製遺物と判定

される可能性があり結果の信頼性に疑問が生じる。また、A原石製遺物と分かっていれば、E原石と

クラスターを作らないようもできる。クラスター分析を正確に行うには遺物の原石産地を予め推測し、

クラスターを組み立てる必要があるため、正しい結果を得るのは大変に困難なものとなる。

元素散布図法は肉眼で原石群元素散布図の中に分析した遣物の結果が入るか否かを図示した方法で、

原石の含有元素の絶対定量値を求めてその違いを地球科学的に議論するには地質学では最も適した方

法であるが、産地分析の見地からみると、クラスター法よりさらに後退した方法であり、何個の原石

を分析すればその産地を正確に表現出来るのか不明で、例えば分析する原石の数が少ないときにはA

産地とB産地が区別できていたのに、分析する原石数が増えるとA産地、B産地の区別ができなくな

る可能性があり （クラスタ法でも同じ危険性がある)、判定結果に疑問が残る。以上のことから産地分

析の方法として理想的なものは、地質学の常識的な知識さえあればよく、火山学、堆積学などの専門
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2 中五区2 ． 3遺跡出土の黒lli臘石製遺物の原材産地分析

知識は必要なく、また、実際の分析においては非破壊で遺物の形態の違いによる相対定量値の影響を

評価しながら同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係なく、如何に原理原則に従って正確

な判定をおこなえるかが重要である。このようにクラスター判定法、元素散布図法の欠点を解決する

ために考え出され、理論的に証明された判定法がホテリングのT2乗検定法である。

仮に現在調査した317個の原石・遺物群について散布図を書くと、各群40個の原石の元素分析結果を

元素散布図にプロットすると、318群×約40個＝12,720点の元素散布図になり、これが8元素比を組み

合わせて散布図を作ると28個の2次元図となり、この図の中に遺物の分析点をプロットして産地を推

測することは、想像できても実用的でなく。もし、散布図で判定するなら、あらかじめ遺物の原石産

地を決めて、予想した産地のみで散布図を書き産地を決定する。これでは、一致する産地のみを探す

のみで、科学的分析のあらゆる可能性を否定することが科学分析であると言うことに反し科学的産地

分析と言えない。産地分析を正確に行うには、ある産地の原石の元素組成と遺物の元素組成が一致す

ればそこの産地の原石と決定できるという理論がないために、多数の産地の原石と遺物を比較し、必

要条件と十分条件を満たす必要がある。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重

要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの

人手が加わった調合素材があり、それらが一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性

があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する上で

重要な意味をもつ結果である。しかし、石器の様式による分類ではなく自然の法則で決定した石材の

元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置

する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半

端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器

の元素組成とA産地原石の元素組成が一致し、必要条件を満たしたとき、確かにA産地との交流で伝

播した可能性は否定できなくなるが、偶然（産地分析法が不完全なために）に一致した可能性も大き

く、 もし他のB、C、D…の産地の原石と比較していない場合それらの産地でないとの証拠がないた

めに、A産地だと言い切れない。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、

B、C、D…）の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明す

れば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは観察す

る人たち個々の主観が入り、分類基準がまちまちとなるため混乱し不可能であると思われる。また、

自然科学的分析を用いても全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によっ

てそれぞれ異なるため、実際におこなってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所

の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより大きく左右され、比較した産地が少なければ

信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は原産地ごとに大きな差はみられない

が、不純物として含有される微量成分組成には違いがあると考えられるため、微量成分を中心に元素

分析をおこないこれを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、

あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分

散などと遺物の分析値を対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。また、

古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地が異なる地点の可能性は

十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測

して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を分析した全ての産地についておこない、

ある遺物原材と同じ元素組成の原石がA産地では10個中に一個みられ、B産地では一万個中に一個、

C産地では百万個中に一個、D産地では…一個と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果か
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Ⅵ自然科学的分析

らA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。すなわち多変量解析の手法を用いて、各産地に

帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は北海道富良野市に位置する中五区2遺跡および中五区3遺跡出土の黒曜石製遺

物30個で、産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sl･、Y、Z1-、Nb

の12元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、M''/Z'･、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr

/Z'･、Y/Zr、Nb/Zrの比の値を産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、

東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地

は分布している。調査を終えた原産地を図lに示す。元素組成によってこれら原石を分類し表1に示

すこの原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると318個の原石群・遺物群になる。ここ

では北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別

郡遠軽町白滝に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、ま

た白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く

赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別

できない原石が採取でき、あじさい滝原石を分類すると、あじさい滝群（旧白滝第2群） とあじさい

滝第2群の群を作った。また、八号沢の黒曜石原石と白土沢、十勝石川沢の転礫は梨肌の黒曜石で元

素組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。 ||滉加沢（左の沢）からの転礫の中で70％は幌加沢

群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に一致する。置戸地

域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石であり、その元素組成は置戸・

所山群にまとまり、 また同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。また、同町中里地

区の露頭の小原石（最大約3cm)は、置戸山群、常呂川の転礫で作った常呂川第5群に一致し、同町

安住地区の小原石の中には常呂川第3群に一致する原石がみられた。北見市留辺蕊町のケショマップ

川一帯で採取される原石はケシヨマップ第1、第2およびチマキナウシ林道から採取される黒曜石原

石から新たにケショマップ第0群（旧ケシヨマップ第3群に似る）分類される。また、白滝地域、ケ

ショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の

円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜石円礫247個の元素組成分類結果を表2に示した。ま

た、中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した658個の円礫の中には、独特の元素組成の原石も見られ、

新しい原石群を追加し分類結果を表lと表3に示した。また、湧別川の上流地域の遠軽町社名渕地域

のサナブチ川流域からも独特の元素組成の原石が見られ、表1と表4に示した。十勝三股産原石は、

北海道河東郡上士'幌町の十勝三股露頭があり、また露頭前の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が

採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十勝三股を起点に周

辺の河川から転礫として採取され十三ノ沢、 タウシュベツ川、音更川、芽登川、美里別川、サンケオ

ルベ川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の元素組成は、十勝三

股産の原石の元素組成と相互に近似している。これら元素組成の近似した原石の原産地は相互に区別

できず、 もし遺物石材の産地分析でこの遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら

十勝三股を起点にした周辺の河川の複数の採取地点を考えなければならない。しかし、この複数の産
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2 中五区2 ． 3遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

地をまとめて十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。釧

路・上阿寒地域の礫層から最大3.5cmの大きさの円礫状黒曜石原石が産出し、成分組成は十勝三股産

と一致した。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2つの

美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川

および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを元素組成で分類すると

88％は名寄第1群に、また12％は名寄第2群にそれぞれ分かれる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡

付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、20％が近文台第1群、 69％が近文台第2

群、 11%が近文台第3群にそれぞれ分類され、それから台場の砂礫採取場からは近文台諸群に一致す

るもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第1、 2群を作った。また、滝川市江別乙で採集され

る親指大の黒曜石の礫は、元素組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21%が近文台第2， 3

群に元素組成が一致する。滝川群に一致する元素組成の原石は、北竜町恵袋別川培本社からも採取さ

れる。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取

される。産出状況と礫の状態は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第1群は滝川第1群に元素組成が一致

し、第2群も滝川第2群に一致しさらに近文台第2群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡

赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここから採取される原石の中で少球

果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえないもので赤井川第1群を作り、また、球果

の非常に少ない握り拳半分大の良質なものなどで赤井川第2群を作った。これら第1， 2群の元素組

成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町

から産出し、元素組成によって豊泉第1， 2群の両群に区別され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく

良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、

青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。最近の北見市教育

委員会太田敏量氏による原石産地調査で、上足寄地域から上足寄群、津別・相生から相生群、釧路市

埋蔵文化財センターの石川朗氏による釧路空港、上阿寒地域からピッチストーン様の黒曜石が調査さ

れ、相互に似た組成を示し、それぞれ相生群、釧路空港群を作った。また雄武地域・音稲府川から名

寄第2群に組成の似た音稲府群、鶴居・久著呂川から久著呂川群を作り原石群に新たに登録した。出

来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出

来島群と相互に似た元素組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1

点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ぱみ地区より採取されている。青森県西

津軽郡深浦町の海岸と同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群を

作り、 また、八森山産出の原石で八森山群を作った。これら深浦町の両群と相互に似た群は、青森市

戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第2群である。戸門第1群、成田群、浪岡町県民の森地

区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1， 2群と弁別は可能であるが原石の元素組

成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石雛が作れる大きさのも

のがみられるが、鷹森山群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5cm大のものもみられる。ま

た、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、 日本、近隣国を

含めた産地の合計318個の原石群・遺物群と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同

定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

〃4



Ⅵ自然科学的分析

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。縄文時代

の黒曜石製遺物は表面から約3ミクロン程度の厚さで風化層ができている。分析はこの風化層を通し

て遺物の内部の新鮮面をいかに多く測定するかが重要であり蛍光X線分析法の中の電子線励起方式の

EPMA分析は表面の分析面積l～数百ミクロン分析されているが、深さ約1ミクロンの風化層しか分

析を行っていないために、得られた結果は原石で求めた新鮮面のマトリックスと全く異なった可能性

の風化層のみの分析結果になるために、黒曜石遺物は破壊して新鮮面を出して分析する必要がある。

従って、非破壊分析された黒曜石製遺物のEPMA測定された産地分析結果は全く信用できない。X線

励起(50KeV)のときマトリックスをシリカとしてモデル計算を行うと、表面から、カリウム元素など

軽元素で数ミクロンから10ミクロン、鉄元素で約300ミクロン、ジルコニウムで約800ミクロンの深さ

まで分析され、鉄元素より重い元素では風化層の影響は相当無視できると思われる。風化層以外に表

面に固着した汚染物が超音波洗浄でも除去できないときはその影響を受ける。また、被熱黒曜石の風

化層は厚く、表面ひび割れ層に汚染物が入り込んでいるときも分析値に大きく影響する。風化層が厚

い場合、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすいと考えられ、Ca/K、Ti

/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なう。軽元素比を除いた場合、また除かずに産地分析を行っ

た場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を完全

に否定することができないので、得られた確率の数値にはや、不確実さを伴うが、遺物の石材産地の

判定を誤るようなことはない。一方、安山岩製石器、石片は、黒曜石製遺物に比べて風化の進行が早

く、非破壊で原石産地が特定される確率は黒曜石製遣物に比べて相当低くなる。サヌカイト製は風化

の進行が早く完全非破棄分析での産地分析ができる確率は黒曜石に比べて相当低くなる。サヌカイト

製遺物の表面が白っぽく変色した部分は新鮮な部分と異なった元素組成になっていると考えられる。

このため遺物の測定面の風化した部分に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除

き新鮮面を出して測定を行なっている。分析した黒曜石製遺物はセイコーインスツルメンツ社のSEA

2110Lシリーズ卓上型蛍光X線分析計で行った。

分析した中五区2 ． 3遺跡出土の黒曜石製遺物の各元素比の値を表5に示した。石器の分析結果か

ら石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするた

めRb/Z'･の一変量だけを考えると、表5の試料番号105524番の遺物ではRb/Z'･の値は0.821であり、所

山の［平均値］±［標準偏差値］は、0.824±0.034である。遺物と原石群の差を所山の標準偏差値(o)

を基準にして考えると遺物は原石群の平均値から0.088o離れている。ところで所山群原産地から100"-

の原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.088oのずれより大きいものが92個ある。すなわち、

この遺物が、所山群の原石から作られていたと仮定しても、0.088o以上離れる確率は92%であると言

える。だから、所山群の平均値から0.088oしか離れていないときには、この遺物が所山群の原石から

作られたものでないとは、到底言い切れない。次にこの遺物を赤石山群に比較すると、赤石山群の［平

均値］±［標準偏差値］は、 1.340±0.059であるので上記と同様に赤石山群の標準偏差値（O）を基準

にして考えると、この遺物の赤石山群の平均値からの隔たりは8oである。これを確率の言葉で表現す

ると、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から8o以上離れている確率は、三十兆分の

一であると言える。このように、三十兆個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物

が作られたとは考えられないから、この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定で

きる。これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は所山群に92％の確率で帰属され、信頼限界

の0.1％を満たしていることから所山産原石が使用されいると同定され、さらに赤石山群に三千億分の

一％の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1％に満たないことから赤石山群の原石でないと同定される｣。
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2 中五区2 ． 3遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

遺物が一ヶ所の産地（所山産地） と一致したからと言って、例え所山群と赤石山群の原石は成分が異

なっていても、分析している試料は原石でなく遺物であり、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非

破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない。同種岩石の中での分類である以上、

他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（所山産地）に一致し必要条件を満足した

と言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表lの318個すべての原石

群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消し

ていくことにより、はじめて所山産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといっ

た唯1つの変量だけでなく、前述した8つの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければなら

ない。例えば、A原産地のA群でCa元素とRb元素との間に相関がありCaの量を計ればRbの量は分

析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca

量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合

には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるよう

にしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングの

T2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4.5)o産地の

同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製のものについては318個の推定確率結果が得られている。今

回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の

都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非

常に重要な意味を含んでいる。すなわち所山産原石と判定された遺物に対して、カムチヤッカ産原石

とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要が

ないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表6に記入した。

風化の程度の差はあるものの風化していない遺物はなく、遺物を分析して原石産地が同定されない

場合は、 l :風化の影響で分析値が変動し、新鮮面と分析値が大きく異なったとき｡ 2 :遺物の厚さ

が薄く、厚さの影響が分析値に現れたとき （細石刃、薄い剥片など)。3 ：未発見の原石産地、消滅し

た原産地の原石が使用されているときなど。風化の影響を受けている遺物は黒曜石は光沢なく表面が

雲っていて、分析するとカリウムの分析値が大きく分析される。風化の影響が少ないときは軽元素比

を抜くことにより同定が行える。風化が激しく、軽元素以外の他の元素まで風化の影響がおよぶと、

遺物の産地は同定できなくなり、判定は不明とする。原石群を作った原石試料は直径3cm以上で5mm

以上の厚さであるが、細石刃などの小さな遺物試料の分析では、遺物の厚さが1.5mm以下の薄い部分

を含んで分析すると、厚さの影響を受けて、重い元素は小さく測定され、分析値には大きな誤差範囲

が含まれるために、分析値に実験で求めた厚さ補正値を乗じて同定を行わなければならない。分析平

均厚さが0.3mm以下になると補正が困難になり同定できない。細石刃は厚さが薄く、縄文時代の遺物

より風化の進んだ遺物もあり、厚さ補正と軽元素を抜いて同定を行っている。

蛍光x線分析では、分析試料の風化による化学的変化（カリウムが大きく観測される)、表面が削ら

れる理的変化、不定形の小試料では薄い部分を完全に避けて分析できないとき、分析面が遺物の極端

な曲面しか分析できない場合など、分析値に影響が残り、また、装置による分析誤差も加わり、分析

値は変動し判定結果は一定しない。特に元素比組成の似た原産地同士では区別が困難で、遺物の原石

産地が原石・遺物群の複数の原石産地に同定されるとき、および、信頼限界の0.,％の判定境界に位置

する場合は、分析場所を変えて3～12回分析し最も多くの回数同定された産地を判定の欄に記してい

る。風化、厚さ、不定形など比較原石群分析とは異なる誤差が遺物の分析値に含まれるために、産地

分析では、一致する産地（必要条件）の結果だけでは信頼性が小さく、他の産地には一致しない（十
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Ⅵ自然科学的分析

分条件）ことを満足しなければならない。また、判定結果には推定確率が求められているために、先

史時代の交流を推測するときに、低確率（1％以下）の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学者

が推定確率をみて選択できるために、誤った先史時代交流を推測する可能性がない。

ホテリングのT2乗検定の定量的な同定結果と石材の成分組成以外の各産地特有の原石の特徴を考

慮して遺物の原石産地を判定する。白滝地域産黒曜石の中で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を

持っているが、元素組成が相互に似たあじさい滝、八号沢、白土沢、 ｜幌加沢、十勝石川沢などの群の

原石は、あじさい滝、 |幌加沢産はガラス光沢で梨肌でなく、八号沢、白土沢、十勝石沢川産は梨肌を

示すため、原石産地の判定に梨肌か、梨肌でないかを指標に加えた。また、赤井川および十勝産、上

阿寒礫層産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、膳森山地区、浪岡町大釈迦

より産出する黒曜石で作られた戸門第1、鷹森山、大釈迦の各群の元素組成が赤井川第1、 2群、十

勝三股群、上阿寒礫層群に比較的似ているために、遺物独特の風化の影響、不定形による影響を受け

た分析値は、影響の受け方の程度により戸門原産地と赤井川または十勝・上阿寒礫層産地、これら複

数の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。十勝三股群、上阿寒礫層群、赤井川諸群、

大釈迦群、戸門第1群、鷹森山群に同定された遺物を定量的に弁別する目的で、元素比の組み合わせ

を探し、新たに、K/Si、Fe/Z'･、Sl･/Zr、Y/Zl･、Sr/Rb、Y/Rb、Ti/Fe、Si/Feの組み合わせによるホテ

リングのT2乗検定を行う。また、従来の元素比の組み合わせで同定されなかった原石・遺物群は十

分条件となる。従って、判定の必要条件と十分条件は新元素比と従来元素比の両ホテリングのT2乗

検定結果の組み合わせで判定する。また、戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺

物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、これを戸門産地における第1群（50％） と

第2群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のな

かに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかった

と推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された可能性は低いと思われ

る。新たな元素比の組み合わせでも、十勝三股群と上阿寒礫層群は区別ができず、上阿寒礫層群の原

石は最大3.5cm以下の河川のローリング痕のない小円礫で、遺物にローリング痕（河川礫）を持つと

き、 また大きさが3.5cm以上の場合十勝産と特定できる。また石器作成にロスする原石長さを考える

と、かなり小さな石器、剥片でも上阿寒礫層群の原石は使用できない可能性がある。今回分析した中

五区2 ． 3遺跡出土遺物の一部の十勝産、赤井川産原石使用遺物の原石産地の判定には表6に示す新

元素比の組み合わせによるホテリングのT2乗検定と遺物の大きさ、ローリング痕の有無から判定を

行った。

ホテリングのT2乗検定結果で、所山群、常呂川第4群、KSl遺物群に同時に信頼限界の0. 1%を越

えて同定される場合がみられるが、分析値に僅かな水和層（風化）の影響(K元素値が少し大きくな

る傾向）を受けた黒曜石製遺物では、複数の産地に同時に信頼限界の0.1％を越えて同定される。この

とき、確率が高く同定された群の原石と判定するが、確率が低いが、原石群と遺物群が同時に同定さ

れている場合は、原石群が確率が低い場合でも、風化の影響で遺物群の方に確率が高く同定されたと

して、原石群の産地の原石と判定する。遺物の原石が露頭で採取されたか、河川で採取されたかの判

定は、遺物に原石の自然面が残る場合は円礫は河川採取で、角礫は露頭採取と判断する。円礫の自然

面を持つ遺物には河川・常呂川第4群、河川・所山と、また、角礫は、露頭・所山、露頭・常呂川第

4群と露頭、河川を付けてそれぞれ判定の欄に記した。河川礫は河岸段丘のような陸化した場所から

も採取される。

赤石山、八号沢・白土沢、あじさい滝、幌加沢群、ケショマップ第2群に一致する元素組成の原石
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は白滝地域、ケショマップ産地以外に湧別川下流域でも円礫状で原石が採取される（表2)。また、所

山群、置戸山群、ケシヨマツプ第1群、ケシヨマツプ第2群、常呂川第2群、常呂川第3群、常呂川

第4群、常呂川第5群、常呂川第6群、十勝群、台場第2群、割れ面が梨肌の親指大の八号沢群に一

致する元素組成の円礫状の原石が北見・常呂川流域で採取される（表3)。サナブチ川からは社名渕群、

赤石山群、八号沢・白土沢群に一致する原石が採取される（表4)。分析した遺物が、白滝地域、置戸

地域、留辺蘂・ケショマップ地域の露頭産か、また湧別川下流域、常呂川流域、サナブチ川産の何れ

かの産地から伝播したかを推測するには、多数の遺物を分析して、各産地群に同定される頻度を求め、

湧別川、常呂川採取黒曜石原石の頻度分布と比較して決定される。以上の判定基準に従って今回分析

した中五区2 ． 3遺跡出土黒曜石製遺物の産地分析結果の判定を表6の判定の欄に記した。今回、分

析した遺物の中に上阿寒礫層産と思われる礫面をもつ遺物が見られず、十勝三股産黒曜石の円礫状の

黒曜石が多く見られることから、 3.5cm大以下で、ローリング痕の持たない遺物についても、ホテリン

グのT2乗検定に従って、十勝産黒曜石と判定の欄に記した。交流の活発な原石産地の原石が多量に

遺跡に伝播すると考えると、十勝地域との交流が活発で、白滝地域との交流が推測され、これら地域

との生活、文化情報の交換があったと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。
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Ⅵ自然科学的分析

表1－2－2黒曜石製遣物群の元素比の平均値と標準偏差値
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2 中五区2 ． 3遺跡出土の黒ll秘石製遺物の原材産地分析

表2湧別川河口域の河床から採取した247個の黒曜石円礫の分類結果

原石群名 個数 ｜百分率 備 考

白滝産地赤石山群に一致

割れ面が梨肌の黒曜石

割れ面が梨肌でないもの

赤石山群

八号沢・白土沢群

あじさい滝群、 II聰加沢

ケショマップ第2群

KS3遺物群

90個

120個

31個

5個

1個

％

％

％

％

％

６

９

３

２

“

３

４

１

０

注：八号沢、白土沢、あじさい滝、 I幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表3 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した661個の黒曜石円礫の分類結果

原石群名 個数 ｜百分率 備 考

所山群

置戸山群

ケショマップ第1群

ケショマップ第2群

321個

75個

65個

96個

常呂川第4群に似る

常呂川第2群，常呂川第5群, HS2遺物群に似る

FRl,FR2遺物群に似る

希に同時にケシヨマップ第0群に0.5～0.001%で同定、FR1,FR2遺物

群に似る

割れ面梨肌

置戸山群，高原山群HS2遺物群に似る

49％

11％

10%

14%

八号沢群

常呂川第2群

常呂川第3群

常呂川第4群

常呂川第5群

常呂川第6群

常呂川第7群

常呂川第8群

十勝

台場第2群

1個

14個

3個

70個

10個

1個

2個

1個

1個

1個

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

２

２

５

１

２

２

３

２

２

２

●

１

０

０

一

０

０

０

０

０

０

０

KS1遺物群、所山群に似る

置戸山群, HS2遺物群に似る

FH1遺物群に似る

FR2遺物群に似る

名寄第2群に似る

戸門第1群，鷹森山群，大釈迦群に似る

美蔓第1群に似る

注：常呂川第2群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

表4 サナブチ川から採取した44個の黒曜石円礫の分類結果

個数 百分率原石群名 備 考

社名渕群

赤石山群

八号沢・白土沢群

42個

1個

1個

95％

2％

2％

白滝産地赤石山群に一致

割れ面が梨肌の黒曜石

注；八号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。
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Ⅵ自然科学的分析

表5 中五区2． 3遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

元 素 比分析

番号 Ca/K ri/K Mn/Zl Fe/Zl Rb/ZI Sr/Z】 Y/ZI Nb/ZI A1/K Si/K

110999 0.258 0.075 0．066 2179 1.068 0.080 ().3920.421 0.331 0．029

111000 0.259 0.080 2．273 l0870.070 0.418 0.343 0.()72 0.029 0.397

0.263 1072lllOO1 0．074 0.071 2．245 ().402 0.321 0.067 0.030 0.406

111002 0.257 0.()70 0．066 2．215 1.081 0.458 0.375 ().034 0.028 0~388

lllOO3 0.260 0.078 0．066 2113 1.078 0.428 0.335 0.047 0.030 0.407

111004 ().256 0.076 0．067 2．236 1.090 0.447 0.333 0.036 0.029 0.397

lllOO5 0.259 0．075 0．056 1.928 lO62 0.029 0.3970.437 0.343 ().030

111006 0.255 0.077 0.069 2.292 1．136 0.432 0.353 0.077 0.029 0.395

111007 0.188 0．042 1.980 0.9630.062 0.364 ().267 0.047 0.()18 0.245

111008 0.257 0．078 ().079 2.506 1．161 0．468 0.359 0.0290.053 0.402

111009 0.169 0．063 0，079 2．639 1.298 0.312 0.“9 0.028 0.3610.237

111010 0.259 0.074 2.350 1.1600．072 0.486 ().353 0.075 0.030 0.404

111011 ().225 0.()66 0.()63 2．075 1.071 0．403 0.343 0.069 0．024 0~325

111012 0.239 0.071 0.071 2．274 1244 0.083 0.3840.420 0.403 0.028

111013 0255 0.078 0．066 2221 1.099 0.442 0.333 0.()39 0.029 0.380

111014 0.254 0．077 0.078 2．493 1.197 0．400 ().336 0.071 0.028 0.382

111015 0.263 0.083 0．068 2．274 1.146 0．437 0.068 0.029 03870.317

1.126lllO16 0~255 0.077 0.061 2．188 0.437 0.353 0.026 0.028 0.380

111017 0.257 2．234 1.088 0.034 0.029 0.3880.()76 0．07(） 0.400 0.320

111018 0.061 0．081 2871 1.324 0．277 0.33(） 0.073 0.027 0.3560．173

0.081 2．895 l423 0.05(） 0023 0.3()0111019 0.154 0．050 0.284 0.351

().026 0.355111020 0.024 0.094 2．829 1.753 0. 104 0.471 0.1130.141

2．861 1.343 0.343 0.032 0.027 0.351111021 0.177 0.066 0.078 0.275

2．918 1.380 0.318 0.358 0028 0.371111022 0.174 0.061 0.081 0.096

0.3610．062 0.078 2748 1.284 0.267 0.352 0.()75 0.028111023 0. 177

2．682 1.281 0.263 0.018 0.028 0.369111024 0. 173 0.063 0076 0.343

0.3550.169 0．060 0．082 2．455 1.458 0．320 0.350 0.()92 0.027111025

2．293 1．316 0.336 0.056 ().028 0.363111026 ().171 0．058 0.()75 0.271

2．683 1．331 0.248 0307 0045 0.028 0.365111027 0. 173 0．060 0.077

2.087 1．219 0.322 0.071 0.027 ().350111028 0.170 0~055 0．072 0．247

0.208 4．113 0．969 l260 0.310 0.047 0.031 0.317IG－l 0.780 0.072

JG-1 :標準試料-Ando,A.,Kul･asawa,H.Ohmori,T.&'Inkeda,E. 1974compilationof(lataontheGJSgeochemical

l･eferencesamplesJG-1granodiol･itealldJB-lbasalt.GeochemicalJournal,Vol､8175-192(1974)
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十
勝
＝
股
（
70
％
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：
【
】
で
,J
箸
れ
た
推
定
確
率
は
風
化
層
の
影
禅
を
受
け
や
す
い
軽
ﾉ心
素
(C
a/
Kf
ll
/K
)の
軽
元
無
比
を
抜
い
て
判
定
を
行
っ
た
結
果
で
、
31
8個
の
脈
石
~週
物
群
の
中
で
0.
1%
以
上
の
確
率
で
判
定
き
れ
た
原
石
産
地
を
記
し
た
。

|･
勝
三
股
・
上
阿
寒
礫
層
産
原
石
と
汁
繰
県
産
原
石
と
の
区
別
:K
/S
i、
Fe
/Z
1･
、
SI
･/
ZI
･、
Y/
ZI
。
、
Sr
/R
b，
Y/
Rb
、

'1
Y/
Fe
、
Si
/I
℃
の
新
元
素
比
に
よ
る
十
勝
一
股
、
上
阿
寒
礫
届
、
鷹
森
山
、
火
釈
迦
、
戸
門
第
1群
の
み
で
ホ
テ
リ
ン
グ
の
T2
染
検
定
を
行
う
。
こ
の
検
定

で
分
析
で
き
れ
た
過
物
は
十
勝
産
原
石
と
k阿
寒
礫
刷
原
石
に
一
致
し
必
要
条
件
を
満
た
し
、
十
分
条
件
と
し
て
青
森
県
産
原
ｲi
で
無
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
表
lに
掲
戟
し
て
い
る
青
森
県
産
原
石
群
を
除
く
他
の
原
石
群
に
一
致
し
な
い
と
い
う
卜
分
条
件
は
従
来
元
紫
比
に
よ
る

ホ
テ
リ
ン
グ
の
T2
乗
検
定
で
証
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
元
素
比
に
よ
る
結
果
と
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判
断
し
十
勝
産
ま
た
は
上
阿
寒
礫
瞬
産
原
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
判
定
し
た
。
上
阿
寒
礫
層
産
は
ロ
ウ
リ
ン
グ
痕
の
な
い
円
礫
で
最
大
約
3.
5c
mで
あ
る
。
遺
物
が
3.
5

c
m
以
上
で
あ
れ
ば
l
･勝
産
と
言
え
る
。

注
意
；
近
年
産
地
分
析
を
行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
判
定
根
拠
が
暖
味
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
の
み
を
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
糀
告
で
は
ロ
本
に
お
け
る
各
遺
跡
の
産
地
分
析
の
判
定
雑
準
を
‐
定
に
し
て
、
産
地
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
判
定
基
巡
の
異
な
る

研
究
方
法
（
土
器
様
式
の
基
準
も
研
究
方
法
で
異
な
る
よ
う
に
）
に
も
側
わ
ら
ず
、
似
た
産
地
名
の
た
め
に
同
じ
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
全
く
関
係
（
相
互
チ
ェ
ッ
ク
な
し
）
あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
結
果
に
連
続
さ
せ
る
に
は
本
研
究
法
で
再
分
析
が
必
要
で
す
。
本
報
告
の

分
析
結
果
を
考
古
学
資
料
と
す
る
場
合
に
は
常
に
同
じ
些
準
で
判
定
さ
れ
て
い
る
結
果
で
占
代
交
流
圏
な
ど
を
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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Ⅶまとめ

Ⅶまとめ

中五区1遺跡・中五区2遺跡・中五区3遺跡の調査報告である。 3遺跡とも縄文時代晩期を主体と

した遺跡で、空知川に近い狩猟・採集に係わる日常的な場と推定される。中五区3遺跡の南側では土

坑群が検出された。

中五区l遺跡は「天満宮」境内の段丘面と段丘崖の調査である。この段丘は階段状をなし試掘調査

では縄文時代中・晩期の遺物が出土している。一段高い段丘面が中期の主体部と推定されている。

調査範囲内の出土遺物に中期の土器は1点のみであるが、形態が中期と考えられる三角形を呈する

「石雛」と「つまみ付ナイフ」が出土している。晩期前葉から中葉が遺跡の主体である。

遺構は縄文時代後期末～晩期初頭の土器を伴う土坑が1基検出され、遣物は181点出土している。

中五区2遺跡は空知川の氾濫原に立地する遺跡で、晩期の焼土が6ヵ所あり、川原の安定した時期

に活動範囲にしていたことが窺える。土坑については植物由来の可能性もあり判然としない。F-1 ･

2とS－2、C－lは近世以降のもので互いに関連するものである。

中五区3遺跡は中五区2遺跡と同様に空知川の氾濫原に立地する遺跡だが、より丘陵側で八線川の

扇状地末端に位置し、両方からの増水があったと推定される。

晩期の土坑16基は南半部73区～79区の狭い範囲にまとまり、径と深さは小さいが土坑に伴う遺物は

台石や錨石などがあり、晩期中葉から後葉の墓域と様相が似ている。焼土・礫集中は北半部から検出

されている。

今回の調査では、縄文時代晩期の土器が多量に出土している。個々の土器片については、口縁部な

ど特徴のあるものについては細分が可能であるが、胴部片などは細分することが出来ないことが多く、

分類は便宜上「縄文時代後期末～晩期初頭」と「V群（晩期)」に大きく分けるにとどめた。

富良野地方の縄文時代晩期の土器の変遷については、杉浦重信氏（杉浦1989b)により、編年の考察

がなされているが、細分できなかったため、これに当てはめることができなかった。

縄文時代後期末～晩期初頭の土器は中五区1遺跡と中五区2遺跡で少量出土している。 IO突瘤文に

爪形が組み合わされた土器は中五区l遺跡P－1で1点出土している。

V群a類は緑町式が少量得られている。V群b類は西達布2遺跡（杉浦1989b)で出土したものと同

様な土器群が出土し調査を行った3遺跡の主要時期となっている。

V群c類のタンネトウL式期の土器が中五区3遺跡で少量出土している。

石器では、中五区3遺跡の土坑から出土した「錨石」が杉浦重信氏の論及（杉浦1988)で「形態的

な分類」が行われている。A型からD型に分け、 「A型」は「有溝石製品」とされたグループで長軸の

上端に浅い溝を持つもの。B型は「錨石」「石枕」「石枕状の石器」と呼ばれたグループで長軸の一端

に丹念に敲打調整したこぶ上の突起をつけたもの。C型は「特大型石錘」「石枕」の一種とされたもの

で長軸、または長軸と短軸に打ち欠きのあるもの。D型は「有溝石錘の一種」「有溝礫」とされた長軸

方向に溝をめぐらすものとされている。

今回、中五区3遺跡から出土した「錨石」について形態を当て嵌めると、 P－3のものはB型、 P-14

のものはC型となり、形態の異なる「錨石」が同一時期の土坑に埋納されていたことになる。形態の

違いは時期差ではないといえる。

石器の石材に、 「ガラス質安山岩」がある。 3遺跡ともスクレイパーなどの石器が出土している。中

五区2遺跡の礫層に原石があることや空知川に近いことを合わせ、上流に原材産地がある可能性があ

る。 （谷島）
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中五区1遺跡工事立会調査報告

富良野市教育委員会澤田健

1 工事立会調査に至る経緯

中五区l遺跡の工事立会調査は、天満宮氏子会を原因者とする天満宮神社の鳥居及び参道の移設工

事に伴って実施された。本工事は、前章まで記載の旭川十勝道路富良野道路の工事範囲が天満宮境内

に及んだことがそもそもの原因であり、道路建設と関連を有する事業である。

移設工事の計画は平成22年3月に決定された。工事区域には中五区1遺跡の所在が確認されていた

ため、同年5月14日付けで天満宮氏子会から北海道教育委員会（以下、 「道教委」と呼称する）に埋蔵

文化財保護のための事前協議と発掘届けが提出された。事前協議書の提出にあたっては、富良野市教

育委員会の意見として、調査対象範囲の面積が極めて狭小で、なおかつ工事の掘削深が浅いことから、

工事立会調査が妥当である旨を記した調書を添えて進達した。これを受けて、道教委から教文ス第630

号（平成22年5月26日付）により、移設工事施工にあたっては、富良野市教育委員会の立会を事前に

受けるよう指示がなされた。

工事立会調査は受託施工業者である道栄工業株式会社と日程及び施工方法に関する打合せを行った

上で、平成22年6月15日～16日に富良野市教育委員会の澤田健が実施した。

2工事立会調査結果の概要

工事立会調査を実施した場所は3地点あり、第1地点は道々山部北の峰線沿いに設ける参道範囲、

第2は旧鳥居地点、第3は新設する鳥居の設置場所である（図2)。

第1地点の工事は、道々山部北のIll隼線沿いから法面を掘削して階段を取り付け、社殿に至る階段ま

で砂利の敷設を行う計画であった。そこでこの範囲について重機を用いて慎重に掘削し、遺物包含層

と遺構の確認調査を行った。その結果、遺物包含層は過去の削平によってすでに消滅しており、遺構・

遺物は全く確認されなかった。なお、図2の破線で示した参道部分は遺物包含層が残存するため、包

含層上面で掘削を中止するよう指示し、遺跡を保護するよう努めた。

第2地点では、埋設された鳥居柱を掘り出すために、柱の周囲を重機で掘削する作業を行った。作

業は、まず鳥居柱の掘り方の確認を行い、次に掘り方の埋め土を周辺の遺物包含層に影響が及ばない

よう注意を促しながら掘削した。

第3地点では、新たに鳥居の柱を埋設する場所を調査した。本地点は、平成16年に実施した旭川十

勝道路富良野道路建設工事に伴う遺跡の範囲確認調査により、厚さ約10cmの遺物包含層を確認してい

たため、まず重機で表土を掘削した後、人力で調査にあたった。その結果、掘削した表土と表土直下

の黒色土層から縄文晩期所産の遺物が出土したが、遺構は確認されなかった。
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3基本土層

3基本土層

以下には新たに鳥居を設置した第3地点の基本土層を記す（図1）。

I層黒褐色をなす表土で約15cmの厚さで堆積する。遺物が少量出土する。

Ⅱ層黒色を呈する遺物包含層で表土直下に位置し、層厚は約10cmである。遺物の大半は本層から

出土する。

Ⅲ層暗褐色をなす漸移層で、 Ⅱ層の下位に位置し、 5～10cmの厚さで堆積する。遺物は認められ

なかった。

Ⅳ層本地点の基盤をなす褐色土層で、遺物は確認されていない。下限は不明である。

4 出土遺物

今回の工事立会で出土した遺物は、土器48,石錐4、削器2、掻器2，Rフレイク4，フレイク24、

チップ25、合計109点である。このうち表採資料が9点で、大部分は第3地点の黒色土層から出土した

ものである。以下には、特徴的な遺物のみを紹介する。

1）土器（図3-1～4、図版10-1～4）

土器は大半が縄文晩期後葉に属すると考えられるが、表面が摩滅した例が多く見られ、文様の比較

的鮮明な資料はここに紹介する4点だけである。 l～4は縄文晩期後葉の土器片である。 1は口縁部

片で縦位の貼付帯を持ち、縄線と刺突、沈線が施されている◎ 2～4は胴部片で、 2は曲線状の太い

沈線と直線状の細い沈線の組み合わせが、 3は横位の縄線と刺突文が認められる。 4は斜行縄文が施

文されている。

2）石器（図3-5～10、図版10-5～10)

石器の大部分は伴出した縄文晩期後葉の土器群に伴うものと推定される。 5 ． 6は小型の有茎石継

である。 7 ． 8は側縁にやや直線的な刃部を持つ削器である。 9 ･ 10は掻器で鈍角な刃部が側縁に認

められ、 10は大型の例である。石材･は10が安山岩で、その他は黒曜石である。

凡例鳥居新設地
(位置）

地表現

震冒ヨニ

鳫・ .5rn
一
一
一
‐
~
一 1 rn

図1 土層模式図
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図2調査区の位置
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4 出土遺物

篭轤轤霞溌

42
3

10cm0

I挙り参●'参
○5 －6

~

ご～－－1 7

I ~一一戸一声図3工事立会調査

0

－8
5cm

工事立会調査出土遺物

表1 工事立会調査・掲載土器一覧

●号躍
１
２
３
４

挿 調査区

新鳥居AIX

新鳥居B区

新鳥居AIX

新鳥居A区

点数

1

1

1

1

馳
一
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ

獅
一
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ

備考

平成22イド度天満宮神社工事立会調査

平成22年度天満宮神社工事立会調査

平成22年度天満宮神社工事立会調査

平成22年度天満宮神社工事立会調査

表2工事立会調査・掲載石器一覧
ロ
万鴎

５
６
７
８
９
叩

雨１
調査区

新鳥居B区

表採

新鳥居B区

新烏居B区

新鳥居A区

新鳥居B区

恥
一
Ⅱ

榊
一
磁
醗
峠
一
鱸
一
癖
一
癖

長さ(cm)

2．2

l.9

5．0

5．5

3．8

4．6

幅(cm)

芸
2．7

2．7

3．2

11.1

厚さ(cm)

0．4

0．3

0．6

0~7

08

17

重さ(9)

0．8

0．5

10．7

10.3

6．8

99．0

噸
諏
一
辨
一
鞭
一
辨
一
轆
一
韮

備考

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ
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4 出土遺物

04鳥居新設地・表土の掘削状況

05鳥居新設地の調査状況

06 A区（北側）の土層断面
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07 A区の完掘状況

08 B区（南側）の土層断面

09 B区の完掘状況
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l 出土遺物

■
2

1

▲ ６

偽
も
曲
げ
ｙ

ｊ

ａ

『

9

10工事立会調査出土遺物
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中五区1遺跡 図版1

－

~

1中五区1遺跡遠景（北東から）

2中五区1遺跡斜面部（北東から）



中五区1遺跡図版2

1平坦部調査状況（西から） 2斜面部調査状況（西から）

3B3区士層断面（東から） 4B4区～B3区±層断面（南西から）
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図版3中五区2遺跡
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図版4 中五区2遺跡

1 1 11区遺物出土状況（北から） 2 1 11区遣物出土状況（北から）
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中五区2遺跡
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図版6 中五区2遺跡

2F-2検出状況（西から）
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中五区2遺跡 図版7

1 F-6土層断面（北から） 2F-7士層断面（東から）

3F-8検出状況（北東から） 4F-8土層断面（東から）
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図版8 中五区2遺跡

1中五区2鉄塔部分遠景（北西から） 2中五区2鉄塔下表土除去後（南から）

3鉄塔下調査状況（南から） 4鉄塔下遺物出土状況（北から）

5鉄塔下遺物出土状況（北から） 6鉄塔下遣物出土状況（西から）

7鉄塔下遺物出±状況（東から） 8鉄塔下完掘（南から）



図版9中五区3遺跡

1中五区3遺跡全景（北西から）

2中五区3遺跡R61区遺物出土状況（東から）



図版10
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1 R61区遺物出土状況（東から） 3R61区S－1出土状況（南から）

4R63区遺物出土状況（西から） 5R63区遺物出土状況（南から）
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6T63区遣物出土状況（東から） 7R79区遺物出土状況（西から）



中五区3遺跡 図版11

1 74ラインより南調査状況（北西から）

2RS76･77区遺物出土状況（北西から）



図版12 中五区3遺跡

1T74区石製品出土状況（北から) 2T75区遣物出士状況（西から）

3P-1土層断面（西から) 4P-1遺物出士状況（南から）
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』

5P-2検出（西から） 6P-2遺物出土状況（西から）

7P－3検出（南から） 8P-3検出二回目（南から）



中五区3遺跡 図版13
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中五区3遺跡図版14
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中五区3遺跡 図版15
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5P-12調査状況（北から） 6P-12調査状況（北から）

7P-13士層断面（西から） 8P-14±層断面（西から）



図版16 中五区3遺跡

1 P-14遺物出±状況（西から） 2P-14完掘（西から）

3P-15土層断面（北から） 4FC-1検出（北から）

5F-1検出（南から） 6F-1±層断面（南東から）

7F-2検出（北東から） 8F-1士層断面（南から）



図版17中五区3遣跡
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2F-3土層断面（西から）1 F-3検出（東から）

4F-4土層断面（西から）3F-4検出（北から）

6F-5士層断面（北から）5F-5検出（北から）

8防火用水路下調査状況（北西から）7防火用水路下調査前（北から）



図版18 中五区3遺跡

1 ST74遺物出土状況（西から） 2ST75遺物出土状況（南東から）

鰯.:篭
3P-16検出（西から） 4P-16士層断面（西から）

5P-16遺物出土状況（西から） 6P-16調査状況（南西から）

7P-17検出（北から） 8P-17土層断面（北から）
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4鉄塔下T65．66区表土除去後（南から）

3防火用水路下完掘（南から） 5鉄塔下T65．66区調査状況（南から）
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6T65．66区士層断面（西から） 7鉄塔下T65．66区完掘（北から）



図版20
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1中五区1遺跡P－1出土の土器（図Ⅲ－2－1） 2中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ-12-146）
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Ｆ

一

3中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ-10-101） 4中五区2遺跡包含層出土の士器（図Ⅳ-10-106）

5中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳー12-153）6中五区2遣跡包含層出土の土器（図Ⅳ-12-154）



図版21

1中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ－7－4）2中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ-7-19）

3中五区2遺跡包含層出土の士器（図Ⅳ-10-100）4中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ-12-154）



図版22

1中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ－8－3）

2中五区2遺跡包含層出土の土器（図Ⅳ－11－121）



図版23

’

1中五区3鋤包頷出土の蝋(図V~20-95) 2中五区3遺跡包含層出土の土器（図V-18-58)

3中五区3遣跡包含層出土の土器（図V-19-59)

一

~ ロ~

4中五区3遺跡P-16出土の土器（図V-11-1)

5中五区3遺跡包含層出土の土器（図V-17－30)
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1中五区1遺跡包含層出土の石器(3）
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1中五区2遣跡F－1出土のたたき石、F－2出土の石器

1

2中五区2遣跡S－1出士の石器
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1中五区2遺跡包含層出土の土器（1 ）
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2中五区2遣跡包含層出土の土器(2）
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1中五区2遺跡包含層出士の士器(3）
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2中五区2遺跡包含層出土の土器(4）



図版30

旬’炭■股

■■~

▼
1中五区2遺跡包含層出土の土器(5）
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2中五区2遺跡包含層出土の土器(6）
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1中五区2遺跡包含層出土の土器(7）

2中五区2遺跡包含層出土の土器(8）
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1中五区2遣跡包含層出土の土器(9）
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2中五区2遺跡包含層出土の土器(10）
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1中五区2遺跡包含層出土の土器(11）

2中五区2遺跡包含層出土の土器(12）
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1中五区2遺跡包含層出土の土器(13）
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2中五区2遺跡包含層出土の石器（1）
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1中五区2遺跡包含層出土の石器(2）

2中五区2遣跡包含層出土の石器(3）
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1中五区2遺跡包含層出土の石器(4）

2中五区2遺跡包含層出土の石器(5）
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1中五区3遺跡P－1 ．3 ．4 ． 6出土の土器、P－6出士の石器

2中五区3遺跡P－1出土の石器
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1中五区3遣跡P－2出土の石器
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2中五区3遺跡P－3出土の石器
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1中五区3遺跡P－4出士の石器
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2中五区3遺跡P－7．10出土の土器・石器
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S－1
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1中五区3遺跡S－1 ．2出士の石器
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2中五区3遺跡S－2出土の石器
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1中五区3遺跡包含層出士の土器（1）

2中五区3遺跡包含層出土の土器（2）
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1中五区3遺跡包含層出土の土器(3）

2中五区3遺跡包含層出土の土器(4）
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1中五区3遺跡包含層出土の土器(5）
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2中五区3遺跡包含層出土の土器(6）
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1中五区3遺跡包含層出土の土器(7）
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2中五区3遺跡包含層出土の石器（1）
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1中五区3遺跡包含層出土の石器(2）

報垂72

79

2中五区3遺跡包含層出土の石器(3）
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1中五区3遺跡包含層出土の石器(4）

2中五区3遣跡包含層出土の石器(5）
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1中五区3遺跡包含層出土の石器(6）
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2中五区3遺跡包含層出土の石器(7）
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が覆土上部から出土。土器は晩期中葉の在地土器が主体で、後期末から晩期初頭の
在地土器とタンネトウL式が少量出土。
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